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蓮
は
古
来
の
画
題
で
あ
り
そ
れ
を
描
い
た
名
画
が
多
い。

そ
の

花
は
清
浄
無
垢、

ま
た
枯
れ
て
は
寂
蓼
の
情
を
も
た
ら
す。

千
葉
は
古
代
蓮
の
種
が
発
掘
さ
れ
現
代
に
命
を
復
活
し
た
町
で

あ
り、

奇
し
く
も
千
葉
市
美
術
館
は
古
に
は
蓮
池
（
は
す
い

け）

と
呼
ば
れ
蓮
の
漂
う
池
を
埋
立
て
た
と
い
う
い
わ
れ
の
繁

華
街
に
位
置
す
る。

音
通
す
る
s
ir
e
n
は
美
声
を
し
て
船
乗
り

を
誘
惑
し
難
破
さ
せ
る
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
海
の
精
で
あ
る。

蓮

を
採
る
が
如
く
古
今
の
美
を
紡
ぎ、

妖
精
の
如
く
人
を
魅
惑
す

る
芸
術
に
就
い
て
論
ず
べ
く
本
誌
の
題
を
定
め
た。

採
蓮
の
い
わ
れ

千
葉
市
美
術
館

4
 



The Implication of "Siren" 

The lotus has been the theme of painting, and there many master works which delineate it. Its flower 

is pure and innocent, and gives the feeling of loneliness and silence after it is withered. Chiba is where 

ancient lotus was discovered and its life was reinstated. Coincidentally, the Chiba City Museum of Art 

is located on a street made by reclaiming the lotus field called Lotus Pond(Hasu-ike) in ancient times. 

Siren has same phonetic expression as Siren in Greek mythology who lured mariners to their destruc­

tion. The name of the bulletin was decided with the intention to weave the beauties of both present and 

ancient times as if harvesting the lotus and to discuss the arts which lure us like a siren. 

Chiba City Museum of Art 
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日
図1：橋本正司〈トルソ》1953 千葉市美術館蔵

猪田浩史氏寄贈

図2：橋本正司《かたち》1954 千葉市美術館蔵
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図3：橋本正司《作品》1954 千葉市美術館蔵
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リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド

現
実
世
界

「
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
ー
現
実
世
界

ッ
ト
氏
の
監
修、

ス
イ
ス
現
代
美
術
展」

は、
―
1
0
0
五
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
二
0
0
六
年
二
月―
―

十
六
日
ま
で、

M
A
M
C
O
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
ニ
ン
ゲ

ス
イ
ス
・

プ
ロ
ヘ
ル
ヴ
ェ

テ
ィ
ア
文
化
財

団
の
協
力
の
も
と、

千
葉
市
美
術
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た。

こ
の
展
覧
会
に
は、
「
現
実
世
界」

か
ら
引
用
し
た
素

材
を
用
い
て
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
的、

イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア

的
作
品
を
制
作
す
る
中
堅
・

若
手
の
ス
イ
ス
人
ア
ー
テ
ィ
ス

ト、

シ
ル
ヴ
ィ
ー
・

フ
ル
ー

リ、

フ
ァ
ブ
リ
ス
・

シ
ー

ジ、

シ
ャ
リ
ヤ
ー
・

ナ
シ
ャ
ッ
ト、

モ
ゼ
ー
ル
＆
シ
ュ

ヴ
ィ
ン
ガ

ー、

ウ
ー
ゴ
・

ロ
ン
デ
ィ
ノ
ー

ネ
が
参
加
し
た。

本
展
の
出
品
作
は
す
べ
て、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
展
覧
会
で
既

現
代
美
術
展」

の
展
示
風
景
と
作
品
解
説
を
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く。

ス
イ
ス
現
代
美
術
展

出
の
作
品
か
そ
の
別
ヴ
ァ
ー

ジ
ョ
ン
で
あ
り、

純
粋
な
意
味

に
お
け
る
新
作
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
展
覧
会
初
日
に
発
行

し
た
カ
タ
ロ
グ
に
は、

初
出
時
の
写
真
と
作
家
解
説
の
み
を

掲
載
し、

千
菓
市
美
術
館
で
の
展
示
風
景
は
割
愛
し
た。

と

は
い
え、

出
品
作
の
大
半
を
占
め
る
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア

的、

イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
的
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は、

展

示
さ
れ
る
場
所
や
方
法
次
第
で
そ
の
形
態
や
性
格
が
大
き
く

変
わ
る
た
め、

出
版
物
の
か
た
ち
で
展
示
記
録
を
残
す
事
が

望
ま
し
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る。

幸
い
、

今
回
こ
の
紀
要
に

ス
ペ
ー

ス
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で、

こ
こ
に
「
ス
イ
ス

11 



シャリヤ ー ・ナシャット
Shahiyar Nashat 

隠蔽と探索
Hide and Seek 

2005 

3面スクリーン•4枚のDVD（エンドレスループ）
Courtesy of the artist, Praz-Delavallade, Paris and Elisabeth Kaufmann, Zurich 

イ
ラ
ン
に
生
ま
れ 、

ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
で
教
育
を
受
け
た
シ
ャ
リ
ヤ
ー
・

ナ
シ
ャ
ッ
ト
に
と
っ

て 、
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
文
化
や
フ
ラ
ン
ス
語
は 、

自
ら
の
所
有
物
で
あ
っ
て
自
ら
の
所
有
物
で
な

い 。

こ
の
複
雑
な
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
が 、

ナ
シ
ャ
ッ
ト
の
作
品
に
一

貫
し
て
影
を
落
と
し

て
き
た 。

《
隠
蔽
と
探
索》
は 、

疑
古
典
主
義
様
式
の
建
造
物
ム
ー

ゼ
オ
・

デ
ッ
ラ
・

チ
ヴ
ィ
ル

タ・
ロ
マ
ー

ナ
を 、

3
つ
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
た
ヴ
ィ
デ
オ・
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
あ

る 。

わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
と
っ
て 、

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
風
景
の
一

部
に
す
ぎ
な
い
疑
古

典
主
義
様
式
の
建
物
も 、

植
民
地
支
配
を
経
験
し
た
国
の
人
々
の
目
に
は 、

宗
主
国
の

権
威
を
象
徴
す
る
抑
圧
と
暴
力
の
表
象
と
映
る 。

さ
ら
に
こ
の
建
物
を
計
画
し
た
の
が
ベ

ニ
ト
・

ム
ッ
ソ
リ
ー

ニ
で
あ
る
と
い
う
事
実
も 、

シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
な
様
式
の
裏
側
に
隠
蔽

さ
れ
た
抑
圧
性
や
暴
力
性
を
よ
り
強
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

し
か
し
な
が
ら 、

ム
ッ
ソ
リ
ー

ニ
様
式
に
見
ら
れ
る
合
理
主
義
や
理
性
主
義
は 、

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
固
有
の
要
素
で
は
な
く 、

西
洋
の
国心
想
的
伝
統
に
由
来
す
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な

ら
な
い 。

実
際
の
展
示
で
は 、

こ
の
建
物
特
有
の
威
圧
感
が 、

数
十
秒
お
き
に
画
面
全
体

を
覆
う
原
色
の
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
と 、

フ
ィ
ル
タ
ー

が
あ
る
と
き
だ
け
流
れ
る
苦
し
そ

う
な
人
問
の
吐
息
に
よ
っ
て 、

さ
ら
に
増
幅
さ
れ
る 。

ス
イ
ス
の
ソ
ロ
ト
ゥ

ル
ン
美
術
館
に
お
け
る
《
隠
蔽
と
探
索》
の
最
初
の
展
示
で
は 、

十
六
�
九
の
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
画
面
が
用
い
ら
れ
た
が 、

千
葉
の
展
示
で
は 、

四
2
ニ
サ

イ
ズ
の
画
面
が
採
用
さ
れ
た 。

十
六
7
几
チ
ッ
プ
を
搭
載
す
る
高
輝
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

は
依
然
と
し
て
高
価
で
あ
り 、

四
こ
ニ
サ
イ
ズ
を
用
い
た
方
が
よ
り

大
型
の
画
面
を
実

現
で
き
る
と
い
う
理
由
か
ら
だ 。

ま
た
充
分
な
広
さ
を
持
つ
展
示
室
一
の
空
間
に
合
わ

せ 、

三
面
ス
ク
リ
ー
ン
の
配
置
も
初
出
時
の
凸
型
で
は
な
く 、

凹
型
に
変
更
さ
れ
た 。

第
五
十一

回
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ(―
1
0
0
五）

の
ス
イ
ス
代
表
の
一

人
に
選

出
さ
れ
た
ナ
シ
ャ
ッ
ト
は 、

当
初 、

こ
の
《
隠
蔽
と
探
索》

を
出
品
作
と
し
て
提
案
し
た

が 、

ス
イ
ス
館
キ
ュ
レ
ー

タ
ー

の
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン・
バ
ン
ツ
(
S
te
fan
Ban
z)

が
出
品
に
難
色

を
示
し
た
た
め 、

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
た
め
の
作
品
を
新
た
に
制
作
す
る
こ
と
に
な
っ
た 。

そ

し
て
生
み
出
さ
れ
た
新
作
が 、

今
回
展
示
室―一
に
設
置
さ
れ
た
《
規
制
す
る
線》
で
あ

る 。

ル
ー
ブ
ル
に
あ
る
ル
ー

ベ
ン
ス
の
《
マ
リ
ー・
ド・
メ
デ
ィ
シ
ス
の
生
涯》
の
間
を
舞
台

に
撮
影
さ
れ
た
《
規
制
す
る
線》

と
こ
の
《
隠
蔽
と
探
索》
は 、

と
も
に
イ
ラ
ン
出
身
の

ナ
シ
ャ
ッ
ト
と
西
洋
文
化
の
複
雑
な
関
係
を
反
映
す
る
点
で
共
通
す
る 。

彼
自
身
も

《
隠
蔽
と
探
索》

と
《
規
制
す
る
線》

が
不
可
分
で
あ
る
と
考
え
て
お
り 、

千
葉
で
二

作
品
を
同
時
に
展
示
す
る
こ
と
を
強
く
望
ん
だ 。
（
な
お 、
《
規
制
す
る
線》
は
シ
ン
グ

ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
ヴ
ィ
デ
オ
の
た
め 、

展
示
写
真
は
掲
載
し
な
い 。）
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ウーゴ・ロンディノーネ
Ugo Rondinone 

スリープ
Sleep 
1999 
白い木製の塀・白いフレームの額に入れられた165点の写真（タイプcプリント）・サウンド・15個のスビーカー

写真：522X722mm X27、422X622mm X65、322X472mm X38、272X397mm X35 
白い塀：330X1470cm、330X630cm
Collection:Hauser & Wrrth Collection 
Courtesy: Galerie Eva Presenhuber 

《
ス
リ
ー
プ》
は、
一

九
九
九
年
か
ら
二
0
0
0
年
に
か
け
て、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
五
カ
所

を
巡
回
し
た
ロ
ン
デ
ィ
ノ
ー
ネ
の
個
展
「
Gu
ided
by
 Vo
ices」

で
発
表
さ
れ
た。

グ
ラ

ー
ラ
ス
・
ク
ン
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
初
出
時
の
展
示
で
は、

展
示
室
の
隅
に
L
字
型
に
設

置
さ
れ
た
長
大
な
白
い
塀
に、

額
装
さ
れ
た
一
六
五
点
の
写
真
が
架
け
ら
れ
た。
《
ス
リ

ー
プ》
は
碁
本
的
に
サ
イ
ズ
可
変
な
た
め、
コ
ブ
ラ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
け
る
「
The

ぎ
o
f

F
al
lin
g
 Ap
art
 
-

Works
 fro
m
 Hauser
 &
 W
i

rth
 Collection」

展
を
は
じ
め、

仮
設
の
塀
を
使
用
せ
ず
に、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
壁
に
直
接
写
真
を
設
置
し
た
例
も
見
ら
れ

る。こ
れ
に
対
し
て
千
葉
市
美
術
館
で
は、

初
出
時
に
塀
の
背
後
に
置
か
れ
た
原
色
フ
ィ
ル

タ
ー
付
き
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
割
愛
さ
れ
た
こ
と
を
除
け
ば、

塀
の
サ
イ
ズ
と
仕
様、

写

真
の
配
列、

ス
ピ
ー
カ
ー
の
数
と
位
置
等、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
展
示
が
ほ
ぼ
忠
実
に
再
現
さ

れ
た。

に
も
か
か
わ
ら
ず、

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
よ
る
サ
イ
ケ
な
光
が
省
略
さ
れ
た
結

果、
ハ
イ
キ
ー
な
写
真
と
幻
想
的
な
音
楽
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ、
《
ス
リ
ー
プ》
は
静

謡
な
印
象
の
作
品
へ
と
大
き
く
変
貌
し
た。

一
六
五
点
に
お
よ
ぶ
《
ス
リ
ー
プ》
の
写
真
に
は、

浜
辺
を
歩
く
男
性
と
女
性、

浜

辺
の
風
景
が、

様
々
な
角
度
か
ら
全
て
異
な
る
構
図
で
撮
影
さ
れ
て
い
る。

男
性
も
女

性
も、

極
端
な
ア
ッ
プ
で
写
る
場
合
も
あ
れ
ば、

は
る
か
彼
方
か
ら
撮
影
さ
れ、

風
景

の
な
か
に
小
さ
く
仔
ん
で
い
る
場
合
も
あ
る。

こ
れ
ら
が
ラ
ン
ダ
ム
に
配
列
さ
れ
る
こ
と

で、

見
る
も
の
に
無
目
的
で
エ
ン
ド
レ
ス
な
印
象
を
与
え
る。

特
筆
す
べ
き
は、

同
一
の

フ
レ
ー
ム
内
に
男
と
女
が
一

緒
に
収
ま
る
写
真
が
一

点
も
な
い
こ
と
だ。

こ
の
事
実
が、

―一
人
の
関
係
を
め
ぐ
る
様
々
な
憶
測
を
見
る
も
の
に
懐
か
せ
る。

無
表
情
で
動
き
を
欠
い
た
男
女
の
姿、

露
出
オ
ー
バ
ー
気
味
に
撮
影
さ
れ
た
白
日
夢
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ、

そ
れ
ら
が
け
だ
る
＜
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る。

塀
の
ス
ピ

ー
カ
ー
か
ら
エ
ン
ド
レ
ス
で
流
さ
れ
る
重
苦
し
い
ヴ
ォ
ー
カ
ル
曲
も、

こ
の
独
特
の
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
る
の
に
一

役
買
っ
て
い
る。
《
ス
リ
ー
プ》
と
い
う
タ
イ
ト
ル
も、

こ
の
曲
の

な
か
で
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
以
下
の
よ
う
な
一
節
に
由
来
す
る。
「
眠
る。

私
は
目
覚

め
る
事
が
で
き
な
い。

何
日
も
目
を
閉
じ
て
い
な
い。
(sleep,
I
 

can'
t

 

wa
ke
 u
p,
 
I
 

haven'
t
 

closed
 my
 eyes
 for
 days
…
)
」
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シルヴィー・ フルーリ
Silvie F1eury 

フレ ーム
Flames 
1999 
壁に蛍光塗料
380Xl695cm 
Courtesy: Gallery Side 2, Tokyo 

283シェビ ー

283 Chevy 

1999 
クロームメッキされたブロンズ
71X45X70cm 
エディション 3/4
Courtesy: Art & Public, Pierre Huber, Switzerland 

383モ ーパ ー・ スペシャル・ ポリス（ダッジ）
383 Mopar Special Police (Dadge) 
1999 
クロームメッキされたブロンズ
73X60X68cm 
エディション 3/4
Courtesy: Art & Public, Pierre Huber, Switzerland 

400ポンティアック
400Pontiac 
1999 
クロームメッキされたプロンズ
70X58X76cm 
エディション 3/4
Courtesy: Art & Public, Pierre Huber, Switzerland 

--

＼ 
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響

シルヴィー ・フルー リ
Silvie Fleury 

ストライプのウォ ールペインティングとハィヒ ールのサウンド
The Eternal Wow 

2005 

壁面に塗料、 靴音のサウンド
380X1610cm 

Courtesy: Gallery Side 2, Tokyo 
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シ
ル
ヴ
ィ
ー・
フ
ル
ー
リ
は、

高
級
ブ
ラ
ン
ド
品
や
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
引
用
す
る
こ
と
で

知
ら
れ
る
が、

そ
の
文
脈
の
延
長
線
上
で、

Fl
を
は
じ
め
と
す
る
自
動
車
レ
ー
ス
の
イ
メ

ー
ジ
も
好
ん
で
作
品
に
用
い
て
き
た。

燃
料
を
大
量
に
消
費
し
な
が
ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で
疾

走
す
る
レ
ー
ス
・
カ
ー
も、

現
代
消
費
文
化
が
持
つ
華
や
か
さ
と
浪
費
性
を
象
徴
す
る
か

ら
で
あ
る。

展
示
室
四
に
設
置
さ
れ
た
壁
画
《
フ
レ
ー
ム
》

と一
二
つ
の
エ
ン
ジ
ン
の
ブ
ロ
ン
ズ
キ
ャ
ス

ト
も、

ド
ラ
ッ
グ
レ
ー
ス
に
素
材
を
求
め
た
作
品
で
あ
る。

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
ド
ラ
ッ

グ
レ
ー
ス
は、

超
ハ
イ
パ
ワ
ー
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
二
台
の
ホ
ッ
ト
ロ
ッ
ド
カ
ー
が
加
速
ス

ピ
ー
ド
を
競
い
合
う、

単
純
明
快
な
カ
ー
レ
ー
ス
だ。

こ
の
ホ
ッ
ト
ロ
ッ
ド
カ
ー
の
ボ
デ
ィ

に
描
か
れ
る
炎
模
様
を
拡
大
し
た
壁
画
の
前
に、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
台
座
に
載
せ
た
エ
ン

ジ
ン
を
並
べ
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を、

フ
ル
ー
リ
は
こ
れ
ま
で
幾
度
か
試
み
て
き
た。

《
フ
レ
ー
ム
》

は
単
独
で
展
示
さ
れ
る
こ
と
も
多
く、

そ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
十
数

に
及
ぶ。

千
葉
市
美
術
館
の
た
め
の
新
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は、

オ
レ
ン
ジ
と
ラ
イ
ト
グ
リ
ー

ン
の
配
色
に
よ
る
炎
模
様
が、

L
字
型
壁
面
に一
一
パ
タ
ー
ン
構
成
さ
れ
た。

フ
ル
ー
リ
は

自
分
自
身
で
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く、

今
回
の
壁
画
も、

彼
女
の
指

示
書
に
基
づ
い
て
日
本
人
画
家
た
ち
の
手
に
よ
り
描
か
れ
た。

壁
画
の
直
前
に
等
間
隔
で

筐
か
れ
た
三
つ
の
エ
ン
ジ
ン
も、

彼
女
の
指
示
に
碁
づ
き、

実
物
の
チ
ュ
ー
ン
ア
ッ
プ
エ
ン
ジ

ン
か
ら
鋳
造
さ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
キ
ャ
ス
ト
で
あ
る。

ド
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
の
豪
華
さ
と
迫
力
を

演
出
す
る
た
め
に、

エ
ン
ジ
ン
の
表
面
全
体
に
ク
ロ
ー
ム
メ
ッ
キ
が
施
さ
れ
て
い
る。

展
示
室
八
に
設
置
さ
れ
た
《
ス
ト
ラ
イ
プ
の
ウ
ォ
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
と
ハ
イ
ヒ
ー
ル

の
サ
ウ
ン
ド
》

の
新
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
は、

ベ
ル
リ
ン
の
メ
イ
デ
ィ
・
チ
ョ
ー
ク
リ
で
発
表
さ
れ

た
フ
ァ
ー
ス
ト
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
と
は
全
く
異
質
な
作
品
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た。

初
出
時
に
は

青
か
ら
赤
紫、

赤
紫
か
ら
青
へ
と
ス
ペ
ク
ト
ル
状
に
塗
り
分
け
ら
れ
て
い
た
ス
ト
ラ
イ
プ

が、

今
回
の
展
示
で
は
黒
に
近
い
茶
色
一

色
の
み
で
描
か
れ
た
こ
と
に
よ
り、

視
覚
的
イ

リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
が
よ
り
強
調
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
た
め
だ。

す
な
わ
ち、

壁
の
純
白
と

ス
ト
ラ
イ
プ
の
黒
茶
色
が
日
を
刺
す
よ
う
な
強
烈
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
生
み
出
し
た
こ
と

で、

ス
ト
ラ
イ
プ
の
湾
曲
部
分
が
鑑
賞
者
の
動
き
と
と
も
に
左
右
に
揺
れ
動
く
と
い
う、

一

種
の
錯
視
現
象
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る。

こ
れ
は、

ジ
ュ
リ
オ・
ル・
パ
ル
ク
や
ヘ
ス

ス・
ラ
フ
ァ
エ
ル・
ソ
ト
ら
に
よ
る
オ
ッ
プ・
ア
ー
ト
と
同
じ
原
理
に
碁
づ
く
視
覚
効
果
で
あ

る。

E
te
rn
al

Wo
w(
無
限
の
揺
れ）

と
い
う
原
題
も、

こ
の
効
果
に
基
づ
い
て
名
付
け
ら

れ
た。

ま
た
今
回
の
展
示
で
は、

フ
ァ
ー
ス
ト
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
使
わ
れ
た
流
れ
落
ち
る
ク
リ

ー
ム
形
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
が
省
略
さ
れ
た
代
わ
り
に、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
サ
ウ
ン
ド
が
新
た

に
追
加
さ
れ
た。

突
然
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ
え
て
く
る
カ
ッ
カ
ツ
と
い
う
靴
音
が、

ス
ト
ラ
イ
プ
の
幻
惑
的
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
強
め、

鑑
賞
者
に
不
思
議
な
感
覚
を
も
た
ら

す。
作
者
自
身
も
認
め
て
い
る
よ
う
に、

ス
ト
ラ
イ
プ
を
黒
に
近
い
単
色
に
し
た
こ
と
で、

こ
の
作
品
は、

ダ
ニ
エ
ル
・

ビ
ュ
ラ
ン
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
て
の
側
面
も
兼
ね
備
え
る
こ
と
と

な
っ
た。

フ
ル
ー
リ
は、

パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
フ
ェ
イ
ク
フ
ァ
ー
を
貼
付
け
た
モ
ン
ド
リ
ア
ン

の
絵
画
や
ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
ク
ラ
ッ
ケ
ン
の
ミ
ニ
マ
ル
彫
刻
な
ど、

こ
れ
ま
で
も
二
十
世
紀
美
術

の
パ
ロ
デ
ィ
ー
的
引
用
を
幾
度
か
試
み
て
き
た
が、

千
葉
の
ス
ト
ラ
イ
プ
を
こ
れ
ら
の
延

長
線
上
に
置
く
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う。
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フレデリック・モゼール＆フィリップ・シュヴィンガー

Frederic Moser & Philippe Schwinger 

抑留区域
Internment Area 

2002 
舞台セット、DVD(28分18秒）
Courtesy: Fme Arts Unternehmen206, Switzerland and Play Gallery for still and motion picture,Berlin 

モ
ゼ
ー

ル
＆
シ
ュ
ヴ
ィ
ン
ガ
ー

は 、
一

九
八
八
年
か
ら
九
一

年 、
ロ
ー

ザ
ン
ヌ
を
拠
点
と

す
る
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト・
シ
ア
タ
ー
「

ア
ト
リ
エ・
イ
シ・
エ・
マ
ン
ト
ゥ
ナ
ン」

で
共
同
デ

ィ
レ
ク
タ
ー

を
務
め
た
の
ち 、
一

九
九
三
年
か
ら
九
八
年 、

ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
の
ス
ク
ー

ル・
フ

ォ
ー・

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル・
ア
ー

ツ
で
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
を
専
攻
し
た 。

彼
ら
が
演
刺
と
ア
ー

ト
の
中
間
領
域
で
仕
事
を
行
う
背
景
に
は 、

こ
の
異
色
の
キ
ャ
リ
ア
が
存
在
す
る 。

《
抑
留
区
域》

は 、

演
劇
を
記
録
し
た
ヴ
ィ
デ
オ
を
上
映
す
る
傍
ら
に 、

そ
の
演
劇
で

使
わ
れ
た
舞
台
セ
ッ
ト
を
展
示
す
る
と
い
う 、

彼
ら
独
自
の
作
品
形
式
を
用
い
て
い
る 。

こ
の
タ
イ
プ
の
ヴ
ィ
デ
オ
・

イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
は 、

劇
を
映
像
化
す
る
こ
と
で
舞
台
と

観
客
の
あ
い
だ
に
生
じ
た
時
間
的 、

空
間
的 、

心
理
的
距
離
を 、

展
示
室
内
に
再
現
し

た
舞
台
上
か
ら
映
像
を
鑑
賞
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
び
縮
小
す
る
と
い
う 、

複
雑
な
プ

ロ
セ
ス
を
特
徴
と
す
る 。

千
葉
の
展
示
で
も 、

展
示
室
五
に
《
抑
留
区
域》
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
舞
台
が
再
現
さ
れ 、

そ
れ
と
向
き
合
う
壁
に
日
本
語
字
幕
入
り
の
映
像
が
上
映
さ

れ
た 。モ

ゼ
ー

ル
＆
シ
ュ
ヴ
ィ
ン
ガ
ー

の
近
作
が
持
つ
も
う
―
つ
の
特
徴
は 、

演
刺
史
か
ら
特
定

の
題
材
を
選
び
出
し 、

独
自
の
解
釈
に
よ
り

再
演
を
行
う
点
に
あ
る 。
《
抑
留
区
域》

で

は 、
一

九
五
0
年
代
か
ら
六
十
年
代
頃
に
実
践
さ
れ
た
精
神
療
法
師
ヤ
コ
ブ
・
J・
モ
レ

ノ
の
方
法
論
に
基
づ
き 、

本
来
患
者
と
セ
ラ
ビ
ス
ト
に
よ
る
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
イ
ン
グ
と
し
て

展
開
す
る
心
理
劇
療
法
を 、

俳
優
を
使
っ
て
独
自
の
視
点
か
ら
再
現
し
た 。

モ
レ
ノ
が
設

計
し
た
心
理
劇
用
の
舞
台
も 、

こ
の
作
品
の
た
め
に
忠
実
に
再
現
さ
れ
た 。

物
語
は 、

主
人
公
の
青
年
ギ
ヨ
ー

ム
に
心
理
治
療
を
行
う
セ
ラ
ビ
ス
ト
た
ち
が
次
々
と

介
入
す
る
こ
と
で 、

即
興
的
に
展
開
し
て
い
く 。

周
囲
の
人
物
や
ギ
ヨ
ー

ム
の
別
人
格
に

扮
し
た
セ
ラ
ピ
ス
ト
た
ち
が 、

彼
を
と
り
ま
く
困
難
な
状
況
を
再
現
し 、

主
人
公
の
心

の
奥
底
に
潜
む
言
葉
を
引
き
出
そ
う
と
試
み
る 。

《
抑
留
区
域》

を
は
じ
め
と
す
る
近
年
の
ヴ
ィ
デ
オ
・

イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て 、

モ
ゼ
ー

ル
＆
シ
ュ
ヴ
ィ
ン
ガ
ー

は 、

単
に
歴
史
的
浪
刺
を
再
現
す
る
だ
け
で
な
く 、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
自
体
を
解
読
し
よ
う
と
試
み
て
い
る 。

観
客
と

俳
優 、

そ
し
て

俳
優
と

俳
優
の
あ
い
だ
に
直
接
的
な
関
係
が
生
じ
る
油
胴
は 、

制
御
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
様
々
な
プ
ロ
セ
ス
を
理
想
的
に
再
現
す
る
の
に
適
し
て
い
る
の
だ 。
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ファブリス ・ シ ー ジ
Fabrice Gygi 

大テント
Grande Tente 
1994 

キャンヴァス ・ 金属 ・ 木
250X200X300cm 

Collection: Musee d'art moderne et contempo­
rain(M凶CO), Geneva 

エアバッグ
Airbag Generation 
1997 

キャンヴァス ・ 送風機
500X100X500cm 

Courtesy: galerie Bob van Orsouw, Zurich 

ト ー ラックス
Torax 
2004 

ステンレス
85X65X55cm 

Courtesy: galerie Chan固Crouse!, Paris 

グレ ー のモノクロ ー ム
Monochromes Gris 
2003 

着色された防水布
300Xl50cm X7 

Com北sy: galerie Bob van Orsouw, Zurich 
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U'

展
示
室
七
に
は、

真
っ
赤
な
エ
ア
バ
ッ
グ
を
モ
ノ
ト
ー
ン
の
作
品
群
が
取
り
囲
む
か
た
ち

で、

フ
ァ
ブ
リ
ス・
シ
ー
ジ
に
よ
る
四
つ
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た。

制
作
時
期
が
多
岐
に
渡

る
こ
れ
ら
の
作
品
は、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
意
味
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず、
《
ト
ー
ラ
ッ

ク
ス
》

以
外
は
防
水
布
と
い
う
同
一

の
素
材
を
用
い
て
い
る
た
め
に、
―
つ
の
イ
ン
ス
タ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
違
和
感
無
く
調
和
し
た。

九
十
年
代
以
降、

シ
ー
ジ
は
笞
察
用
・

軍
用
の
装
備
を
展
示
室
内
に
再
現
し、

独
創

的
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
構
成
し
て
き
た。

社
会
制
度
の
な
か
で
明
確
な
機
能
を
持

つ
不
穏
な
品
々
を
展
示
す
る
こ
と
で、

シ
ー
ジ
は
そ
れ
ら
を
生
み
出
し
た
制
度
自
体
が
も

つ
攻
撃
性
・

暴
力
性
を
顕
在
化
さ
せ、
「
現
実
世
界」

に
潜
む
様
々
な
権
威
を
表
象
化
し

よ
う
と
試
み
て
き
た。

軍
用
テ
ン
ト
の
外
観
を
忠
実
に
模
し
た
《
大
テ
ン
ト
》

は、

こ
の

傾
向
を
代
表
す
る
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る。

災
害
や
事
故
に
関
連
す
る
装
備
品
も、

九
十
年
代
以
降、

シ
ー
ジ
が
繰
り
返
し
引
用

し
て
き
た
素
材
で
あ
る。
《
エ
ア
バ
ッ
グ
》

は、

災
害
時
に
使
わ
れ
る
緊
急
避
難
用
品
で

あ
る
が、

シ
ー
ジ
に
よ
っ
て
展
示
室
内
に
据
え
ら
れ
る
と
き、

本
来
の
機
能
と
は
対
照
的

な
「
遊
具」

と
し
て
の
役
割
を
与
え
ら
れ
る。

千
葉
市
美
術
館
で
も、

展
示
室
中
央
に

設
置
さ
れ
た
《
エ
ア
バ
ッ
グ
》

の
上
で、

子
供
た
ち
が
寝
転
ん
だ
り
飛
び
跳
ね
た
り
し
て

歓
声
を
上
げ
て
い
た。

け
れ
ど
も
こ
の
遊
具
と
し
て
の
側
面
と、

災
害
時
に
ビ
ル
か
ら
飛

び
降
り
る
人
々
を
受
け
止
め
る
と
い
う
エ
ア
バ
ッ
グ
固
有
の
機
能
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
と

き、

こ
の
作
品
の
辛
辣
な
二
面
性
が
突
如
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る。

同
種
の
二
面
性
は、

パ
ワ
ー
シ
ャ
ベ
ル
の
先
端
部
を
再
現
し
た
《
ト
ー
ラ
ッ
ク
ス
》

に
も

見
ら
れ
る。

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
形
態
を
持
つ
こ
の
作
品
は、

防
水
布
を
用
い
た
作
品
で
埋
め

尽
く
さ
れ
た
展
示
室
内
に
吊
る
さ
れ
る
こ
と
で、

あ
る
種
の
効
果
的
な
ア
ク
セ
ン
ト
と
し

て
機
能
し
て
い
た。

し
か
し
そ
の
一

方
で、
《
ト
ー
ラ
ッ
ク
ス
》

の
攻
撃
的
な
形
態
が、

パ

ワ
ー
シ
ャ
ベ
ル
と
同
時
に
中
世
の
拷
問
具
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
者
は
少
な
い。

《
グ
レ
ー
の
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
》

は、

こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
作
品
と
は
幾
分
異
な
る
二
面

性
を
持
つ。

こ
の
作
品
は、
一

見
す
る
と、

五
十
年
代
か
ら
六
十
年
代
に
か
け
て
世
界

中
で
流
行
し
た
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
絵
画
に
近
い
が、

実
際
は、

ト
ラ
ッ
ク
の
幌
な
ど
に
使
わ

れ
る
防
水
布
を
グ
レ
ー
に
着
色
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い。

グ
レ
ー
の
塗
料
に
覆
わ
れ
た
こ

の
作
品
の
均
質
な
表
面
は、

近
く
で
見
る
限
り
防
水
布
そ
の
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず、

矩
形
の
フ
レ
ー
ム
に
張
ら
れ、

美
術
館
の
展
示
室
内
に
七
点
並
べ
て
架
け
ら
れ
る
事

で、
一

種
の
疑
似
絵
画
と
し
て
機
能
し
て
し
ま
う。

19 



Talking about the Real World: Contemporary Swiss Art 

Mizunuma Hirokazu 

The Chiba City Museum of Art held an exhibition entitled Talking about the Real World: Contem­

porary Swiss Art from December 17, 2005, through February 26, 2006. This exhibition directed by 

MAMCO's Franc;oise Ninghetto introduced works by Sylvie Fleury, Fabrice Gygi, Shahryar Nashat, 

Frederic Moser & Philippe Schwinger, and Ugo Rondinone. These young and mid-career Swiss art— 

ists are currently attracting international attention, and are known for boldly transfom血g motifs and 

images from the "real world" into large-scale installation works. 

All of the works included in this exhibition had been displayed in European exhibitions or were 

variations of previously exhibited works. Hence, the catalogue for the Chiba exhibition, published on 

the first day of the exhibition did not include any photographs of the Chiba installation itself. The 

majority of the exhibited works were mixed media or intermedia installations, and naturally, position­

ing and the method of installation greatly affect the form and character of installation works. With the 

sense that a record and some images of the Chiba gallery installation should be preserved in published 

form, this journal article presents photographs of the works installed in Chiba and a brief explanation 

of each work. (Translated by Martha McClintock) 
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点
と、

筆
致
を
生
か
し
た
肥
痩
さ
ま
ざ
ま
な
線、

そ
し
て

大
ら
か
な
色
面
を
持
っ
た
絵
画
空
間
の
作
品
で
知
ら
れ
る
津

高
和
一
(
-

九
―
―

—
九
五）
が、
一

九
九
五
年
一

月
一

七
日

未
明
に
起
こ
っ
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
西
宮
市
の

自
宅
が
倒
壊
し
た
た
め
に
夫
人
と
共
に
不
慮
の
死
を
遂
げ
て

か
ら、

す
で
に
十
年
以
上
が
経
つ
。

津
高
の
歿
後、

複
数
の
追
悼
展
が
相
次
い
で
開
催
さ
れ

た。

そ
の
中
の
ひ
と
つ、

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館（
現
・

兵
庫

県
立
美
術
館）

が
歿
年
に
開
催
し
た
「
津
高
和
一

と
ゲ
ン
ビ

の
作
家
た
ち

一

九
五
0
年
代
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」

は、

津
高

と
い
う
芸
術
家
が
成
立
し
た
時
代
と、

彼
を
育
ん
だ
集
団
に

焦
点
を
絞
っ
た
展
覧
会
だ
っ
た
（
註
1
)。

こ
の
展
覧
会
で、

橋

本
正
司
(
-

九
三
三
生）

の
《
作
品
》
（
一

九
五
四）

も、

初
出

以
来
四
十
年
振
り
に
展
覧
会
場
に
陳
列
さ
れ
た。

そ
の
後、

橋
本
の
こ
の
作
品
は
千
葉
市
美
術
館
の
所
蔵
と

な
っ
た。

続
い
て
当
館
で
は
彼
の
同
年
の
制
作
に
よ
る
《
か

た
ち
》
(
-

九
五
四）

を
収
集、

し
ば
ら
く
間
を
置
い
て
猪
田

浩
史
氏
か
ら
こ
の
二

点
に
先
ん
じ
る
《
ト
ル
ソ
》
(
-

九
五

三）

を
御
寄
贈
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
た（
註
2
)
0

ー

橋
本
正
司
は
一

九――一
三
年、

農
業
を
営
む
父
・

橋
本
甚
太

郎、

母
・

と
よ
の
四
男
と
し
て
京
都
府
綴
喜
郡
大
住
村（
現
・

京
田
辺
市）
に
生
ま
れ
た。
『
橋
本
正
司
彫
刻
作
品
集』
（
二
〇

0-―-)

所
載
の
「
橋
本
正
司
年
譜」
（
以
下、
「
年
譜」

と
略

記）

に
拠
れ
ば、

四
五
年
四
月
に
京
都
市
立
第一
一
工
業
学
校

窯
業
科
に
入
学
す
る
が、

四
八
年
四
月
に
新
制
高
等
学
校
の

発
足
に
伴
い、

京
都
市
立
伏
見
高
等
学
校（
現
・

京
都
市
立
伏

見
工
業
高
等
学
校）

窯
業
科
に
編
入
し
た
（
註
3
)。

こ
の
進
学

は
本
人
の
希
望
で
は
な
く、

手
に
職
を
持
つ
こ
と
に
こ
だ
わ

っ
た
父
の
方
針
だ
っ
た（
註
4
)。

橋
本
は
高
校
で
船
津
英
次（
一

九
―
-

I
八
四）
と
浅
見
賢

一
(
-

九
一

八
—
九
四）
か
ら
塑
像
の
手
ほ
ど
き
を
受
け、

こ

れ
が
彫
刻
と
の
初
め
て
の
出
会
い
と
な
っ
た。

船
津
と
浅
見

は
共
に
一

九
三
六
年、

彫
刻
家・
沼
田
一

雅（
本
名・
勇
次
郎

一

八
七
三
ー
一

九
五
四）

が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
日

以
下、

本
稿
で
は
橋
本
の
こ
の
三
点
の
作
品
の
成
立
と
そ

の
背
景
に
つ
い
て、

作
者
自
身
に
よ
る
証
言
を
交
え
た
紹
介

を
行
う。

橋
本
正
司
の
彫
刻
作
品

本
館
所
蔵
作
品
の
紹
介

本
陶
彫
協
会
に
同
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る。

橋
本
の
彫
刻
（
あ
る
い
は、

領
域
を
お
し
ひ
ろ
げ
て
立
体

造
型、

と
考
え
て
も
よ
い
）

に
対
す
る
関
心
は
こ
の
高
等
学

校
在
学
中
に
育
ま
れ
て
い
っ
た。

こ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し

て、

陶
芸
家
・

八
木
一

夫
(
-

九
一

八
ー
七
九）
と
の
出
会
い

が
あ
る。

八
木
は
一

九―――
一

年
に
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
彫
刻
科

に
入
学
し
て
い
る
が、

同
期
に
浅
見
が
い
た。

そ
し
て
彼
は

一

九
三
七
年、

商
工
省
が
設
置
し
て
い
た
国
立
陶
磁
器
試
験

場
の
伝
習
生
と
な
り、

同
試
験
場
で
沼
田
の
指
導
を
受
け
た

こ
と
か
ら
日
本
陶
彫
協
会
に
参
加。

同
会
で
京
都
高
等
工
芸

学
校
出
身
の
船
津
と
知
り
合
っ
た。

橋
本
が
八
木
と
出
会
っ

た
経
緯
は、

こ
の
八
木
と
教
官
た
ち
と
の
関
わ
り
に
よ
る。

橋
本
が
出
会
っ
た
当
時、

八
木
は
四
八
年
に
山
田
光
(
-

九

ニ
四
—―

-

0

0

1

)

や
鈴
木
治
（
一

九
二
六
—―

1

0

0

1

)

た

ち
と
共
に、

新
し
い
陶
芸
の
あ
り
方
を
志
向
し
た
集
団
・

走

泥
社
を
結
成
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
（
ち
な
み
に、

鈴
木
は
一

九
四
三
年
に
京
都
市
立
第
二
工
業
学
校
窯
業
科
を
卒
業
し
て

い
る）
。

藁

科

英

也
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後」
•

原
文
の
ま
ま
：
註
5
)

私
が
初
め
て
八
木
一

夫
先
生
に
お
逢
い
し
た
の
は
一

九
四
九
年
で、

当
時
の
私
は
新
制
度
の
高
校
生
で
ク
ラ

ス
の
女
子
生
徒
に
モ
デ
ル
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
首
の
塑

像
に
取
り
組
ん
で
い
た
時
期
で
す。

私
達
の
実
技
の
先
生
（
引
用
者
註
＂

浅
見）
が、

八
木

先
生
と
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
彫
刻
科
の
同
組
で、

又
沼
田
一

雅
氏
に
共
に
師
事
し
た
事
も
あ
っ
て
時
々
逢

っ
て
お
ら
れ
た
様
で
す。

同
席
し
た
私
は、

八
木
先
生

の
独
特
の
語
り
口
と、

こ
れ
か
ら
の
美
術
の
方
向
に
つ

い
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
芸
術
論
に
驚
き
ま
し
た。

今
か
ら
考
え
る
と
そ
の
前
年
の
七
月
に
走
泥
社
が
結
成

さ
れ
て
お
り、

又
一

0
月
に
パ
ン
リ
ア
ル
美
術
協
会
が

結
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で、

長
い
戦
争
に
よ
る
美
術
の
中

断
さ
れ
た
状
態
か
ら、

朝
日
が
登
る
様
に
京
都
の
古
い

町
々
に
照
ら
さ
れ
だ
し
た
時
期
で
あ
っ
た
事
と
思
い
出

さ
れ
ま
す。

…
…
（
橋
本
正
司
「
京
都
美
大
入
学
前

高
等
学
校
の
教
官
と
八
木、

彼
ら
を
指
導
し
た
沼
田
は
わ

が
国
に
お
け
る
近
代
陶
彫
を
確
立
し
た
人
物
だ
っ
た。

本
稿

で
は
沼
田
が
目
指
し
た
陶
彫
に
つ
い
て
詳
し
い
言
及
は
行
わ

な
い
。

し
か
し、

東
京
美
術
学
校
で
竹
内
久
一
（
一

八
五
七

ー
一

九
一

六）

に
見
出
さ
れ、

フ
ラ
ン
ス
留
学
中
に
は
オ
ー

ギ
ュ
ス
ト
・

ロ
ダ
ン
の
指
導
を
受
け
た
と
い
う
経
験
を
持
つ

彼
の
作
品
に
つ
い
て、

た
と
え
ば
現
在
東
京
藝
術
大
学
に
残

月

同
校
（
引
用
者
註

こ
凩
都
市
立
伏
見
高
等
学

文

ご註
6
)

る
《
正
木
直
彦
像
》
(
-

九
三
六）

な
ど
を
実
見
す
る
限
り、

そ
れ
は
素
材
が
陶
と
い
う
だ
け
で、
一

般
的
通
念
と
し
て
の

彫
刻
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

橋
本
は、

船
津
た
ち
の
指

導
を
通
じ、

沼
田
が
学
ん
だ
ロ
ダ
ン
に
代
表
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
近
代
彫
刻
を
遠
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た。

敗
戦
か
ら
の
出
発
と
云
う
時
期
に、
「
日
本
画
・

陶

芸」

と
云
う
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
最
初
の
前
衛
運
動
が
起
こ

っ
た
の
も
京
都
な
ら
で
は
の
土
地
柄
と
は
云
え、

伝
統

を
重
ん
ず
る
場
所
か
ら
す
れ
ば
当
時
の
京
都
の
人
々
の

大
き
な
驚
き
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま

す。

こ
の
様
な
大
き
な
う
ね
り
が
こ
の
京
都
の
地
に
表

出
さ
れ
だ
し
た
頃
の
私
は、

前
衛
美
術
に
対
し
て
ま
っ

た
く
無
知
で、

再
刊
さ
れ
た
美
術
手
帖
等
に
掲
載
さ
れ

た、

ロ
ダ
ン、

ブ
ー
ル
デ
ル、

マ
イ
ヨ
ー
ル、

デ
ス
ピ

オ
等
の
フ
ラ
ン
ス
彫
刻
の
記
事
を
読
み、

又
高
村
光
太

郎
の
「
造
型
美
論」

を
書
店
か
ら
買
っ
て
来
て、

新
知

識
の
様
に
受
け
入
れ
て
お
り
ま
し
た。
（
橋
本

前
掲

そ
の
一

方
で、

走
泥
社
の
活
動
が
橋
本
に
影
響
を
与
え

た。

こ
の
影
響
の
大
き
さ
は、
「
年
譜」

の
一

九
五
一

年
の

項
目
に
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る。

校）

卒
業。

卒
業
制
作
に
素
焼
の
前
衛
花
器
を
提
出。

窯
業
科
長
よ
り
「
こ
ん
な
作
品
を
出
し
た
生
徒
は
学
校

始
ま
っ
て
以
米」

と
言
わ
れ
る。

陶
芸
家、

鈴
木
治
の

前
衛
的
作
風
に
影
響
を
受
け
て
い
た。
（
「
年
譜」
＂
許
7
)

こ
の
卒
業
制
作
は
（
恐
ら
く）
現
存
し
て
お
ら
ず、

記
録
写

盲で
も
残
っ
て
い
な
い
。

橋
本
の
記
憶
に
よ
れ
ば
「
手
捻
で
板

な
ど
に
よ
っ
て
叩
い
て
成
形
を
し、

ヘ
ラ
で
削
っ
て
仕
上
げ

た」

約
三
五
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
索
焼
き
だ
っ
た
と
い
う。

当
時
の
鈴
木
の
作
風
は、
《
ク
リ
ス
マ
ス
》
（
一

九
四
九）

や
《
双
頭
壺
》
(
-

九
五
一
）

な
ど
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に、

後
年
自
ら
が
「
泥
象」

と
呼
ん
だ
作
品
群
と

は
異
な
り、

あ
く
ま
で
器
物
の
範
疇
を
守
っ
て
い
る。

八
木

の
あ
ゆ
み
で
考
え
る
と
す
れ
ば、

当
時
彼
は
ま
だ
《
ザ
ム
ザ

氏
の
散
歩
》
（
一

九
五
四）

を
手
掛
け
る
以
前
で
あ
る。

橋
本

が
高
校
を
卒
業
す
る
頃
は
ま
だ
走
泥
社
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
の

制
作
と
い
う
も
の
は
全
体
的
に、

意
匠
の
斬
新
さ
は
あ
っ
た

と
し
て
も、

数
年
後
（
一

九
五
0
年
代
半
ば
以
降）
の、

壺
の

口
を
閉
じ
て
表
現
と
し
て
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
い
う
あ
り
よ
う
を

獲
得
す
る
ま
で
の、

い
わ
ば
助
走
期
間
に
該
当
し
て
い
る。

橋
本
が
今
日
自
ら
の
卒
業
制
作
や
鈴
木
の
当
時
の
作
品
を

「
前
衛」

と
回
顧
す
る
根
拠
は、

こ
の
よ
う
な
意
匠
の
斬
新

さ
の
み
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
理
解
し
て

し
ま
う
と、

そ
れ
は
単
に
表
相
的
な
模
倣
の
連
鎖
に
止
ま
っ

て
し
ま
う
し、

結
果
的
に
は
橋
本
が
良
き
先
達
と
し
て
見
て
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3 い
た
走
泥
社
の
同
人
た
ち
の
作
品
ま
で
も
不
当
な
批
判
に
さ

ら
さ
れ
て
し
ま
う。

彼
が
語
ろ
う
と
す
る
「
前
衛」

と
は、

表
出
さ
れ
た
作
品
や
そ
の
意
匠
の
新
し
さ、

と
い
う
よ
り

も、

そ
の
よ
う
な
「
も
の」

を
生
み
出
そ
う
と
す
る
精
神
そ

の
も
の
を
指
し
て
い
る
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

正

村
美
里
が
一

九
四
0
年
代
末
か
ら
五
0
年
代
前
半
ま
で
の
京

都
の
陶
芸
界
の
革
新
を
目
指
す
青
年
た
ち
の
姿
に
つ
い
て、

「
新
た
な
創
造
へ
の
模
索、

既
成
の
価
値
観
を
打
破
し
た
い

と
い
っ
た
精
神
の
高
揚
が
先
に
立
つ
ば
か
り
の、

具
体
的
創

作
と
は
結
び
つ
か
な
い
、

文
字
通
り
の
試
行
錯
誤」（
註
8
)

だ

っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
通
り、

橋
本
の
語
る
「
前
衛」

と
い

う
言
葉
は、

こ
の
「
精
神
の
高
揚」

そ
の
も
の
を
指
し
て
い

る。
船
津
た
ち
か
ら
学
ん
だ
彫
刻
と
い
う
表
現、

そ
し
て
走
泥

社
の
活
動
に
触
発
さ
れ
た
「
前
衛」

へ
の
関
心
が、

橋
本
を

彫
刻
の
抽
象
的
表
現
に
導
く
こ
と
に
な
っ
た。

橋
本
正
司
は
一

九
五
一

年
三
月
に
高
等
学
校
を
卒
業
し、

翌
月
京
都
市
立
美
術
大
学
（
現
・

京
都
市
立
芸
術
大
学）

彫
刻

科
に
入
学。

大
学
で
は
辻
晉
堂（
本
名
・

為
吉

一

九
一

0
|

八
一
）

と
堀
内
正
和
(
-

九
―
―

—
二
0
0
1
)

か
ら
彫
刻
を

学
ん
だ。

本
稿
の
冒
頭
に
記
し
た、

現
在
当
館
が
所
蔵
す
る
《
ト
ル

ソ
》
（
図
1

)

は
彼
が
同
科
の一
二
回
生
へ
の
進
級
課
題
と
し
て

一

九
五――一
年
に
制
作
し
た
作
品
で
あ
る。

本
作
品
の
サ
イ
ズ

は
高
さ
六
三
O
X
幅
一

九
O
X
奥
行
二
四
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

で、

セ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
る。

《
ト
ル
ソ
》

は、

右
手
を
高
く
伸
ば
そ
う
と
す
る
運
動
が

作
品
全
体
を
統
べ
て
お
り、

伸
ば
し
た
手
の
腋
か
ら
胴
を
経

て
腰
に
い
た
る
緩
や
か
な
ふ
く
ら
み
が、

左
側
の
胴
に
向
か

っ
て
凹
ん
で
い
る、

よ
り
曲
率
が
強
い
面
と
の
対
比
に
よ
っ

て、

相
対
的
に
右
手
を
伸
ば
す
運
動
と
皮
膚
の
張
り
に
転
化

し
て
い
る。

こ
の
動
き
を
側
面
か
ら
見
る
と、

胸
部
か
ら
腹

部
（
あ
る
い
は
胴）
の、

内
側
か
ら
張
り
出
し
て
い
る
運
動
を

右
臀
部
で
い
っ
た
ん
受
け
止
め、

再
び
前
方
に
向
か
っ
て
い

る
右
大
腿
部
で
支
え
て
い
る
よ
う
に
構
想
さ
れ
て
い
る。

た

だ
し
実
際
に
は、

こ
の
運
動
を
受
け
止
め
る
に
は
臀
部
の
量

塊
性
が
乏
し
い
。

ま
た、

背
面
か
ら
臀
部
の
処
理
が
反
対
側

の
面
に
対
し
て
平
板
で
あ
り、

右
上
腕
部
か
ら
右
大
腿
部
の

運
動
に
対
し
て
作
品
の
左
側
が
従
属
的
に
扱
わ
れ
て
い
る。

こ
れ
は、
（
当
時
の）

作
者
が
制
作
に
当
た
っ
て
全
体
性
に
関

す
る
考
察
を
充
分
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る。
本
作
品
で
ト
ル
ソ
の
面
は
連
続
し
て
お
ら
ず、

稜
線
に
よ

っ
て
い
く
つ
か
の
（
曲）

面
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ、

そ
れ
が
内

部
の
運
動
の
動
き
や
方
向
を
顕
在
化
さ
せ
て
お
り、

歴
史
的

に
見
れ
ば
キ
ュ
ビ
ス
ム
的
手
法
に
よ
る
作
品
で
あ
る
（
わ
が

国
に
お
け
る
オ
シ
ッ
プ
・

ザ
ッ
キ
ン
の
彫
刻
作
品
の
受
容、

そ
の
動
向
の
中
で
考
察
を
行
う
こ
と
も
可
能
か
も
知
れ
な

い）
。

こ
の
よ
う
な
表
現
は
一

九
五
0
年
代
初
頭
の
日
本
に

あ
っ
て
は
新
し
い
傾
向
の
範
疇
に
あ
る
上、

そ
れ
を
大
学
に

入
学
し
て
二

年
目
の
学
生
が
手
掛
け
る
と
い
う
こ
と
自
体、

従
来
の
美
術
学
校
で
は
想
像
で
き
な
か
っ
た。

ま
た、

彫
刻

の
材
料
と
し
て
セ
メ
ン
ト
が
用
い
ら
れ
て
い
る
作
例
と
し
て

も
初
期
に
属
す
る（
註
9
)。

本
作
品
を
制
作
し
た
直
接
の
状
況
に
つ
い
て
は
橋
本
自
ら

の
回
想
「
京
都
美
大
に
お
け
る
セ
メ
ン
ト
彫
刻
と
私」

が
あ

る。

こ
の
回
想
に
は
彫
刻
科
の
教
官
だ
っ
た
堀
内
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
が、

素
材
で
あ
る
セ
メ
ン
ト
を

用
い
た
点
に
記
述
の
重
点
が
置
か
れ
て
お
り、

造
形
上
の
発

想
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。

た
だ
し、

堀
内
の
《
横

た
わ
る
（
横
の
作
品）
》
（
一

九
五
二
）

に
つ
い
て
「
先
生
の
作

業
を
拝
見
す
る
機
会
も
あ
り、

色
々
と
刺
激
を
受
け
ま
し

た
」（
註
10
)

と
記
さ
れ
て
い
る。

堀
内
の
こ
の
作
品
は
一

九
五

二
年一
二
月
に
大
丸
（
京
都）
で
開
催
さ
れ
た一
一
科
京
都
作
家
展

で
発
表
し
て
い
る
た
め、

制
作
時
期
は
橋
本
の
作
品
と
重
な

っ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る。

本
稿
準
備
中
に
堀
内
の
こ

の
作
品
に
つ
い
て
実
見
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
が、

作
品
写
真
で
確
認
す
る
限
り、

後
述
す
る
彼
の
同

時
期
の
作
品
《
海
辺
》
(
-

九
五
一

千
葉
市
美
術
館
蔵
；
註

11
)

と
同
様、

横
た
わ
る
人
体
の
各
部
を
簡
略・
抽
象
化
さ
せ

た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
判
る。

こ
こ
で、

橋
本
を
大
学
で
指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
辻
と

堀
内、

ふ
た
り
の
一

九
五
0
年
代
初
期
に
到
る
ま
で
の
あ
ゆ
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続
い
て、

堀
内
の
回
想
か
ら。

て」
•

原
文
の
ま
ま
：社
13

)

み
を
簡
単
に
た
ど
る。

橋
本
が
入
学
し
た
京
都
市
立
美
術
大
学
は
京
都
市
立
美
術

専
門
学
校
を
甚
礎
と
し
て
一

九
五
0
年
に
開
学
し
た
ば
か
り

だ
っ
た。

辻
は
四
九
年
に
討
門
学
校
教
授
に
就
任
し
て
い
た

が、

大
学
開
学
に
伴
い
大
学
の
助
教
授
を
兼
任、

堀
内
は
五

0
年
に
専
門
学
校
教
授
兼
大
学
講
師
に
就
任
し
て
い
た。

辻

が
京
都
で
教
鞭
を
執
る
契
機
は、

本
人
に
よ
れ
ば
菊
池
一

雄

（
一

九
0
八
—
八
五）
の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
あ
り、

堀
内
は

辻
の
推
薦
だ
っ
た。
―
一
人
は
一

九
三
一

年
頃
か
ら
交
流
が
あ

り、

橋
本
が
大
学
に
人
学
し
た
当
時、

彼
ら
は
自
分
た
ち
の

考
え
る
彫
刻
教
授
法
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
註
12
)。

辻
の
回
想
か
ら
引
用
す
る。

学
校
は
新
制
の
大
学
に
な
っ
た
の
だ
か
ら、

昔
風
な

美
術
教
育
を
一

新
し
た
い
と
私
は
考
へ
た。

抽
象
的
な

形
体
の
構
成
と、

木
や
石
や
金
属
そ
の
他
の
実
在
を
使

っ
て
彫
刻
を
教
へ
る
こ
と
に
し
た
い。

た
だ
こ
れ
は
大

変
骨
の
折
れ
る
事
だ
が、

や
り
甲
斐
の
あ
る
こ
と
だ
と

思
ふ。

だ
か
ら
こ
れ
を
や
ら
う。

と
堀
内
に
私
の
考
へ

を
話
し
た。

彼
も
賛
成
だ
と
い
ふ
の
で、

そ
こ
で
始
め

た
こ
と
だ
っ
た。

…
…
（
辻
晉
堂
「
堀
内
正
和
に
つ
い

実
技
の
ほ
う
で
は、

着
任
し
て
三
年
目
（
一

九
五
三）

に、

そ
れ
ま
で
の
自
然
観
察
・

人
体
写
生
を
基
本
と
す

る
教
授
法
を
改
め、

単
純
な
幾
何
学
形
の
組
み
立
て
練

習
か
ら
出
発
す
る
新
し
い
教
授
法
に
切
り
替
え
ま
し

た。

最
初
に
針
金
で
水
平
・
垂
直
の
直
線
が
直
角
に
折

れ
直
角
に
交
わ
る
構
成
練
習
を
行
い、

次
に
平
面
構

成、

次
に
円
筒
・
円
錐
・
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
な
ど
の
曲
面

構
成、

そ
れ
か
ら
幾
何
学
的
立
体
構
成、

こ
れ
を
一

年

間
行
い、

二
年
に
な
る
と
自
然
形
態
の
観
察、

モ
デ
ル

を
見
て
こ
れ
を
写
す
訓
練、

三
年
目
は
今
ま
で
学
ん
で

き
た
形
体
を
鉄
・

木
・
石
な
ど
の
実
材
で
作
り
出
す
練

習、

そ
し
て
四
年
で
は
自
由
な
発
想
に
よ
る
個
人
的
創

作
と
い
う
順
序
の
教
授
法
で
す。
（
堀
内
正
和
「
形
に

出
会
い
た
い」
：

翡）

こ
の
よ
う
な
教
授
法
に
は、
一

九――-
0
年
代
に
辻
と
堀
内

が
知
り
合
っ
た
頃
の、

彼
ら
の
彫
刻
研
究
の
体
験
が
反
映
し

て
い
る。

一

九
三
三
年
の
第
二
0
回
再
興
日
本
美
術
院
展
に
彫
刻
作

品
《
千
家
元
麿
氏
像》

が
初
入
選
し
た
辻
は、

三
五
年
に
新

海
竹
蔵
（
一

八
九
七
—
一

九
六
八）
の
推
薦
に
よ
っ
て
日
本
美

術
院
研
究
所
に
入
所
し
た。

し
か
し、
「
モ
デ
ル
を
見
て
粘

上
で
そ
の
形
を
嵩
す
こ
と
を
績
け
て
ゐ
る
う
ち
に、

モ
デ
ル

を
宮
す
こ
と
が
ど
う
し
て
い
ち
ば
ん
よ
い
勉
強
の
方
法
だ
と

云
へ
る
の
か、

そ
し
て
モ
デ
ル
に
た
よ
ら
な
い
で、

イ
メ
ー

ジ
に
よ
っ
て
作
る
こ
と
が
何
故
い
け
な
い
の
か。

と
い
ふ
疑

問」
（
辻・
原
文
の
ま
ま
；
註
15

)

か
ら
独
自
の
彫
刻
研
究
に
乗
り

出
し、
《
婦
人
像》
(
-

九
三
九）
や
《
村
の
男》(
-

九
四
一
）

な
ど
の、
「
作
品」

と
し
て
は
具
体
的
で
あ
り
な
が
ら
「
も

の」

の
構
造
性
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
木
彫
の
作
品
群
を
手
掛

け
る
に
到
っ
た。

一

方、

堀
内
は
青
山
学
院
中
等
部
在
学
中
の
一

0
代
半
ば

か
ら
村
山
知
義(
-

九
0
1

-
七
七）
の
『
構
成
派
研
究』
（
一

九
二
六）
な
ど
を
愛
読
し
て
お
り、

そ
の
出
発
点
か
ら
抽
象

的
表
現
に
対
す
る
関
心
が
強
か
っ
た。
一

九
二
九
年
に
入
塾

し
た一
一
科
会
の
研
究
所・
番
衆
技
塾
で
は、

藤
川
勇
造(
-

八

八
三
ー
一

九―
二
五）
の
「
モ
デ
ル
を
凝
視
し
そ
の
形
姿
を
忠

実
に
写
す」
（
堀
内）
指
導
に
あ
き
た
ら
ず、
「
人
体
の
微
細
な

凹
凸
を
省
略
し
て
大
き
な
平
滑
面
に
し
た
り、

あ
る
部
分
の

動
勢
を
強
調
す
る
た
め
に
そ
こ
だ
け
長
く
伸
ば
し
た
り」

し

て
い
た
（
同
：
註
16

)。

こ
の
点、

辻
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る。

堀
内
の
回
想
か
ら
引
用
し
た
新
し
い
美
術
大
学
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
再
び
参
照
す
る
と、

辻
と
堀
内
の
こ
の
よ
う
な一―1
0

年
代
の
体
験
や
制
作
上
の
関
心
と
い
っ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま

反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
し、

そ
し
て
ま
た、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
中
の
彼
ら
自
身
が
そ
の
関
心
の
延
長
線

上
で
制
作
を
続
け
て
い
た。

さ
き
に、

辻
の
「
モ
デ
ル
に
た
よ
ら
な
い
で、

イ
メ
ー
ジ

に
よ
っ
て
作」
っ
た
一

九――-
0
年
代
後
半
の
作
例
と
し
て
ニ

点
の
木
彫
を
挙
げ
た
が、

戦
争
を
挟
ん
で
五
五
年
ま
で
の
人

24 



体
像
の
展
開
で
は、

具
体
的
に
は
《
坐
像
》
（
一

九
五
二

豊

田
市
美
術
館
蔵）

に
見
ら
れ
る
通
り、

人
体
像
と
い
う
形
状

に
踏
み
と
ど
ま
り
な
が
ら、

作
者
の
関
心
は
明
ら
か
に
対
象

（
モ
デ
ル）

の
再
現
な
ど
で
は
な
く
（
こ
の
作
品
で
は、

作
者

が
モ
デ
ル
を
用
い
た
こ
と
も
疑
わ
し
い
）
、

彫
刻
そ
の
も
の

を
成
立
さ
せ
る
三
次
元
の
幾
何
学
的
な
構
成
に
あ
る
こ
と
が

表
明
さ
れ
て
い
る。

辻
と
堀
内
は
こ
の
志
向
に
関
し
て
も
共

有
す
る
部
分
が
大
き
か
っ
た。

堀
内
の
場
合
は
辻
と
比
較
す

る
と
健
康
疾
患
や
戦
争
（
と、

そ
れ
に
関
わ
る
美
術）
に
対
す

る
嫌
悪
に
端
を
発
す
る
制
作
中
断
な
ど、

断
片
的
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
が、

五
一

年
頃
ま
で
の
作
品
を
辿
る
な
ら
ば、

《
C
u
bi》

や
《
壺
》
（
共
に
一

九
四
九）
、

あ
る
い
は
《
海
辺
》

な
ど、

辻
の
作
品
と
同
内
容、

同
じ
造
形
思
考
に
あ
る
も
の

が
当
時
の
代
表
的
作
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る。

辻
と
堀
内
が
自
ら
の
あ
ゆ
み
の
中
か
ら
導
き
出
し、

大
学

で
実
践
し
よ
う
と
し
た
方
法
論
を
要
約
す
れ
ば、

対
象
（
こ

こ
で
は
モ
デ
ル
11
人
体
を
念
頭
に
置
く）

の
観
察
か
ら
内
部

の
構
造
を
撮
み
取
ろ
う
と
す
る
ロ
ダ
ニ
ス
ム
の
方
法
論
に
対

す
る
反
撥
で
あ
り、

逆
に
内
側
（
構
造）
の
理
解
を
優
先
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
（
も
っ
と
も
私
見
で
は、

辻
た
ち
の

反
撥
は
ロ
ダ
ニ
ス
ム
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
た
と
い
う
よ
り

も、

む
し
ろ
こ
の
思
考
が
日
本
に
導
入
さ
れ
て
変
質
し
た、

視
覚
的
再
現
性
と
主
観
的
写
実
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
た
表
現

へ
の
反
撥、

そ
し
て
変
質
・

硬
直
化
し
た
造
形
思
考
を
無
自

覚
な
ま
ま
に
唱
え
る
風
潮
へ
の
個
人
的
な
嫌
悪
だ
っ
た
と
考

前
述
の
如
く
モ
デ
ル
を
置
い
て
塑
像
の
み
に
明
葬
れ

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が）
。

面
の
平
滑
な
処
理
と
大
胆
な
デ

フ
ォ
ル
メ、

そ
し
て
内
部
か
ら
像
を
支
え
て
い
る
で
あ
ろ
う

構
造
に
着
目
し
た
橋
本
の
《
ト
ル
ソ
》

は、

ま
さ
に
こ
の
よ

う
な
辻
11
堀
内
の
制
作
と
思
考
に
導
か
れ
た
作
品
だ
っ
た
と

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る。

橋
本
と
同
時
期
に

辻
と
堀
内
の
指
導
を
受
け
（
橋
本
の
先

輩
に
当
た
る）
、

後
に
自
ら
も
同
じ
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た

山
崎
脩
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る。

デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
人
体
や、

人
体
か
ら
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
た
形
体
を
二
人
の
師
が
モ
デ
ル
な
し
に

制
作
す
る

か
た
わ
ら
で、

よ
う
や
く
モ
デ
ル
あ
り
で
何
と
か
形
体

に
な
っ
て
い
た
吾
々
は、

は
ぐ
ら
か
さ
れ
た
よ
う
な
思

い
で
眺
め
て
い
た
も
の
だ。

辻
先
生
の
た
ゆ
ま
な
い
実

践
と、

堀
内
先
生
の
淡
々
と
し
た
論
理
と
が
う
ま
く
噛

合
っ
て、

私
が
専
攻
科
を
終
了
し
て
助
手
と
し
て
残
る

頃、

所
謂
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
ら
し
い
表
が
学
生
の
前
に
提

示
さ
れ
た。

…
…
（
山
崎
脩
「
彫
刻
科
史
略
考」
：
註
17
)

こ
の
一

節
か
ら
も、

当
時
の
彫
刻
教
育
の
中
で
モ
デ
ル
な

し
で
制
作
す
る
こ
と
が
い
か
に
目
新
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
か

が
う
か
が
わ
れ
る。

山
崎
は
続
け
て、

堀
内
の
回
想
に
記
さ

れ
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
記
し
て
い
る。

し
て
い
た
当
時
の
日
本
の
美
術
学
校
彫
刻
科
に
お
い

て、

こ
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
占
め
た
位
置
は
特
記
に
価

す
る。
一

回
生
は
入
学
当
初
か
ら
堀
内
先
生
の
指
導
に

よ
り
一

年
間
に
わ
た
り
幾
何
学
形
態
の
構
成
訓
練
を
重

ね
た
が、

思
考
型
の
学
生
に
は、

つ
き
な
い
喜
び
の
発

見
に
つ
な
が
っ
た
で
あ
ろ
う
が、

直
情
型
の
学
生
に

は、

こ
の
上
な
い
苦
痛
で
あ
っ
た
よ
う
だ。

…
…
（
山

橋
本
は、

こ
の
「
思
考
型」

学
生
の
典
型
と
い
え
る。

彼

の
《
ト
ル
ソ
》

の
制
作
年
を
考
え
れ
ば、

さ
き
に
引
用
し
た

堀
内
の
回
想
に
見
ら
れ
る
「
着
任
し
て
三
年
目
(
-

九
五――-)

に、

そ
れ
ま
で
の
自
然
観
察
・

人
体
写
生
を
碁
本
と
す
る
教

授
法」

を
教
師
の
側
が
新
し
い
教
授
法
（
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
）

に
改
め
よ
う
と
す
る
以
前
か
ら、
「
思
考
塑」

学
生
た
ち
は

辻
11
堀
内
の
新
鮮
な
造
形
思
考
を
摂
取
し
よ
う
と
懸
命
に
な

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る。

と
こ
ろ
で、
《
ト
ル
ソ
》

に
現
れ
て
い
る
問
題、

つ
ま
り

全
体
性
に
関
す
る
考
察
の
乏
し
さ
に
つ
い
て
検
討
す
れ
ば、

原
因
は
人
体
の
構
成
の
観
察
が
未
熟
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し

て
い
る。

作
者
自
身
の
責
任
は
当
然
と
し
て
も、

こ
の
問
題

も
や
は
り
指
導
し
た
辻
11
堀
内
の
造
形
思
考
（
と
指
導
法）

に
由
来
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か。

「
モ
デ
ル
に
た
よ
ら
な
い
で、

イ
メ
ー
ジ
に
」

よ
る
彫
刻

制
作
を
志
向
し
た
辻
た
ち
の
発
想
が、

実
は
モ
デ
ル
を
前
に

崎
前
掲
文
；
註
18

)
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橋
本
正
司
が
京
都
市
立
美
術
大
学
で
学
ん
で
い
た
期
間

は、
一

九
五
一

年
か
ら
五
五
年
ま
で
の
間
で
あ
る。

大
学
在
学
中
の
橋
本
が、

師
と
な
っ
た
辻
晉
堂
と
堀
内
正

和
の
ふ
た
り
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た
こ
と
は、

前
項
で
見

た
《
ト
ル
ソ
》

成
立
の
背
景
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が、

現
存

す
る
作
品
や
資
料
を
基
に
す
る
と、

造
形
表
現
の
上
で
は
辻

よ
り
も
堀
内
に
近
し
い
作
品
が
多
く
見
ら
れ
る。

具
体
的
に

は、

橋
本
が
一

九
五
四
年
三
月
の
第
三
回
関
西
総
合
美
術
展

に
出
品
し
第
二
席
を
受
賞
し
た
《
か
た
ち
（
非
合）
》

は
そ
の

形
状
か
ら、

堀
内
の
《
海
の
花
》

と
《
作
品
》
（
共
に
一

九
五

二
）
に
触
発
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

し
か
し、

両
者
の
作
品
が
共
通
す
る
点
は
外
見
だ
け
で
あ

る。

堀
内
の
作
品
が
ど
ち
ら
も
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
を
一

本
の
軸

4 し
た
制
作
の
中
か
ら
考
え
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う

に、

本
作
品
の
問
題
点
は
皮
肉
に
も
モ
デ
ル
（
対
象）
を
前
に

し
て、

観
察

分
析

再
構
築
の
思
考
訓
練
を
充
分
に
行
っ

て
い
れ
ば
回
避
で
き
る
可
能
性
が
あ
っ
た。

自
ら
の
造
形
思

考
を
新
設
の
大
学
で
実
践
し
よ
う
と
す
る
教
師
と、

新
し
い

表
現
を
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
試
み
よ
う
と
す
る
学
生
の

若

者
ら
し
い

性
急
さ
が
重
な
り
合
い、

問
題
を
抱
え
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か（
註
19
)。

そ
の
意
味
で
も
本
作
品
は、

京
都
市
立
美
術
大
学
彫
刻
科
の
揺
藍
期
を
象
徴
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
作
品
と
な
っ
て
い
る（
註
20
)。

で
支
え
る
と
い
う
成
り
立
ち
に
還
元
さ
れ
得
る
性
格
で
あ
る

こ
と
に
対
し、

橋
本
の
作
品
は
師
の
よ
う
な
幾
何
学
が
持
つ

明
晰
さ
よ
り
も、

強
調
さ
れ
た
面

植
物
の
葉
の
よ
う

な

の
存
在
感
で
成
立
し
て
お
り、
《
ト
ル
ソ
》

に
も
現

れ
て
い
た、

曲
面
が
持
つ
有
機
性
に
関
心
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る。

こ
の
点、

大
学
入
学
直
後
に
堀
内

か
ら
彼
の
《
海
辺
》

制
作
を
通
し
て
学
ん
だ、
「
粘
土
を
使

わ
な
い
じ
か
付
け
の
技
法」（
註
包

が
役
立
つ
こ
と
に
な
っ

た。

針
金
で
芯
を
組
み、

石
膏
を
付
け
る
技
法
は、

制
作
過

程
で
微
妙
な
カ
ー
ヴ
の
表
現
が
可
能
で
あ
り、

そ
れ
は
自
ら

の
イ
メ
ー
ジ
の
三
次
元
的
な
再
現
で
は
な
く、

制
作
す
る
過

程
で
生
成
す
る
「
も
の
／
作
品」

そ
の
も
の
が
持
つ
イ
メ
ー

ジ
と
の
対
話
が
型
を
用
い
る
場
合
よ
り
も
は
る
か
に
自
由
度

が
増
す
か
ら
で
あ
る。

こ
の
橋
本
の
有
機
的
な
る
も
の
へ
の
関
心
は、

当
時
摂
取

し
て
い
た
造
形
思
考
が
大
学
を
通
し
て
学
ん
だ
も
の
の
他

に、

も
う
ひ
と
つ
の
要
素
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る。

そ
れ
は、

植
木
茂
（
一

九
―
―――
—
八
四）
の
作
品
で

あ
る。

植
木
は
一

九
五
0
年
に
自
由
美
術
家
協
会
を
退
会

し、

や
は
り
共
に
退
会
し
た
矢
橋
六
郎
(
-

九
0
五
ー
八

八）
、

村
井
正
誠
(
-

九
0
五
—
九
九）
、

山
口
薫
(
-

九
0
七

ー
六
八）
、

中
村
員
(
-

九
一

四
ー
六
九）
た
ち
と
同
年
モ
ダ

ン
ア
ー
ト
協
会
を
創
立。

協
会
結
成
の
翌
年
で
あ
る
五
一

年

に
は
下
関
か
ら
大
阪
に
移
住
し
て
い
た。

植
木
は
一

九
三
五
年
に
彫
刻
の
制
作
を
決
心
し、

独
学
の

）
の
当
時
の
植
木
の
位
置
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は、

期
間
を
経
て
三
七
年
の
第
一

回
自
由
美
術
家
協
会
展
に
は
早

く
も
抽
象
的
表
現
に
よ
る
作
品
を
発
表
し
て
い
た。

正
式
な

美
術
教
育
を
受
け
た
経
験
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
植
木
は、

自
ら
海
外
の
情
報
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
、

有
機
的
フ
ォ
ル
ム

を
志
向
し
た
作
品
と
構
成
主
義
的
傾
向
の
作
品
と
い
う一
一
系

統
の
作
品
を
創
り
上
げ、
一―-
0
年
代
後
半
に
は
前
者
に
自
ら

の
造
形
を
絞
る
よ
う
に
な
っ
た。

彼
の
造
形
は
抽
象
的
な
表

現
で
あ
っ
て
も、

堀
内
の
よ
う
な
三
次
元
に
お
け
る
空
間
の

幾
何
学
的
な
考
察
を
造
形
へ
と
結
び
つ
け
る
手
法
で
は
な

く、

専
ら
素
材
と
の
対
話
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
機
的

な
フ
ォ
ル
ム
を
獲
得
す
る
制
作
手
法
を
独
自
に
編
み
出
し
て

い
た
（
註
22
)。

前
述
の
橋
本
が
制
作
し
た
《
か
た
ち
（
非
合）
》

は
一

見
堀
内
的
な
形
態
を
示
し
な
が
ら、

制
作
手
法
の
点
で

は
こ
の
植
木
の
立
場
に
拠
っ
て
い
る。

橋
本
自
ら
が
編
ん
だ
「
橋
本
正
司
全
彫
刻
目
録

一

九
五

一

ー
ニ
0
0
三」
（
以
下、
「
作
品
目
録」

と
略
記）

に
は、

《
か
た
ち
（
非
合）
》

に
類
す
る
作
品
が
一

九
五
四
年
を
中
心

と
し
た――一
年
間
に
全
七
点
掲
載
さ
れ
て
い
る（
註
23
)。

そ
れ
ら

は
堀
内
的
造
形
で
は
な
く、

む
し
ろ
植
木
作
品
と
の
親
和
性

を
強
く
感
じ
さ
せ
る。

そ
の
中
の
一

点、
《
作
品
》
（
一

九
五

四）

な
ど
は、

緩
や
か
に
削
り
出
さ
れ
た
ボ
デ
ィ
に
大
き
な

穴
を
穿
つ
と
い
う、

植
木
が
五
0
年
代
後
半
に
な
っ
て
自
作

の
最
も
大
き
な
特
徴
と
し
た
表
現
を
先
駆
け
て
見
る
こ
と
す

ら
で
き
る。
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一

九
五
0
年
代
の
京
阪
神
地
域
に
あ
っ
て
新
し
い
造
形
表
現

を
志
向
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
束
ね
た
現
代
美
術
懇
談
会

（
略
称
・

ゲ
ン
ビ、

以
下
本
稿
で
も
略
称
を
使
用）
と
彼
の
関

わ
り
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
が、

理
解
の
一

助
と
な
る。

ゲ
ン
ビ
は、
一

九
五一
一
年
―
一

月、

吉
原
治
良
(
-

九
0

五
ー
七
二
）
、

須
田
剋
太
(
-

九
0
六
ー
九
0)
、

山
崎
隆
夫

（
一

九
0
五
ー
九
一
）
、

田
中
健―――
（
一

九
一

八
生）

そ
し
て

植
木
と
中
村
の
六
人
の
連
名
で
懇
談
会
発
足
の
呼
び
か
け
が

京
阪
神
の
関
係
者
た
ち
に
送
ら
れ
て
発
足
し
た。

事
務
所
は

植
木
の
自
宅
気
付
で
あ
る。

こ
の
案
内
状
の
冒
頭、
「
今
回

同
じ
エ
ス
プ
リ
を
も
つ
て
新
し
い
造
型
を
志
す
人
々
が、

各

圃
体
を
考
え
ず
に、

自
由
な
個
人
の
立
場
か
ら
お
互
に
忌
憚

な
く
語
り
合
う
会
を
つ
く
る
事
に
な
り
ま
し
た」
（
原
文
の
ま

ま
こ
註
24
)

と
あ
る
通
り、
「
同
じ
エ
ス
プ
リ」

11
抽
象
的
表

現
へ
の
志
向
を
軸
に、

絵
画
・

彫
刻
だ
け
で
は
な
く
デ
ザ
イ

ン
・

陶
•

い
け
ば
な
・

書
な
ど
多
方
面
の
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た

る
表
現
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
懇
談
会
に
参
加
し、

五―
―

年
の
暮
か
ら
五
七
年
の
夏
に
か
け
て、

四
0
回
以
上
の
例
会

（
研
究
会）

が
開
か
れ
た
（
註
25
)。

例
会
に
は
そ
の
都
度
ト
ピ
ッ

ク
が
選
ば
れ
て
お
り、

橋
本
と
の
関
係
で
は
五
三
年
九
月
に

八
木
一

夫
が
「
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
と
前
衛
陶
芸」

と
い
う
演
題

で
講
師
を
務
め
て
い
る
他、

堀
内
が
懇
談
会
を
き
っ
か
け
に

開
催
さ
れ
た
ゲ
ン
ビ
展
の
第
一

回
（
一

九
五
三）

と
第
四
回

（
一

九
五
六）
に
出
品
し
て
い
る。

下
関
か
ら
大
阪
に
転
居
し
た
ば
か
り
の
植
木
が、

い
き
な

り
ゲ
ン
ビ
の
中
核
的
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由

は、
一

九――-
0
年
代
の
自
山
美
術
家
協
会
か
ら
モ
ダ
ン
ア
ー

ト
協
会
結
成
を
共
に
し
た
大
阪
出
身
の
中
村
の
誘
い
が
あ
っ

た
こ
と
や、

自
ら
が
彫
刻
家
と
な
っ
た
機
縁
が
関
西
と
も
縁

が
深
か
っ
た
長
谷
川
三
郎
(
-

九
0
六
ー
五
七）
と
の
交
流
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
な
ど、

い
く
つ
か
推
測
で
き
る。

し

か
し
何
よ
り
も
日
本
国
内
で一―
1

0

年
代
か
ら
抽
象（
な
い
し

は
非
形
象）
的
表
現
を
手
掛
け
た
経
験
を
持
つ
、

数
少
な
い

彫
刻
家
だ
っ
た
こ
と
が
最
も
大
き
い（
註
26
)。

一

九
五
0
年
代
前
半、

辻
と
堀
内
は
前
項
に
記
し
た
通

り、

自
分
た
ち
の
メ
ソ
ッ
ド
を
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
せ
た
ば

か
り
だ
っ
た。

そ
し
て、

五
0
年
に
建
畠
覚
造
(
-

九
一

九

ー
ニ
0
0
六）

の
誘
い
で
行
動
美
術
協
会
彫
刻
部
に
参
加
す

る
大
阪
の
今
村
輝
久
(
-

九
一

八
ー
ニ
0
0
四）
が
「
半
具
象

的
な
形
態
か
ら
非
形
象
的
な
も
の
へ
と
移
行
し、

し
ば
ら
く

模
索
が
続
い
た」（
註

包

時
期
は
五
六
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

り、

今
村
に
数
年
遅
れ
て
同
じ
団
体
に
参
加
し
た
京
都
の
野

崎
一

良
(
-

九
ニ―云一
生）
も
事
情
は
今
村
と
変
わ
ら
な
い
。

更

に、

四
六
年
か
ら
大
阪
市
立
美
術
館
内
に
開
設
さ
れ
た
大
阪

美
術
研
究
所
の
彫
刻
部
で
は
院
展
彫
刻
部
に
参
加
し
て
い
た

保
田
龍
門
(
-

八
九
―

|
―

九
六
五）

が
指
導
し
て
い
た
が、

後
に
堀
内
と
同
年
に
同
じ
鉄
を
素
材
と
し
て
用
い
な
が
ら
全

く
異
な
る
タ
イ
プ
の
彫
刻
を
制
作
す
る
こ
と
に
な
る
村
岡
三

郎
（
一

九一
一
八
生）
は
こ
の
研
究
所
を
五
0
年
に
修
了
し
た
ば

か
り
で
あ
り、

山
口
牧
生
(
-

九
二
七
ー
ニ
0

0

1

)

の
入
所

は
翌
五
一

年
で
あ
る。

後
に、

現
代
彫
刻
の
一

大
拠
点
と
し

て
多
く
の
作
家
た
ち
が
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
京
阪
神
も、

五
0
年
代
は
ま
だ
そ
の
途
上
に
あ
っ
た。

転
居
し
た
ば
か
り

と
は
い
え、

植
木
と
い
う
抽
象
的
な
表
現
を
彫
刻
に
結
実
さ

せ
る
作
家
が、

こ
の
時
期
大
阪
に
住
ん
で
い
た
こ
と
の
意
味

は
現
在
の
私
た
ち
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
の
で
は

な
い
か。

橋
本
が
学
外
で
参
考
に
し
た
存
在
が
彼
で
あ
っ
た

こ
と
は、

当
時
と
す
れ
ば
ご
く
自
然
な
こ
と
だ
っ
た（
註
28
)

0

植
木
が
集
団
の
中
核
的
存
在
と
し
て
設
立
の
当
初
よ
り
関

わ
っ
て
い
た
ゲ
ン
ビ
は、
一

九
五
0
年
代
に
計
五
回
の
展
覧

会
を
開
催
し
て
い
る。

そ
の
た
め、

現
在
で
も
展
覧
会
開
催

を
当
初
か
ら
の
目
的
と
し
た
集
団
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
解

さ
れ
が
ち
で
あ
る
が、

実
体
は
前
項
に
記
し
た
と
お
り、

新

し
い
造
形
に
つ
い
て
の
情
報
の
交
換
・

討
議
の
場
で
あ
り、

そ
の
な
か
か
ら
展
覧
会
開
催
の
機
運
が
生
ま
れ
た。

一

九
四
五
年
以
降、

京
阪
神
で
は
こ
の
よ
う
な
「
場」

が

さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
生
ま
れ
て
い
る。

こ
れ
は、

G
H
Q

の
覚
書
に
よ
っ
て
治
安
維
持
法
が
廃
止
（
一

九
四
五）

さ
れ、

集
会
・

結
社
・

思
想
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
が
関
わ
っ

て
い
る。

敗
戦
直
後
に
は
「
文
化
国
家」

と
し
て
の
再
生
を

語
り
合
う
場
と
い
う
性
格
が
見
ら
れ
る
が、

時
間
の
経
過
に

伴
っ
て、

旧
官
展
の
復
活
に
抗
議
す
る
場、

さ
ら
に
は
ゲ
ン

ビ
の
よ
う
に
新
し
い
造
形
表
現
を
語
り
合
う
場、

と
い
う
性

格
な
ど
に
変
化
・

展
開
し
て
い
っ
た。

「
場」

は、

特
定
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
集
団
が
形
成
す
る

27 



パ
タ
ー
ン
と、

そ
れ
と
は
逆
に
「
場」

の
中
か
ら
集
団
が
発

生
す
る
パ
タ
ー
ン
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る。

た
と
え
ば、

ゲ

ン
ビ
は
前
者
で
あ
り、

ゲ
ン
ビ
が
母
胎
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た

具
体
美
術
家
協
会
(
-

九
五
四
年
結
成）

は
後
者
に
該
当
す

る。
当
時
の
京
阪
神
の
芸
術
（
こ
こ
で
は
造
形）
集
団
の
特
徴
と

し
て
目
立
つ
点
は、

特
定
の
表
現
分
野
（
絵
画、

書、

陶
芸

等）
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
と
し
て
も、

多
か
れ
少
な
か
れ
ゲ

ン
ビ
的
な
性
格、

異
な
っ
た
分
野
と
の
交
流
を
図
っ
て
い

た。

こ
れ
は
展
覧
会
で
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た

り、

あ
る
い
は
メ
ン
バ
ー
以
外
も
参
加
可
能
な
勉
強
会
と
い

っ
た
か
た
ち
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
て
い
っ
た。

集
団
が

「
場」

を
形
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

こ
の
こ
と
は
組

織
と
し
て
の
集
団
の
周
囲
に、

緩
や
か
な
緩
衝
帯
と
し
て
の

「
場」

を
設
け
る
こ
と
で
あ
り、

こ
の
緩
衝
帯
同
士
が
人
間

の
往
来
に
よ
っ
て
結
び
つ
き、

個
々
の
集
団
が
点
と
し
て
存

在
せ
ず、

相
互
に
結
び
つ
い
て
い
た。

陶
芸
家
・

宇
野
三
吾

（
一

九
0-
―
—
八
八）

を
中
心
と
し
て
一

九
四
七
年
に
結
成
さ

れ
た
四
耕
会
も
そ
の
よ
う
な
集
ま
り
の
ひ
と
つ
だ
っ
た。

橋

本
が
ゲ
ン
ビ
の
展
覧
会
に
出
品
し
た
き
っ
か
け
は、

こ
の
会

の
勉
強
会
に
出
席
し
た
際
に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る。

橋
本
が
ゲ
ン
ビ
の
展
覧
会
に
出
品
し
た
記
録
は
一

九
五
四

年
の
秋
か
ら
暮
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
第
二
回
展
（
註
29
)

の

一

度
限
り
で
あ
り、

本
人
の
記
憶
に
よ
れ
ば
例
会
へ
の
出
席

は
二
度
だ
け
だ
っ
た
と
い
う。

こ
れ
は
正
式
な
事
柄
に
限
っ

A
群
…
木
や
石
膏
を
素
材
と
し
た
作
品
で、

植
木
茂
的

て
の
こ
と
で
あ
っ
て、

実
際
の
と
こ
ろ
関
係
者
た
ち
と
の
交

流
は
盛
ん
だ
っ
た。

こ
の
年
の
初
夏
（
五
月
あ
る
い
は
六

月）
、

当
時
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会
に
参
加
し
て
い
た
流
政
之

（
一

九
ニ――一
生）
に
伴
わ
れ、

橋
本
は
初
め
て
植
木
茂
を
ア
ト

リ
エ
に
訪
問
し
て
い
る。

橋
本
は
一

九
五
四
年
当
時、

ま
だ
大
学
の
三
回
—
四
回
生

（
二
0
|-
―
―

歳）

で
あ
る。

そ
の
数
ヶ
月
前
の
二
月
に
東
京

都
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会
展
に

《
作
品
》
（
現
存
せ
ず）

を
初
出
品
し
て
い
る。

こ
れ
は
四
回

生
に
な
ら
な
い
と
各
団
体
展
に
出
品
し
て
は
な
ら
な
い
、

と

い
う
大
学
の
内
規
を
犯
し
て
の
出
品
だ
っ
た。

当
館
が
現
在
所
蔵
し
て
い
る
橋
本
正
司
の
彫
刻
作
品
は
冒

頭
に
記
し
た
と
お
り、
一

九
五――一
年
は
じ
め
頃
に
制
作
さ
れ

た
前
述
の
《
ト
ル
ソ
》

と、

翌
五
四
年
に
制
作
さ
れ
た
《
か

た
ち
》

お
よ
び
《
作
品
》

の一
二
点
で
あ
る。

五
四
年
の
二
点

に
つ
い
て
前
出
の
「
作
品
目
録」

で
は
《
作
品
》

が
先
（
作

品
番
号
0
0
九）
に、
《
か
た
ち
》

が
後
（
同
0
1
―
-
)
に
配
列

さ
れ
て
い
る
が、

こ
れ
は
時
系
列
の
順
番
で
見
る
と
逆
で、

制
作
が
早
か
っ
た
作
品
は
後
者
で
あ
る。

な
お、
「
作
品
目
録」

に
は
一

九
五
四
年
制
作
の
作
品
は

九
点
掲
載
さ
れ
て
お
り、

そ
の
内
訳
は、

（
一

部、

堀
内
正
和
的）

な
フ
ォ
ル
ム
を
有
し
た
も
の

と
な
っ

て
い
る（
註
30
)。

当
館
の
《
か
た
ち
》

は
C
群、
《
作

品
》

は
B
群
に
属
す
る。

《
か
た
ち
》

は、

鉄
棒
を
熔
接
し
て
制
作
さ
れ
た
抽
象
的

な
彫
刻
で
あ
る。

熔
接
に
つ
い
て
は、

技
術
と
経
験
が
な
か

っ
た
橋
本
が
手
掛
け
る
に
は
無
理
が
あ
っ
た。

彼
は、

当
時

既
に
鉄
棒
を
熔
接
し
た
立
体
の
制
作
を
試
み
て
い
た
流
政
之

（
彼
が
こ
の
よ
う
な
制
作
を
行
っ
て
い
た
背
景
に
は、

植
木

茂
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る）
か
ら
京
都
市
内

で
展
示
器
具
の
制
作
を
し
て
い
た
鋒
山
製
作
所
の
鋒
山
弘

（
生
歿
年
未
確
認）

を
紹
介
さ
れ、

制
作
は
鋒
山
が
行
っ
た。

こ
れ
は
橋
本
が一
二
回
生
修
了
直
後、
一

九
五
四
年――一
月
の
こ

と
だ
っ
た。

鋒
山
は、

五
四
年
以
降
の
堀
内
作
品
の
数
多
く

を
実
際
に
制
作
し
た
人
物
で
も
あ
る。

一

九
五
四
年、

堀
内
正
和
も
彼
の
学
生
だ
っ
た
橋
本
と
ほ

ぼ
同
時
期
に、

鉄
棒
を
熔
接
し
た
彫
刻
の
制
作
に
乗
り
出
し

て
い
る。

堀
内
は
五――一
年
か
ら
六
一

年
の
間、

京
都
に
あ
っ

た
マ
ネ
キ
ン
会
社
・

大
和
マ
ネ
キ
ン
の
依
頼
を
受
け
て
断
続

的
に
マ
ネ
キ
ン
の
制
作
を
し
て
い
た
が、

鋒
山
が
同
社
の
仕

事
を
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
二
人
は
知
り
合
い
、

そ
の

縁
で
鋒
山
は
堀
内
の
作
品
制
作
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い

B
群
…
鉄
板
を
湾
曲
さ
せ
た
作
品

c

群
…
鉄
棒
を
熔
接
し
た
作
品

五
点

一

点
点
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歴
史
的
に
見
れ
ば、

線
そ
し
て
面
の
構
成
に
よ
る
彫
刻
は

原
文
の
ま
ま
：

翡）

う（
註
31
)。

橋
本
と
堀
内
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
「
伝
手」

で
鋒
山

に
制
作
依
頼
を
し
た
こ
と
に
な
る。

彼
ら
が
な
ぜ
鋒
山
に
制

作
を
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
は、

次

に
引
用
す
る
堀
内
の
文
章
に
詳
し
い。

…
…
作
品
に
サ
イ
ン
を
し
な
い
ば
か
り
か、

第
一
、

自

分
の
作
品
を
自
分
の
手
で
作
る
こ
と
が
は
な
は
だ
少

い。

僕
が
鉄
を
熔
接
す
る
と、

鉄
は
曲
が
っ
て
は
困
る

と
思
っ
て
い
る
方
向
に
曲
が
る。

着
け
た
つ
も
り
の
と

こ
ろ
は
後
で
ぼ
ろ
り
と
も
げ
て
し
ま
う
の
で、

ま
た
や

り
直
す
と、

今
度
は
過
熱
の
た
め
に、

と
ん
で
も
な
い

方
向
に
そ
っ
て
し
ま
っ
て、

収
拾
の
つ
か
ぬ
状
態
に
な

る。

そ
ん
な
異
相
な
形
相
を
か
え
っ
て
美
し
い
と
見
る

の
が
近
頃
の
流
行
の
よ
う
だ
が、

僕
の
好
み
は
こ
の
流

行
に
つ
い
て
い
け
な
い。

思
っ
た
よ
う
に
キ
チ
ン
と
仕

上
が
ら
な
い
と、

気
が
す
ま
ぬ
の
だ
か
ら、

甚
だ
古
風

と
い
う
べ
き
だ。

そ
こ
で、

熔
接
は
そ
の
道
の
ヴ
ェ
テ

ラ
ン
で
あ
る
鋒
山
弘
さ
ん
（
行
動
に
彫
刻
を
出
品
し
て

い
る）

の
手
を
わ
ず
ら
わ
す。

こ
の
人
の
腕
は
確
か

だ。

僕
の
マ
ケ
ッ
ト
を
正
確
に
拡
大
し
て
下
さ
る。

作

者
の
僕
は
小
さ
な
マ
ケ
ッ
ト
を
作
る
に
過
ぎ
ぬ。
…
…

（
堀
内
正
和
「
作
家
の
記
録

形
式
主
義
者
の
独
白」
．

一

九
一

0
年
代
の
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
作
品
群

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る。

そ
し
て、

鉄
棒
を
熔
接
し
た
最

初
の
彫
刻
は、

パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
(
-

八
八
―

|
―

九
七
三）

が
二
八
年
に
フ
リ
オ
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
（
一

八
七
六
ー
一

九
四

二）
の
エ
房
で
彼
の
協
力（
橋
本
や
堀
内
が
鋒
山
に
依
頼
し
た

よ
う
に）
を
得
て
制
作
し
た
《
人
物》

だ
っ
た。

こ
の
よ
う

な
海
外
の
動
向
は
（
若
干
の
時
間
の
ず
れ
は
あ
る
が）
同
時
期

に
H
本
に
紹
介
さ
れ
て
い
た。

植
木
茂
は
彼
の
師
で
あ
っ
た
三
岸
好
太
郎
(
-

九
01―-
|

一
二
四）
を
通
じ、

ピ
カ
ソ
の
こ
こ
ろ
み
を
一

九―――
＝一
年
頃
に

は
知
っ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し、

五
0

年
代
初
期
に
は
既
に
《
作
品
（
3
)
》（
一

九
五
二）
の
よ
う
な、

鉄
棒
に
よ
る
構
成
を
実
践
し
て
い
る（
註
33
)。

ま
た、

堀
内
も

「
ピ
カ
ソ
の
鉄
線
作
品
は
当
時
（
引
用
者
註
�
一

九
三
六
年

頃）
写
真
で
見
て
ひ
じ
ょ
う
に
好
き
で
憧
れ
て
い
た」（
註
34
)。

植
木
の
場
合、

制
作
の
中
心
は
木
彫
で
あ
っ
た
た
め
に
鉄
を

素
材
と
し
た
彫
刻
は、

貴
重
な
作
例
で
は
あ
り
な
が
ら
も
そ

の
後
の
制
作
は
断
片
的
で、

次
に
繋
げ
る
よ
う
な
展
開
に
は

到
ら
な
か
っ
た（
悲
35
)。

む
し
ろ
植
木
に
遅
れ
て
鉄
を
扱
っ
た

堀
内
の
方
が、

素
材
と
し
て
の
鉄
を
自
ら
再
発
見
す
る
こ
と

で、

自
ら
の
そ
の
後
の
制
作
活
動
と
作
品
の
展
開
が
決
定
付

け
ら
れ
て
い
る。

と
も
あ
れ、

こ
の
よ
う
に
橋
本
の
周
囲、

学
外
の
先
達
や
大
学
の
教
師
た
ち
は

各
自
の
展
開
は
措

き

以
前
か
ら
ピ
カ
ソ
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た、

鉄
棒
を

熔
接
し
て
制
作
す
る
彫
刻
の
存
在
を
知
り、

関
心
を
持
っ
て

こ
こ
で、

橋
本
が
制
作
し
た
《
か
た
ち》

に
実
際
に
当
た

っ
て
み
た
い
（
図
2
)。

本
作
品
は、

高
さ
九
九
O
X
直
径
五
六
0
ミ
リ
メ
ー
ト

ル、

太
さ
（
径）
が
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
鉄
棒
が
用
い
ら
れ
て

い
る。

三
本
の
鉄
棒
が
鼎
立
す
る
こ
と
で
全
体
が
支
え
ら

れ、

そ
の
う
ち
の
一

本
は
上
方
に
延
び、

こ
れ
が
作
品
全
体

を
支
え
る
物
理
的
な
軸
で
あ
る。

そ
し
て、

こ
の
軸
は
鼎
立

部
そ
し
て
上
部
の
二
箇
所
で
ク
ラ
ン
ク
状
に
曲
げ
ら
れ
て
い

る
が、

上
部
で
は
接
地
面
に
対
し
て
水
平
に
枝
を
張
り
だ

し、

他
の
諸
要
索
を
展
開
さ
せ
て
い
る。

某
本
的
に
鉄
棒
II

線
は
接
地
面
に
対
し
て
水
平
と
垂
直
で
あ
る
よ
う
に
配
さ
れ

て、

幾
何
学
的
な
厳
密
性
は
な
い
も
の
の、

お
お
む
ね
角
張

っ
た
曲
が
り
方
を
見
せ、

い
く
つ
か
の
要
素
に
見
ら
れ
る
緩

や
か
な
カ
ー
ヴ
が
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る。

本
作
品
に
見
出
さ
れ
る
疑
問
点
は、
「
も
の」

と
し
て
の

物
理
的
な
軸
が
「
作
品」

の
脊
椎
と
で
も
言
う
べ
き
軸
と
な

っ
て
い
る
か、

と
い
う
点
に
あ
る。

鼎
立
部
か
ら
垂
直
に
伸
び
て
い
る
軸
の
あ
る
程
度
ま
で
の

部
分
（
他
の
要
素
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
な
い
部
位
ま
で）

を
「
作
品
／
も
の」

と
は
異
な
っ
た、

鼎
立
部
11
ス
タ
ン

ド、

軸
11
ポ
ー
ル
と
い
う
台
座
的
な
性
格
を
帯
び
た
存
在
と

し
て
措
定
す
る
と、

上
部
の
構
造
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ

る
か。

こ
の
場
合、

他
の
要
素
が
枝
状
に
軸
か
ら
張
り
出
し

て
い
る
と
は
言
え、

軸
そ
の
も
の
が
大
き
く
曲
げ
ら
れ
て
い

い
た（
註
36
)。
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る
こ
と
で、

他
の
要
素
と
等
価
（
相
対
的）
な
関
係
に
な
り、

物
理
的
機
能
と
し
て
軸
の
役
割
を
果
た
し
て
い
て
も、
「
作

品
／
も
の」

の
構
造
を
支
え
る
軸
で
あ
る
と
は
言
い
難
い。

こ
れ
と
は
異
な
り、

全
体
を
ひ
と
つ
の
「
も
の
／
作
品」

と
し
て
考
え
た
場
合
は
ど
う
か。

作
者
は
軸
に
取
り
付
け
ら

れ
た
上
部
の
要
素
の
う
ち、

ひ
と
つ
は
軸
に
対
し
て
平
行

に、

視
線
を
鼎
立
部
ま
で
導
く
よ
う
に
配
し
て
い
る。

こ
の

要
素
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、

作
者
が
物
理
的
な
軸
を

作
品
の
脊
椎
に
擬
し
て
い
た
意
図
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る。

し
か
し
こ
の
要
素
は

残
念
な
こ
と
に

中
空
で

途
切
れ
て
お
り、

鼎
立
部
が
所
有
し
て
い
る
筈
の
周
囲
の
空

間
と
の
関
わ
り
は
薄
い。

こ
れ
が、

物
理
的
の
み
な
ら
ず
視

覚
的
に
も、

上
部
の
複
雑
さ
を
下
部、

特
に
鼎
立
部
の
三
本

が
集
約
し
た
一

点
の
み
（
人
間
に
喩
え
る
と、

骨
盤
と
脊
椎

が
結
合
す
る
あ
た
り
か）
が
受
け
止
め、

不
安
定
な
印
象
を

与
え
て
い
る。

続
い
て、

橋
本
の
《
か
た
ち》

と
堀
内
の
作
品
を
比
較
し

て
み
た
い。

堀
内
が
一

九
五
四
年、

初
め
て
鉄
棒
を
熔
接
し

て
制
作
し
た
《
線
B
》

は、

下
部
の
ベ
ー
ス
か
ら
垂
直
に
伸

び
た
鉄
棒
は
明
ら
か
に
上
部
の
構
造
体
を
中
空
に
浮
か
せ
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
出
来
る
成
り
立
ち
と
な
っ

て
い
る。

こ
の
鉄
棒
を
軸
と
し
て
視
覚
的
に
は
上
部
の
構
造

体
が
「
や
じ
ろ
べ
え」

の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
お

り、

構
造
体
の
一

部
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い。

《
線
B
》

に
つ
い
て、

堀
内
自
ら
は
次
の
よ
う
に
回
想
し

正
和
「
テ
ク
ニ
ッ
ク
・
ノ
ー
ト」
：

翡）

こ
の
年、

京
都
学
芸
大
学
の
工
芸
の
先
生
が
鉄
工
芸

を
や
り
始
め
た
の
で、

早
速
僕
は
そ
の
研
究
室
に
行
っ

て
こ
の
作
品
（
引
用
者
註
＂
《
線
B
》)
を
作
っ
た。

前
年

の
《
作
品
A
》

と
全
く
よ
く
似
た
形
だ
が、

石
脅
だ
と

ど
う
し
て
も
地
に
這
う
獣
に
な
っ
て
し
ま
う
の
が、

鉄

だ
と
ど
う
だ、

嬉
々
と
し
て
空
飛
ぶ
鳥
に
な
る
で
は
な

い
か、

と
僕
は
大
い
に
う
れ
し
く
な
っ
た。
…
…（
堀
内

ま
た、

や
は
り
同
じ
年
に
制
作
さ
れ
て
い
る
『
作
品』

の

A
か
ら
D
ま
で
の
四
点
で
の
作
品
で
は、

径
（
太
さ）

が
異

な
る
鉄
棒
を
用
い
る
こ
と
で、
「
作
品
／
も
の」

の
骨
格
と、

そ
こ
か
ら
派
生
し
た
部
分
と
の
関
係
が
明
示
さ
れ
て
い
る。

橋
本
の
《
か
た
ち》

に
見
ら
れ
た
問
題
点
は、

堀
内
の
作
品

で
は
い
ず
れ
も
巧
み
に
回
避
さ
れ
て
い
る。

そ
れ
で
は、

ふ
た
り
の
作
品
は
次
の
よ
う
な
ピ
カ
ソ
彫
刻

の
特
質
を
ど
こ
ま
で
受
容
し
て
い
た
か。

…
…
重
要
な
の
は、

明
ら
か
に、

ま
だ、

作
ら
れ
た
形

態
周
囲
の
空
間
の
組
織
化
で
あ
る。

ピ
カ
ソ
は
当
時

（
引
用
者
註
�
一

九
二
八
ー
ニ
九
年
頃）、

針
金
に
よ
る

立
体
構
成
を
作
り
出
し
て
い
た。

そ
れ
ら
は
「
裸
婦」

と
か
「
頭
部」

と
い
う
名
で
分
類
さ
れ
う
る
も
の
で
は

て
い
る。

「
ピ
カ
ソ
と
近
代
彫
刻
の
革
新」
：
註
38
)

あ
っ
た
が、

完
全
に
抽
象
的
で、

カ
ー
ン
ワ
イ
ラ
ー
が

正
し
く
理
解
し
て
い
る
よ
う
に、
「
空
間
に
線
で
か
か

れ
た
デ
ッ
サ
ン」

と
い
う
性
格
と
「
透
け
て
い
る
彫

刻」

と
い
う
性
格
を
同
時
に
も
っ
て
い
る。

線
に
よ
る

デ
ッ
サ
ン
が
紙
の
表
面
を
構
成
し、

閉
鎖
的
で

は
な
い
に
せ
よ

内
的
な
空
間
と
外
的
な
空
間
を
形

成
し
た
ご
と
く、

表
面
と
い
う
も
の
を
も
た
ぬ、

純
粋

に
構
造
的
な
骨
組
に
ま
で
切
り
つ
め
ら
れ
た
こ
の
種
の

彫
刻
は、

張
り
巡
ら
し
た
線
の
な
か
に、

単
に
そ
こ
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
空
間
の
み
な
ら
ず、

周
囲
の
現
境
を

も
開
か
れ
た
形
態
の
放
散
に
よ
り
編
成
す
る
の
で
あ

る。

…
…
（
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ッ
ク
ス

太
田
泰
人
・

訳

「
空
間
に
線
で
か
か
れ
た
デ
ッ
サ
ン」

と
「
透
け
て
い
る

彫
刻」

の
性
格
は
割
り
切
れ
る
も
の
で
は
な
い。

し
か
し、

橋
本
の
《
か
た
ち》

や
堀
内
の
同
時
期
の
鉄
棒
を
用
い
た
彫

刻
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
れ
ば、

共
に
前
者
が
強
い。

堀
内
の
作
品
に
つ
い
て
は、

前
述
の
『
作
品』

の
A
か
ら

D
ま
で
の
前
段
階
と
見
倣
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
《
線
A
》

（
一

九
五
四

兵
庫
県
立
美
術
館
蔵）

を
含
め
て
通
覧
す
る

と、

単
純
な
も
の
（
組
み
立
て）
か
ら
複
雑
な
も
の
へ
と
展
開

し
よ
う
と
す
る
足
取
り
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
反
面、

彼

の
作
品
が
「
純
粋
に
構
造
的
な
骨
組
に
ま
で
切
り
つ
め
ら
れ

た」

も
の
と
は
考
え
難
い。

こ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
作
品
を
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成
り
立
た
せ
て
い
る
線
の
性
格
が、

あ
る
「
も
の」

を
単
純

化
・

抽
象
化
し
た
も
の
か、

そ
れ
と
も
「
も
の」

に
内
在
す

る
骨
格
で
あ
る
か、

と
い
う
問
題
で
も
あ
る。

堀
内
作
品
の

傾
向
は
（
現
存
す
る
作
品
を
見
る
限
り）
前
者
に
対
す
る
意
識

が
強
く、
「
透
け
て
い
る
彫
刻」

と
い
う、

周
囲
（
こ
こ
で
は

「
現
実」

と
し
て
も
良
い
）
の
空
間
と
「
も
の
／
作
品」

の
関

係
性
に
対
す
る
意
識
が
乏
し
い
。

か
え
っ
て
橋
本
の
《
か
た

ち
》

の
方
が
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
た
め、

後
者
の
意
識
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
が
可
能
で
あ
る。

こ

れ
に
よ
っ
て
「
透
け
て
い
る
彫
刻」、

周
囲
の
空
間
に
対
す

る
橋
本
の
関
心
は、

堀
内
以
上
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る。

前
項
で
紹
介
し
た
橋
本
正
司
の
《
か
た
ち
》

が、

周
囲
の

空
間
に
対
す
る
意
識
を
有
し
て
い
る、

と
い
う
解
釈
は
作
品

の
（
構
造
と
し
て
の）
成
り
立
ち
が
不
明
な
点
が
あ
る
た
め
に

あ
く
ま
で
推
測
に
止
ま
る。

し
か
し、

こ
の
作
品
に
引
き
続

い
て
同
じ
一

九
五
四
年
に
制
作
し、

同
年
に
開
催
さ
れ
た
第

二
回
ゲ
ン
ビ
展
で
発
表
し
た
《
作
品
》
（
図
3
)

は、
《
か
た

ち
》

が
志
向
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る、

周
囲
の
空
間
を
作
品

の
要
素
と
し
て
取
り
込
も
う
と
す
る
発
想
が
明
快
に
表
現
さ

れ
て
い
る。

《
作
品
》

は
全
体
で
二
四
一

X

八
0
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

（
最
大）
、

厚
さ
一

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
鉄
板
を
丸
め、
一

端
が

6
 

内
側
に
入
り
込
む
よ
う
な
状
態
に

作
ら
れ
て
い
る。

極
め
て
簡
単
な

成
り
立
ち
で、
一

見
作
者
が
廃
材

を
拾
い
上
げ
て
即
興
的
に
作
っ
た

か
の
よ
う
に
見
え
る。

作
品
(

11

鉄
板）

を
曲
げ
る
以
前

の

状
態
に

戻
し
て

み
る
と
（
図

4
)
、

中
心
か
ら
や
や
ず
れ
る
か
た

ち
で
大
き
な
膨
ら
み
が
あ
り、

大

ま
か
に
見
れ
ば
左
右
は
点
対
称
で

あ
る。

外
側
の
点
A
と
内
側
の
点

C
を
長
さ
約
五一――
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

の
鉄
線
で
熔
接
し
て
結
び、

立
ち

上
が
ら
せ
て
い
る。

そ
れ
だ
け
で

は
膨
ら
み
の
あ
る
部
分
が
床
面
に

接
し
て
い
な
い
た
め
に
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
ず、

こ
れ
を
補
う
た
め
に

点
B
の
位
置
に
約
五
五
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
の
鉄
線
を
熔
接
し
て
支
え
と

し

て
い

る
（
こ

の

時

点
で
「
作

品
／
も
の」

の

前

後
が

決
定
す

る）。

更
に
湾
曲
し
た
鉄
板
の
頭
頂

部
に
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
断
面
状

の
切
り
込
み
を
入
れ、

外
側
に
向

か
っ
て
直
角
に
折
り
曲
げ
（
立
ち
上

口
•A 

•B 

[- -.:— 

x -

図4:〈作品｝の展開図
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げ
）

て
い
る。

結
果
的
に
本
作
品
の
サ
イ
ズ
は、

高
さ
三
八

o
x

幅
二
五
五
X
奥
行
二
八
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り、

全

体
と
し
て
は
人
間
が
跨
っ
た
姿
を
思
わ
せ
る。

本
作
品
を
正
面
か
ら
見
る
と、

向
か
っ
て
左
側
の
接
地
面

か
ら
始
ま
る
鉄
板
の
運
動
は、

空
間
を
抱
え
込
み、

再
び
接

地
面
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
内
側
に
入
り
込
み、

そ
こ
か
ら

徐
々
に
ま
く
れ
上
が
っ
て
い
る。

見
る
者
に
対
し
て
頭
部
の

（
鉄
板
の
）

面
と
そ
の
真
下
に
位
置
す
る、

ま
く
れ
上
が
っ
た

面
は
違
う
面
を
向
け
て
お
り、

視
線
は
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
の
回

転
を
追
う
場
合
と
似
た
動
き
と
な
る。

た
だ
し、

完
全
な
メ

ビ
ウ
ス
の
輪
で
あ
れ
ば、

多
く
の
場
合
視
線
は
あ
く
ま
で
帯

の
表
面
を
な
ぞ
る
ば
か
り
に
過
ぎ
な
い
（
こ
の
こ
と
は、

堀

内
作
品
に
見
ら
れ
る
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
が
証
明
し
て
い
る
）

が、

本
作
品
で
は
鉄
板
の
端
が
中
空
に
消
え、

視
線
を
鉄
板

が
抱
え
込
ん
で
い
る
空
間
に
解
き
放
っ
て
い
る。

そ
し
て、

鉄
板
の
左
右
に
点
対
称
に
配
さ
れ
た、

衝
角
状
の
先
端
を
形

成
す
る
た
め
の
カ
ー
ヴ
は、

左
側
の
鉄
板
が
立
ち
上
が
る
カ

と、

内
側
に
お
け
る
視
線
の
放
散
を
効
果
的
な
も
の
と
し
て

い
る。鉄

板
が
丸
め
ら
れ
る
以
前
に
見
ら
れ
た
緩
や
か
な
膨
ら
み

の
箇
所
は、

作
品
を
立
ち
上
げ
た
際
に
は
右
側
面
後
方
に
向

か
っ
て
張
り
出
し
て
い
る。

右
側
面
は、

作
品
中
最
も
鉄
板

が
「
面」

と
し
て
の
広
が
り
が
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る

が、

こ
の
広
が
り
は
本
作
品
を
他
の
向
き
か
ら
見
た
場
合
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
損
な
い
か
ね
な
い
限
度
ま
で
与
え
ら
れ
て
い

る。

こ
の
危
険
性
は
同
時
に、（
作
者
の
意
図
と
し
て
）

本
作

品
が
で
き
る
だ
け
周
囲
の
空
間
を
「
も
の
／
作
品」

に
取
り

込
み、

そ
し
て
抱
え
込
む
こ
と
で、

そ
れ
ら
を
「
作
品
／
も

の」

を
形
成
す
る
「
負
の
量
塊」

と
し
て
扱
お
う
と
す
る
姿

勢
が
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る。

こ
れ

は、

素
材
か
ら
も
補
強
さ
れ
て
い
る。

従
米
の
彫
刻
と
は
異

な
っ
た
性
格
の
こ
の
量
塊
に
つ
い
て、

素
材
と
し
て
用
い
ら

れ
た
鉄
板
の
断
面、

そ
の
薄
さ
は、

文
字
通
り
「
空
気
の
よ

う
に
軽
い」

量
塊
が
存
在
す
る
こ
と
の
確
か
ら
し
さ
を
よ
り

強
調
し
て
い
る。

本
作
品
の
比
較
の
た
め
の
作
例
を、

外
郭
の
形
状
の
類
似

例
に
よ
っ
て
求
め
る
と、

辻
晉
堂
が
制
作
し
た
陶
彫
《
寒

山》（
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
）

が
近
い
か
も
知
れ
な
い。

も
っ

と
も、

辻
の
制
作
は
一

九
五
八
年
で
あ
り、

直
接
の
関
連
を

推
定
し
難
い。

橋
本
作
品
に
見
ら
れ
る
「
抱
え
込
ま
れ
た
空

間」

を
辻
の
作
品
で
も
い
く
ら
か
は
見
出
せ
る
と
し
て
も、

彼
の
作
品
で
は
陶（
の
面
）

に
よ
っ
て
空
間
は
細
分
化
さ
れ
て

お
り、
「
負
の
量
塊」

性
は
感
得
し
難
い。

堀
内
正
和
の
作

例
で
は
ど
う
か。
一

枚
の
面
に
還
几
で
き
る
立
体
造
形、

と

い
う
橋
本
の
発
想
は
堀
内
の
《
Exer
cise
2》（
千
葉
市
美
術

館
蔵

品凶
5

)

な
ど
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
が、

本
作

品
の
制
作
は
五
六
年
で
あ
る
（
堀
内
の
作
例
の
場
合、

完
全

に
一

枚
の
面
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）。

形
状
に
お

け
る
特
徴
の
い
く
つ
か

具
体
的
に
は
簡
素
な
頭
部
の
処

理
や
後
方
に
突
き
出
た
張
り
出
し、

そ
し
て
「
抱
え
込
ま
れ

初
め
針
金
で
芯
を
組
み、

石
膏
を
じ
か
に
つ
け
て
い

っ
た。

こ
う
い
う
題
は
そ
の
頃
は
滅
多
に
つ
け
な
か
っ

た。

こ
の
彫
刻
は
ミ
ロ
の
真
似
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ

る。

量
塊
で
は
な
く
貝
殻
の
よ
う
な
凹
ん
だ
形
を
考
え

て
い
た。

凹
ん
だ
形
は
ヘ
ン
リ
ー
・
ム
ー
ア
の
影
響
か

後
年、
堀
内
自
ら
が
記
し
た
作
品
の
覚
え
書
を
引
用
す
る。

た
空
間」

な
ど

を
勘
案
す
れ
ば、

既
述
し
た
堀
内
の

《
海
辺》（
図
6

)

が、

比
較
の
た
め
の
作
例
と
し
て
の
条
件

を
備
え
て
い
る。

橋
本
は
一

回
生
の
夏、

こ
の
彫
刻
の
制
作
現
場
に
立
ち
会

っ
て
い
た。

「
海
辺」

と
題
さ
れ
た
石
膏
作
品
で、

針
金
で
芯
を

組
ま
れ、

そ
れ
に
石
膏
を
じ
か
に
付
け
て
い
く
仕
事

で、

私
は
初
め
て
粘
上
を
使
わ
な
い
じ
か
付
け
の
技
法

に
感
じ
入
っ
た
り、

び
っ
く
り
し
た
り
し
ま
し
た。

こ

の
作
品
は
特
に
我
々
学
生
が
捨
て
た
石
膏
型
の
破
片

（
凹
面
に
な
っ
て
い
る
）

を
拾
い
集
め
て
貝
殻
の
よ
う
な

凹
ん
だ
形
に
破
片
を
つ
な
ぎ
合
せ
て
作
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た。

先
生
は
廃
品
貝
殻
彫
刻
と
悦
に
入
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た。

こ
の
作
品
よ
り
私
は
堀
内
先
生
の
仕
事
に
強

く
引
か
れ
て
い
く
事
に
な
り
ま
す。
（
橋
本
正
司
「
驚

き
と
反
発
と
尊
敬
の
四
年
間」
こ
註
39
)
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芍

図6：堀内正和〈海辺）1951/95 千葉市美術館蔵
(1995年にプロンズ鋳造。原作は石膏）

図5：堀内正和〈Exercise 2) 1956 千葉市美術館蔵

も
知
れ
な
い。

台
な
し
で、

海
辺
の
砂
浜
に
置
く
と
よ

い
。

肘、

尻、

片
足
の
三
カ
所
で
立
つ。

前
の
足
が
浮

い
て
い
る
と
こ
ろ
が
得
意
な
ん
だ
が、

第
三
六
回
二
科

展
出
品。

二

科
会
会
員
努
力
賞
受
賞。
（
堀
内
正
和

「
テ
ク
ニ
ッ
ク
・

ノ
ー
ト」
•

原
文
の
ま
ま
；
註
40
)

橋
本
と
堀
内
は
共
に
《
海
辺
》

の
凹
ん
だ
腹
部
に
つ
い
て

の
み
記
し
て
い
る
が、
《
作
品
》

と
の
関
連
性
を
考
え
る
上

で
特
に
重
要
な
箇
所
は、

そ
の
正
反
対
の
側
に
見
ら
れ
る
背

面
の
緩
や
か
な
膨
ら
み
で
あ
る。

こ
れ
が、
《
作
品
》

の
後

方
に
突
き
出
た
張
り
出
し
と
呼
応
す
る。

周
囲
の
空
間、

そ

し
て
見
る
者
の
視
線
を
受
け
止
め
る
（
堀
内）
か、

後
方
に
導

く
（
橋
本）

か
の
違
い
は
あ
り
な
が
ら
も、

特
定
の
方
向
性

を
持
っ
た
動
き
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
た
形
状
で
あ
る
点
で
は

共
通
し
て
い
る。

違
う
点
は、
（
堀
内
作
品
の
あ
ゆ
み
と
し
て

は
記
述
が
前
後
し
て
し
ま
う
が）

や
は
り
前
項
で
見
た
堀
内

の
場
合
と
同
様、

彼
の
作
品
に
お
い
て
は
「
作
品
／
も
の」

と
周
囲
の
空
間
と
の
関
係
性
が
乏
し
い
こ
と
で
あ
る。

さ
き
に
引
用
し
た
堀
内
の
自
作
小
註
を
読
む
限
り
で
は、

《
海
辺
》

は
空
間
を
た
っ
ぷ
り
と
抱
え
込
み
な
が
ら、

し
か

し
作
者
の
視
点
は
空
間
で
は
な
く、

凹
ん
で
い
る
「
も
の
／

作
品」

の
形
状
に
向
け
ら
れ
て
い
る。

ち
な
み
に、

橋
本
は

《
作
品
》

を
よ
り
単
純
化
さ
せ
た、

発
展
形
と
も
考
え
ら
れ

る
《
か
た
ち
》

を
同
年
に
制
作
し
て
い
る。

こ
れ
は、

六―
―

年
に
堀
内
が
制
作
す
る
こ
と
に
な
る
《
海
風》

を
や
は
り
連

と
っ
て
壁
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か。

想
さ
せ
る
が、

両
者
の
特
徴
は
《
作
品
》

と
《
海
辺
》

の
場

合
と
変
わ
ら
な
い（
註
41
)。

橋
本
は
第
二
回
ゲ
ン
ビ
展
に
《
作
品
》

を
出
品
し
た
際、

京
都
市
美
術
館
で
の
展
覧
会
初
日
に
植
木
茂
か
ら
作
品
を
褒

め
ら
れ
た
と
い
う。

一

九
五
五
年
以
降
の
橋
本
の
作
品
は、

本
稿
で
み
た
鉄
棒

や
鉄
板
を
素
材
と
し
た
作
品
か
ら、

再
び
セ
メ
ン
ト
や
木、

石
膏
を
用
い
て
量
塊
性
の
あ
る
作
品
（
こ
れ
は
複
数
の
量
塊

を
組
み
合
わ
せ
た
作
品
を
含
む）
へ
と
移
行
し、

空
間
を
作

品
の
構
成
要
素
と
し
て
取
り
扱
お
う
と
す
る
姿
勢
は
六
四
年

ま
で
中
断
し
て
い
る。

こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が、

《
か
た
ち
》

や
《
作
品
》

の
よ
う
な
作
例
は
小
品
だ
か
ら
こ

そ
実
験
が
可
能
な
の
で
あ
っ
て、

サ
イ
ズ
を
引
き
延
ば
し
た

だ
け
で
は
成
功
し
た
作
品
に
は
な
ら
な
い
こ
と、

そ
し
て
熔

接
等
の
技
術
お
よ
び
経
済
的
諸
問
題
な
ど
が、

若
い

繰

り
返
し
に
な
る
が、

当
時
ま
だ―
―
-
、

二
歳
の

橋
本
に

一

九
五
七
年、

ゲ
ン
ビ
は
八
月
の
例
会
を
最
後
に
開
か
れ
な

く
な
り、
―
一

月
か
ら
翌
月
に
か
け
て
京
都
と
大
阪
で
五
回

目
の
展
覧
会
を
開
催
し
た
こ
と
で、

そ
の
活
動
は
終
了
し

た。 7
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そ
し
て
一

九
五
八
年
―

二
月、

橋
本
は
関
西
を
去
り、
埼

予
に
転
居
し
て
い
る。

註�
1
こ
津
高
和一
と
ゲ
ン
ビ
の
作
家
た
ち
一
九
五
0
年
代
の
モ
ダ
ニ
ズ

ム
（
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
一
九
九
五
年―
二
月
九
日
—
九
六
年

一
月――
―
日）

本
稿
は、
同
展
を
担
当
し
た
平
井
章一
氏
の
調
査
に
負
う
と
こ

ろ
が
大
き
い。

2
こて
れ
ぞ
れ、
次
の
年
度
に
収
集
を
行
っ
た。

〈
作
品》

一
九
九
六
年
度

《
か
た
ち》
一
九
九
七
年
度

《
ト
ル
ソ》
―1
0
01―
年
度

な
お、
《
ト
ル
ソ》
が
当
館
に
寄
贈
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
は
所
蔵

者
で
あ
る
猪
田
浩
史
氏
の
他、
乙
野
裕、

中
村
幸
男
両
氏
の
御
理

解・
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
と
と
も

に
記
し
ま
す。

3
こ
橋
本
正
司
年
譜」r
橋
本
正
司
彫
刻
作
品
集』
橋
本
正
司
彫
刻
作
品

集
刊
行
会
―1
0
0
三
年
五
月
三一
日
一
九
二
頁

4
7
本
稿
で
出
典
を
明
記
し
な
い
橋
本
の
事
項
は、
筆
者
が―1
0
0
五

年一
0
月
に
氏
に
対
し
て
行
っ
た
質
問
に
対
す
る
回
答
に
甚
づ
く。

5
と
橋
本
正
司
「
資
料
編
――一
人
の
思
い
出

京
都
芙
大
入
学
前
後」

『
辻
晉
堂
没
後一
0
周
年
記
念
特
別
企
画
展

辻
晉
堂・
八
木一
夫・

堀
内
正
和

ー
一
九
五
0
年
代
京
都
か
ら
こ
新
た
な
る
造
形
へ
の

出
発

』
米
子
市
美
術
館
一
九
九一
年
一
三
七
頁
（
註
3

作
品
集
に
再
録）

6
こ
同
掲
書

7
こ
吐
3
と
同

8
二止
村
美
里
「
陶
に
記
す

I
山
田
光
の
半
世
紀
を
た
ど
る」『
山
田

光

1

陶
の
標

ー』
岐
阜
県
美
術
館

伊
丹
市
立
美
術
館

目

黒
区
美
術
館
一
九
九
九
年
―
―
二
九
頁

，
：
次
の
文
献
を
参
照
の
こ
と。

柳
生
不
二
雄
「
戦
後
の
抽
象
彫
刻
と
野
外
彫
刻
展
に
つ
い
て
の
断

想

ー
一
九
五
0
年
代
の
こ
と
ご
と

ー」『
昆
野
恒
展
図
録』
昆

野
恒
展
実
行
委
員
会
一
九
九
五
年
一
〇
六
I―
1
0
頁

10
こ
稿
本
正
司
「
京
都
美
大
に
於
け
る
セ
メ
ン
ト
彫
刻
と
私」

註
3

作
品
集
一
三
一
頁

11
7た
だ
し、

当
館
所
蔵
の
作
品
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
石
斉
作
品
を一
九

九
五
年
に
ブ
ロ
ン
ズ
鋳
造
し
た
も
の。

12
こ辻
晉
堂
「
美
術
院
研
究
所
を
皮
切
り
に」『
辻
晉
堂
著
作
集

泥
古

庵
雑
記」
――一
彩
社
一
九
九
二
年
九
月一
五
H

二
四
四
ー
ニ
四

七
頁
（
初
出
一
九
七
五）

13
旦辻
晉
堂
「
堀
内
正
和
に
つ
い
て」『
現
代
の
眼

東
京
国
立
近
代
美

術
館
ニ
ュ
ー
ス」
第
三
0
六
号
一
九
八
0
年
五
月

四
頁
（
註

12

著
作
集
に
再
録）

14
品咄
内
正
和
「
形
に
出
会
い
た
い」『m
U
P
K
a

堀
内
正
和

作
品

資
料
集
成』
美
循
出
版
社
一
九
九
六
年
五
月一
五
日

二
八
二

頁
（
初
出
一
九
八
六）

15
g江
晉
堂
「
泥
古
庵
雑
記

煩
と
簡」『
辻
晉
堂
陶
彫
作
品
集』
講
談

社
一
九
七
八
年一
0
月一
0
日
一
四
二
頁
（
註
12

著
作
集

に
再
録）

16
品咄
内
正
和
「
立
方
体
と
球」『
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館

開
館
5
周

年
記
念
特
別
展

堀
内
正
和』
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
一
九
八

六
年
一
五
頁
（
註
14

作
品
資
料
集
成
に
再
録）

17
�
山
崎
脩
「
彫
刻
科
史
略
考」『
百
年
史

京
都
市
立
芸
術
大
学』
京

都
市
立
芸
術
大
学
一
九
八一
年
三
月一
日

四―
二
頁

18
�
同
掲
書

19
�
本
報
告
の
初
稿
を
御
確
認
い
た
だ
い
た
橋
本
氏
よ
り、
《
ト
ル
ソ》

は
「
モ
デ
ル
を
前
に
し
て
皆
で
制
作
し
た
が、

他
の
仲
問
は
具
象

だ
っ
た
の
に、

自
分
だ
け
が
あ
あ
い
う
か
た
ち
の
も
の
を
作
っ
た」

と
い
う
指
摘
を
い
た
だ
い
た。

ち
な
み
に、

堀
内
正
和
は
後
年、

橋
本
正
司
の
彫
刻
は
三
角
柱

が
基
本
形
態
に
な
っ
て
お
り、
そ
の
萌
芽
は
既
に
《
ト
ル
ソ》
に

見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る。
「
…
…――一
角
柱
嗜
好
は
彼
に
生

得
の
も
の
で
あ
る
ら
し
く、
京
都
美
大
在
学
中
に
作
っ
た
彼
の
裸

婦
像
（
引
用
者
註�
《
ト
ル
ソ》
を
指
す）
に
既
に
そ
の
芽
生
え
が

現
れ
て
い
た。
そ
れ
は
凹
面
と
凸
面
が
両
側
か
ら
押
し
寄
せ、
突

き
上
げ
ら
れ
た
稜
線
が
鋭
く
走
り、
そ
の
動
き
の
曲
直
緩
急
に
よ

っ
て
全
体
が
整
合
さ
れ
た
よ
い
作
品
で
あ
っ
た
が、
あ
の
稜
線
の

下
に
は
明
ら
か
に
三
角
柱
が
潜
在
し
て
い
た」。

堀
内
正
和
「
終
始一
貫一
1一
角
野
郎」

註
3

作
品
集

出
一
九
八
五）

20
こ
《
ト
ル
ソ〉
は
京
都
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
美
大
作
品
展(-
九

五
三
年
三
月一
八
ー一
九
日）
に
出
品
さ
れ
た。
当
時
と
し
て
は
斬

新
な
〈
ト
ル
ソ》
の
表
現
は、

学
内
他
科
の
教
師
か
ら
批
判
（「
学

生
は
習
作
を
も
っ
て
授
業
を
受
け
る
の
で
あ
っ
て、

今
は
や
り
の

作
品
を
作
る
の
は
学
校
の
方
針
に
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か」）
を

受
け
た
が、
辻
と
堀
内
の
擁
護
に
よ
っ
て
進
級
作
品
と
し
て
認
め

ら
れ
た。

そ
の
後、

本
作
品
は
京
都
市
美
術
館
で
の
展
覧
会
を
見
た
猪
田

七
郎(-
九一
七
I

九一―-)
が
購
入
し
た。
京
都
の
喫
茶
店
を
代
表

す
る
イ
ノ
ダ
コ
ー
ヒ
の
創
業
者
と
し
て
知
ら
れ
る
猪
田
は
ま
た、

二
科
会
会
員（
最
終
的
に
は
監
事
を
務
め
る）
で
も
あ
っ
た。
恐
ら

く、

橋
本
作
品
の
購
入
は
当
時
二
科
会
に
所
属
し
て
い
た
堀
内（一

九
四
七
年
に
会
員
推
挙、
六
六
年
に
退
会）
と
の
繋
が
り
だ
と
思
わ

れ
る
が、

経
緯
は
不
明。

猪
田
を
良
く
知
る
乙
野
裕
氏
に
よ
れ
ば、

東
郷
青
児（一
八
九
七

|―
九
七
八）
が
入
洛
の
際

例
え
ば、
か
つ
て
京
都
朝
日
会

館
の
壁
面
を
飾
っ
て
い
た
大
壁
画
《
平
和
と
団
結》(-
九
五―-)
の

制
作
を
は
じ
め
と
し
て

ー

な
ど
は
猪
田
が
「
付
き
き
り
で」
世

話
を
し
て
い
た
と
い
う。

猪
田
の
人
生
と
画
業
を
こ
こ
で
辿
る
に

は
紙
幅
が
足
り
な
い
し、
ま
た
そ
の
準
備
も
な
い。
臼
井
喜
之
介

は
著
書
の
な
か
で
猪
田
に
つ
い
て
「
京
都
の
チ
ャ
ー
チ
ル
会
の
会

員
で
も
あ
り、

静
物
が
う
ま
い」（『
新
編

京
都
味
覚
散
歩』
白
川

書
院
一
九
七
0)
と
記
し
て
い
る
が、

私
は
未
見。
た
だ
現
在、

京
都
市
美
術
館
が
所
蔵
す
る
彼
の
〈
壬
生
大
念
佛．
羅
生
門》(-
九

七
三）、
《
壬
生
大
念
佛・
夜
討
曽
我》（一
九
八
0)
に
は
土
着
的
幻

想
が
描
か
れ
て
い
る。
こ
れ
ら
は、

彼
が
北
脇
昇(-
九
01
—
五

一
）
や
小
牧
源
太
郎(-
九
0
六
—
八
九）
な
ど
と
い
っ
た
画
家
た
ち

と、

同
じ
時
代
に
同
じ
街
を
歩
い
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
作

品
と
な
っ
て
い
る。

橋
本
正
司
「
驚
き
と
反
発
と
尊
敬
の
四
年
間」『
現
代
の
眼

東
京

国
立
近
代
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス」
第
三
0
六
号
一
九
八
0
年
五
月

五
頁

21
二
回
掲
書

九
頁
（
初
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22
る
菜
科
「
量
塊
の
変
容

ー
植
木
茂
の
木
彫
作
品
を
中
心
に」『
河
井

寛
次
郎
と
植
木
茂

ふ
た
り
の
木
彫』
千
葉
市
美
術
館
―1
0
0

一
年
一
0
四
I―
二
八
頁

23
こ
橋
本
正
司
全
彫
刻
目
録
一
九
五一
ー
ニ
0
01―-」

註
3

作
品

集
一
三
六
ー一
三
七
頁

こ
こ
で
は、

作
品
番
号
2
（一
九
五
三）、
4
|
8
（一
九
五
四）、

13
（一
九
五
五）
を
指
す
（
た
だ
し、
こ
れ
ら
以
外
に
も
同
種
の

作
品
が
当
時
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
は、

当
時
の
会
場
写
真
な
ど

か
ら
判
る。

註
30
参
照
の
こ
と）。

24
�
「
現
代
美
術
懇
談
会（
ゲ
ン
ビ）
の
例
会」『「
津
高
和一
と
ゲ
ン
ビ
の

作
家
た
ち」
展
カ
タ
ロ
グ』
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
一
九
九
五

年

三
三
頁

25
ら
同
掲
書

三
二
頁

26
こ
註
22
と
同

27

公
7

村
輝
久
（
編）
「
今
村
輝
久

年
譜」『
今
村
輝
久
展』
伊
丹
市
立

美
術
館
一
九
九
0
年
六
月一
日

四
三
頁

28
了
大
阪
美
術
研
究
所
で
上
田
暁
の
指
導
を
受
け、
一
九
五
0
年
代
前

半
ま
で
郷
里
で
あ
る
伊
丹
市
に
住
ん
で
い
た
二
科
会
の
曾
山
節
雄

（一
九
二
六
ー
六
三）
は、

堀
内
や
橋
本
た
ち
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
鉄

を
素
材
と
し
た
抽
象
的
形
状
の
作
品
を
制
作
し
て
い
た
が、
現
存

す
る
作
例
に
乏
し
く、

今
回
比
較
で
き
な
か
っ
た。
ま
た、

橋
本

は
後
年、
曾
山
と
知
り
合
う
こ
と
に
な
る
が、
そ
れ
は
橋
本
が
関

東
に
移
住
し
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た。

竹
内
厚
子
「
資
料
紹
介

ー
曾
山
節
雄
の
淡
彩
ド
ロ
ー
イ
ン
グ」

『
東
京
都
現
代
美
術
館
紀
要』
東
京
都
現
代
美
術
館
一
九
九
六
年

三
月
二
五
日

二
九
ー
三
七、
一
二
九
頁

東
京
都
現
代
美
術
館
（
編）
『
東
京
都
現
代
美
術
館

収
蔵
作
品
図

録
ー』
東
京
都
現
代
美
術
館
一
九
九
七
年―一
月一一
八
日
―
―

一
、
一
九
四
ー一
九
五
頁

29
�
一
九
五
四
年
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
ゲ
ン
ビ
展
の
会
場
と
会
期
は

次
の
通
り。

大
阪
―
一
月一
三
ー一
八
日

松
坂
屋

京
都
―
一
月
ニ
ニ
ー
ニ
六
日

京
都
市
美
術
館

神
戸
―
―一
月一
0
|―
六
日

朝
日
会
館

30
二
「
作
品
目
録」
に
は
鉄
棒
を
素
材
と
し
た
作
品
は
〈
か
た
ち〉
し
か

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が、
「
年
譜」
に
は
目
録
掲
載
分
以
外
に
も
同

種
の
作
品
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る。
そ
の
た
め、
A
|

c

各
項
の
点
数
は
正
確
な
も
の
で
は
な
く、
こ
の
時
期
に
制
作
さ

れ
た
作
品
の
傾
向（
そ
の
割
合）
と
し
て
理
解
し
た
方
が
良
い。

一
九
五
五
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会
京
都
作

家
展
に
は、

目
録
未
掲
載
の
鉄
棒
に
よ
る
〈
エ
ス
キ
ー
ス〉
が
出

品
さ
れ
て
お
り、
会
場
の
記
録
写
真（「
年
譜」
一
九―――
頁）
か
ら

も
そ
の
形
状
は
推
測
で
き
る。
こ
の
作
品
な
ど
も、
前
年
に
制
作

さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る。

31
こ
堀
内
正
和
と
鋒
山
弘
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
橋
本
氏
の
他、
―1
0

0
五
年一
0
月
に
宮
永
東
山
氏
よ
り
教
示
を
受
け
た。

32
こ
堀
内
正
和
「
作
家
の
記
録

形
式
主
義
者
の
独
白」『
美
術
ジ
ャ
ー

ナ
ル』
通
巻
第
三
0
号
一
九
六
二
年
六
月
[―
二
]
頁

33
こ
註
22
と
同

本
節
の
準
備
中、

植
木
茂
の
御
遺
族
で
あ
る
植
木
未
魚
子
さ
ん

に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ、

植
木
の
熔
接
を
用
い
た一
九
五
0
年

代
初
頭
の
彫
刻
は
「
自
分（
彫
刻
家）
で
は
無
理
な
た
め、

鶴
橋
あ

た
り
の
鉄
工
所
に
発
注
し
て
い
た」
と
い
う。

彼
が
行
っ
た
鉄
材

の
熔
接
尊
入
と
作
品
制
作
の
外
部
発
注
は、

本
稿
で
取
り
上
げ
た

日
本
人
の
彫
刻
家
の
中
で
は
戦
後
で
も
か
な
り
早
い
例
と
推
測
さ

れ
る。私

は
以
前、
次
の
報
告
で
「
い
っ
ぱ
ん
に
（
日
本
の）
抽
象
彫
刻

の
分
野
に
お
い
て
熔
接
技
術
を
用
い
た
鉄
彫
刻
の
こ
こ
ろ
み
は
五

四
年、

堀
内
正
和
の
《
線
A〉
と
村
岡――一
郎
の
〈
1
9
5
4
年
7

月》（
共
に一
九
五
四）
が
は
じ
め
て
の
実
践
と
さ
れ
て
お
り
…
…」

と
記
し、
こ
の
植
木
の
こ
こ
ろ
み
を
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た。

藁
科
「
勅
使
河
原
蒼
風
の
立
体
造
形」『「
草
月
と
そ
の
時
代
一
九

四
五
—一
九
七
0」
展
カ
タ
ロ
グ』
草
月
と
そ
の
時
代
展
実
行
委

員
会
一
九
九
八
年
一
三、
五
九
頁

34
こ
堀
内
正
和
「
ビ
カ
ソ
の
彫
刻
か
ら
う
け
た
も
の」『
ビ
カ
ソ
全
集
8

彫
刻』
講
談
社
一
九
八
二
年
五
月
三一
日
―
二
六
頁

35
こ
田
中
晴
久
「
植
木
茂
試
論

1

金
属
彫
刻
の
展
開

ー」『
植
木
茂

展』
下
関
市
立
美
術
館
一
九
八
七
年
一
六―
_―
六
五
頁

36
�
こ
の
時
期
の
日
本
で
は、
鉄
を
素
材
と
し
た
立
体
造
形
は
彫
刻
の

分
野
よ
り
も
む
し
ろ、
い
け
ば
な
の
領
域
に
多
く
見
ら
れ
る。
こ

れ
は、

草
月
流
の
初
代
家
元
だ
っ
た
勅
使
河
原
行
風
(-
九
0
0

ー
七
九）
が
一
九
五
0
年
の
第一
一
回
美
術
文
化
協
会
展
で
発
表

叫
皿
希
肛
即
訓
望

胃，

←
 

,
i
!
!
 

ー
4

＼

；

釦い

ii

炉炉
ふ

コ

1

日
い
甘息

（

置
宋
生

塁
元

山
中
淳
白）

,

1

`
 

図
8�
山
中
祥
白
〈
希
望〉
一
九
五
四
『
産
業
経
済
新
聞（
大
阪
本
社
版）」

-
0
月
二
日
よ
り
転
載。

図
7二
勅
使
河
原
蒼
風
《
散
歩〉
一
九
五
〇

財
団
法
人
草
月
会
蔵

し
た
〈
散
歩〉（
図
7
)

を
皮
切
り
と
し
て、

草
月
流
の
み
に
止
ま

ら
ず
他
流
派
の
作
例
に
も
見
出
す
こ
と
が
出
来
る。
た
と
え
ば、

橋
本
が
〈
か
た
ち〉
を
制
作
し
て
い
た
五
四
年、
産
業
経
済
新
聞

（
大
阪
本
社
版）
の
婦
人
経
済
欄
（
五
面）
で
は
い
け
ば
な
の
写
真

が
カ
ッ
ト
と
し
て
定
期
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が‘
-
0
月
二
日

に
は
洛
陽
未
生
流
初
代
家
元
の
山
中
祥
白
(-
九
0
八
ー
九―-)
が

鉄
棒
を
用
い
て
い
け
た
《
希
望〉
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
8
)。

い
け
ば
な
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
鉄
材
を
用
い
た
立
体
造
形

（
構
成
物）
の
導
入
に
つ
い
て、
そ
れ
が
花
材
の
延
長
で
あ
る
か、

あ
る
い
は
花
器
の
そ
れ
で
あ
る
か
と
い
う
微
妙
な
問
題
は
あ
る
も

の
の、

本
稿
で
記
し
た
橋
本
の
周
辺
に
当
時、

彫
刻
の
分
野
以
外

で
も
（一
見）
近
似
し
た
作
例
が
あ
る
こ
と
は
留
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い。

37
は
珈
内
正
和
「
テ
ク
ニ
ッ
ク
・
J
,
卜」『[
ア
ー
ト
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
・

ナ
ウ
10

]

堀
内
正
和
の
彫
刻』
河
出
書
房
新
社
一
九
七
八
年――

月
二
八
日

七
五
頁

と
こ
ろ
で、

堀
内
が
一
九
五
四
年
に
鉄
棒
を
熔
接
し
た
作
品
を

35 



制
作
す
る
に
至
っ
た
周
辺
の
事
情
に
つ
い
て
見
る
と 、

こ
こ
で
引

用
し
て
い
る
テ
ク
ス
ト
に
は
鋒
山
弘
の
名
は
見
ら
れ
ず 、
「

京
都
学

芸
大
学
の
工
芸
の
先
生」

の
研
究
室
で
《
線
B〉

を
制
作
し
た
と

記
さ
れ
て
お
り 、

鋒
山
と
は
異
な
る
も
う
ひ
と
り
の
協
力
者
が
あ

っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（
残
念
な
が
ら
現
時
点
に
至
る
ま
で 、

京
都
学
芸
大
学
の
教
員
中 、

堀
内
の
回
想
に
該
当
す
る
人
物
が
た

れ
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は 、

同
定
で
き
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い

る）
。

五
四
年
当
時 、

堀
内
の
鉄
彫
刻
の
制
作 、

そ
の
技
術
的
側
面

を
助
け
た
人
物
は
現
在
の
と
こ
ろ 、

こ
の
二
名
に
限
定
さ
れ
て
い

る 。

彼
ら
が
堀
内
に
協
力
し
た
時
間
的
な
あ
と
さ
き
に
つ
い
て 、

い
く
つ
か
の
堀
内
の
回
想
と
橋
本
の
記
憶
を
総
合
す
る
と 、

堀
内

は
先
ず
「

京
都
学
芸
大
学
の
工
芸
の
先
生」

の
元
で
《
線
B〉

の

み
を
制
作
し 、

そ
の
後
鋒
山
の
協
力
を
得
て
《
線
A》

以
降
の
作

品
群
が
制
作
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

協
力
者
の
交
代
は
一

九
五
四
年
の
い
つ
ご
ろ
起
こ
っ
た
か 。

作

品
の
系
列
の
上
で
は
〈
線
B〉

と
《
線
A》
に
続
く

《
線
C》 、

そ

し
て
鉄
板
を
組
み
合
わ
せ
た
《
作
品》
が
前
述
の
二
点
に
先
ん
じ

て
こ
の
年
の
四
月
に
開
催
さ
れ
た
二
科
春
季
展
（
松
坂
屋
・

銀
座

東
京）
に
出
品
さ
れ
て
い
る
（
A
と
B
は
こ
の
年
の
九
月
に
東
京
都

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
第
三
九
回
二
科
展
で
発
表
さ
れ
た）

と
こ

ろ
か
ら 、

長
期
に
見
積
も
っ
た
と
し
て
も
一

月
か
ら
三
月
に
か
け

て
の
間
の
で
き
ご
と
だ
っ
た
だ
ろ
う 。

そ
し
て 、

こ
の
期
間
の
短
さ
と
二
科
春
季
展
に
出
品
さ
れ
て
い

た
作
品
が
「

線」

の
構
成
と
「

面」

の
組
み
合
わ
せ
に
拠
る
鉄
彫

刻
で
あ
っ
た
こ
と
は 、

堀
内
の
鉄
彫
刻
制
作
の
最
初
期
は 、

階
梯

を
踏
ま
え
た
「

線
↓

面」
へ
の
展
開
と
い
う
よ
り
も 、

現
場
で
ほ

ぼ
同
時
に
着
手
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る 。

38
ロ
ピ
エ
ー

ル
・

デ
ッ
ク
ス

太
田
泰
人
・

訳
「
ピ
カ
ソ
と
近
代
彫
刻
の

革
新」

註
34
と
同

一
―
四
頁

39
こ
註
20
と
同

40
こ
註
37
と
同

七
四
頁

41
�
《
か
た
ち》

や
《
作
品》

な
ど 、

橋
本
の
一

九
五
四
年
当
時
の
鉄
を

素
材
（
そ
れ
が
鉄
板
か 、

鉄
棒
で
あ
る
か
の
種
類
を
問
わ
ず）
と
し

た
作
品
は 、

本
文
で
見
た
と
お
り 、

空
間
を
「

作
品
／
も
の」

の

一

部
と
し
て
扱
お
う
と
し
て
い
る 。

こ
の
指
（
志）
向
の
類
例
を
同

時
期
の
国
内
に
求
め
よ
う
と
す
れ
ば 、
一

九
五
一

年
に
結
成
さ
れ

私
は 、

斎
藤
が
平
面
か
ら
立
体
造
形
に
展
開
す
る
な
か
で 、

そ

の
空
間
の
質
は
現
実
(

11

物
質）

的
な
も
の
と
は
異
な
る
の
で
は
な

い
か
と
以
前
記
し
た
こ
と
が
あ
っ
た 。

こ
の
見
解
は
現
在
で
も
変

更
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る 。

今
回
橋
本
作
品
を
考

え
る
う
え
で
比
較
を
行
っ
た
堀
内
の
作
品 、

そ
れ
が
帯
び
て
い
る

空
間
の
質
は 、

斎
藤
作
品
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る 。

堀
内
は
一

九

五
四
年
に
初
め
て
手
掛
け
た
鉄
（
を
素
材
と
し
た）
彫
刻
の
制
作
に

つ
い
て
後
年 、
「
…
…

翌
年
（
引
用
者
註
�
一
九
五
四
年）
か
ら
鉄
の

熔
接
を
は
じ
め 、

そ
れ
ま
で
頭
の
な
か
だ
け
で
考
え
て
い
た
線
と

面
に
よ
る
空
間
構
成
が
純
粋
な
形
で
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
嬉
し
く
な」
っ
た
と
記
し
て
い
る 。

彫
刻
家
に
と
っ
て
三
次
元

の
こ
の
現
実
の
空
間
と
は 、
「

頭
の
な
か」

と
等
質
あ
る
い
は
そ
の

延
長
に
過
ぎ
な
か
っ
た 。

相
互
関
係
の
検
証
は
他
稿
に
譲
る
と
し
て 、

村
山
の
著
作
に
影

響
を
受
け
た
こ
と
を
し
ば
し
ば
語
っ
て
い
た
斎
藤
と
堀
内
の
ふ
た

り
は 、

揃
っ
て
現
実
の
空
間
と
は
異
な
る
次
元
に
自
作
を
展
開
さ

せ
て
い
た
こ
と
に
な
る 。

堀
内
正
和
「

み
つ
昔
ま
え
の
こ
と
な
ど」
『

坐
忘
録

オ
フ
ザ
ケ
ッ

セ
＆
ク
ソ
マ
ジ
メ
レ
ク
チ
ャ
ク
チ
ャ

』

美
術
出
版
社

一

九
九
〇

年―
一

月一
日

二
0
五
頁
（
初
出

一

九
八
0)

藁
科
「「

反
対
称」

に
つ
い
て」
『

斎
藤
義
重
展
図
録』

斎
藤
義
重
展

村
山
知
義

（
彫
刻）
…•

堀
内
正
和・・・・
橋
本
正
司

（
平
面
か
ら
立
体
造
形
へ

斎
藤
義
重

北
代
省―

た
実
験
工
房
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
北
代
省―――
（一

九―
―
-
|―1

0
0

-
)
が
一

九
五
二
年
頃
か
ら
種
々
の
機
会
に
発
表
し
て
い
た 、

モ
ビ

ー
ル
や
ス
タ
ビ
ル
が
挙
げ
ら
れ
る 。

北
代
の
制
作
活
動
が
本
格
的
に
な
っ
た
時
期
は 、

ア
ジ
ア・
太
平

洋
戦
争
が
終
結
し 、

彼
が
サ
イ
ゴ
ン
か
ら
復
員
し
て
後 、
一

九
四

八
年
か
ら
で
あ
り 、

当
初
は
絵
画
か
ら
出
発
し
て
い
る 。

彼
の
当

時
の
交
流
圏
に
は
先
達
と
し
て
斎
藤
義
重
（一

九
0
四
ー

ニ
0
0

-
)

が
お
り 、

彼
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て 、（
厳
密
に
は
橋
本
と

堀
内
の
よ
う
な
関
係
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ）
五
0
年
代
に
お
け
る

表
現
の
傾
向
と
し
て
次
に
示
す
系
列
づ
け
が
可
能
で
あ
る 。

実
行
委
員
会

（
二
0
0
六
・

一
・

ニ
八

藁
科
記）

―1
0
01―一
年一

月
二
五
日

ニ――――-
|-――

1一
五
頁

本
報
告
を
纏
め
る
に
当
た
り 、

作
者
で
あ
る
橋
本

正
司
氏
を
は
じ
め 、

植
木
未
魚
子
（
植
木
茂
ア
ト
リ
ヱ
記
念

館
館
長）

、

大
竹
輝
明
（
草
月
美
術
館
学
芸
員）

、

小
栗
茂
樹 、

産
経
新
聞
大
阪
本
社

編
集
局
調
査
部 、

洲
鎌
佐
智
子
（
京
都

府
京
都
文
化
博
物
館
学
芸
員）

、

平
井
章
一
（
兵
庫
県
立
美
術

館
学
芸
員）

、

道
越
隆
夫
（
京
都
市
立
伏
見
工
業
高
等
学
校
校

長）
、

三
代
宮
永
東
山 、

山
中
祥
巧
（
華
道
洛
陽
未
生
流
三
代

家
元）

各
氏
の
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た 。

末
尾
な
が
ら
謹
ん

で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 。

[
追
記]
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Hashimoto Shoji Sculptures in the Chiba City Museum of 

Art Collection 

Warashina Hideya 

Hashimoto Shoji(b.1933) began to create and display sculptural works in the early 1950s, while 

he was still a student at the Kyoto Municipal University of Arts. Born in Kyoto, Hashimoto studied 

ceramics at the Kyoto Municipal Technical High School. Through teachers at the school he was intro­

duced to Yagi Kazuo (1918-79) and Suzuki Osarnu (1926-2001), both founding members of the Sodeisha 

group of avant-garde potters. This introduction heightened Hashimoto's interest in new sculptural 

forms. Hashimoto studied under two sculptors at university, Tsuji Shindo (1910-81) and Horiuchi 

Masakazu (1911-2001). Both men had begun displaying sculptures in the 1930s, and both represent 

the Japanese sculpture world's anti-Rodinist search for new expression. Through their guidance, 

Hashimoto sought an understanding of abstract art as he participated in study groups such as the 

Gendai Bijutsu Kondankai (known as Genbi and one of the source groups for the internationally 

renowned Gutai group) and the Shikokai, which studied avant-garde ceramics along side the Sodeisha 

in the 1950s. 

The Chiba City Museum of Art collection includes three works by Hashimoto dating to the 1950s. 

They were all revolutionary for their time in Japan in terms of both material and expression. Torso 

(1953) is made of cement; Form (1954) was created from iron rods, while Work (1954) was made by 

curving sheet iron. In particular, the two works made from steel reveal that Hashimoto had surpassed 

his teachers in his approach in which he gives equal importance to the art object itself and to its 

connection with its surrounding environment. 

Hashimoto's works also stand up against those new forms of sculpture being created in America 

and Europe at the time. These works reveal the artist's keen sensibilities and the nature of his interests 

and environment from high school through university as he experienced the contemporary art move­

ments of his surrounding Kyoto, Osaka and Kobe region. While none are large in scale, each indicates 

post-war Japan entering a new age after its defeat in World War II. 

(Translated by Martha McClintock) 



平
成
十
四
年
度
よ
り
当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
個
人
所
蔵

の
作
品
を
紹
介
す
る
（
口
絵
カ
ラ
ー
図
版）
。

紙
本
金
地
着
色
六
曲
一

双
の
中
屏
風
（
本
紙
の
サ
イ
ズ
は

各
六
四
•

四
x-
―
三――-
•
三）
で、

中
央
の
金
地
の
部
分
に
多

種
の
椿
が
描
か
れ
た
《
椿
図
屏
風
》

で
あ
る。

絵
の
両
端
に

は
若
干
切
り
詰
め
か、

も
し
く
は
縁
に
隠
れ
た
部
分
が
あ
る

よ
う
な
の
で、

当
初
は
幅
広
の
縁
が
つ
い
た
こ
の
よ
う
な
姿

の
屏
風
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
も
残
さ
れ
る。

制
作
時
期
と

し
て
は
江
戸
時
代
初
期、

十
七
世
紀
中
＼
後
期
ま
で
に
は
さ

か
の
ぼ
る
も
の
と
思
わ
れ
る。

こ
の
屏
風
は
受
託
後
ま
も
な
く‘
―
1
0
0一
一
年
四
月
か
ら

六
月
に
開
催
し
た
展
覧
会
「
ジ
・
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ー
逢
坂

卓
郎、

須
田
悦
弘、

大
塚
聡、

渡
辺
好
明」

に
お
い
て、

須

田
悦
弘
氏
の
木
彫
作
品
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
初
め
て

展
示
を
し
た
（
同
展
図
録
の
写
真
を
参
照）
。

屏
風
絵
か
ら

ぽ
と
り
と
二
輪
が
落
ち
た
よ
う
な
風
情
の
木
彫
の
椿
の
姿
が

黒
い
屏
風
台
に
映
り
込
ん
だ
様
子
は、

庭
の
銘
椿
で
も
知
ら

れ
る
京
都
の
法
然
院
で、

二
十
五
菩
薩
を
象
徴
す
る一
一
十
五

の
椿
花
が
本
堂
の
板
の
間
に
散
華
さ
れ
た
さ
ま
も
思
わ
せ

た。

そ
し
て
本
年
度
十
月
か
ら
十
二
月
に
開
催
し
た
「
江
戸

寄
託
作
品
紹
介

《
椿
図
屏
風》

に
つ
い
て

本
屏
風
は、

さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の
ツ
バ
キ
が、

か
た
や
接

ぎ
木
の
状
態、

か
た
や
各
種
の
立
派
な
花
入
に
生
け
ら
れ

て、

多
数
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る。

屏
風
の
左
右
の
配
置
に

つ
い
て
特
に
意
図
は
感
じ
ら
れ
な
い
の
で、

仮
に
接
ぎ
木
の

方
を
右
隻
と
呼
び、

花
入
れ
の
方
を
左
隻
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
と、

右
隻
に
は
十
九
輪、

左
隻
に
は一
一
十
九
輪
と
い
う
多

数
の
ツ
バ
キ
が、

色
や
花
び
ら
や
蕊
の
形
な
ど
一

っ
―

つ
の

特
徴
を
明
示
す
る
よ
う
に
詳
し
く
描
か
れ
る。

i雷
も
一

部
に

見
ら
れ
る。

花
は
そ
の
特
徴
が
最
も
よ
く
伝
わ
る
よ
う
な
向

一
、

概
要

絵
画
の
た
の
し
み」

展
で
は、

画
帖
や
版
本
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
形
の
作
品
を
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
飾
っ
た。

当
館
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
江
戸
時
代
初
期
の
花
の
絵
は
含
ま
れ
ず、

美

術
館
に
と
っ
て
有
り
難
い
屏
風
で
も
あ
る。

本
稿
で
は、

こ
の
所
蔵
作
品
展
の
折
に
米
館
者
か
ら
も
ご

要
望
を
い
た
だ
き
な
が
ら、

展
示
で
は
触
れ
得
な
か
っ
た
本

屏
風
の
稀
少
な
価
値
と
時
代
性
に
つ
い
て、

紹
介
を
試
み
た

い
と
思
う。

き
に
揃
え
て
描
か
れ、

そ
れ
ら
に
は
微
妙
な
サ
イ
ズ
の
描
き

分
け
が
あ
る。

お
よ
そ
七
セ
ン
チ
か
ら
十
ニ
セ
ン
チ
ほ
ど

で、

大
輪、

中
輪、

小
輪
な
ど
と
言
い
当
て
ら
れ
る
く
ら
い

で
あ
り、

あ
る
い
は
原
寸
の
つ
も
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ

る。

描
写
は、

く
つ
き
り
と
し
て
華
や
か
な
椿
花
の
魅
力
を

存
分
に
伝
え、

屈
曲
す
る
枝
や
つ
や
や
か
で
堅
そ
う
な
葉
が

反
り
返
る
感
じ
な
ど
も
一

様
で
な
く、

ま
た
葉
の
茂
り
方
も

よ
く
整
理
さ
れ
る
な
ど、

絵
と
し
て
優
れ
た
表
現
力
を
示
す

も
の
と
思
う。

園
芸
書
や
図
譜
類
に
み
ら
れ
る
線
主
体
の
表

現
と
は
異
な
り、

金
地
に
映
え
る
よ
う
な
重
厚
な
賦
彩
で、

赤
い
花
び
ら
は
墨
線
を
見
せ
ぬ
よ
う
赤
色
の
濃
淡
で
塗
り
込

ん
で
描
か
れ
る。

蕊
の
点
々
も
盛
り
上
げ
の
技
法
が
見
ら

れ、

葉
の
中
央
の
葉
脈
線
に
は
金
泥
を
用
い
て
い
る。

花
に

比
べ
れ
ば、

葉
の
形
は
一

部
を
の
ぞ
い
て
品
種
の
描
き
分
け

に
そ
れ
ほ
ど
執
着
は
み
ら
れ
ず、

ま
た
接
ぎ
木
を
し
た
台
木

な
ど
は
簡
単
な
筆
致
で
あ
る。

こ
の
よ
う
に
多
種
の
ツ
バ
キ
の
描
写
が
魅
力
的
な
本
図
だ

が、

あ
ら
た
め
て
見
て
み
れ
ば
本
図
に
は
非
常
に
興
味
深
い

点
が
い
く
つ
か
あ
る。

第
一

に、

右
隻
の
ツ
バ
キ
は、

花
鳥
図
屏
風
な
ど
に
描
か

松

尾

知

f
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図1

れ
て
き
た
よ
う
な
自
然
の
成
長
し
た
花
木
の
姿
で
は
な
く、

い
ず
れ
も
接
ぎ
木
を
し
て
栽
培
さ
れ
る
姿
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る。

し
か
も、

あ
る
も
の
は
接
合
面
を
竹
の
皮
で
く

る
ん
で
大
切
に
守
り、

あ
る
も
の
は
染
付
ら
し
き
洒
落
た
猪

口
の
よ
う
な
も
の
に
水
を
入
れ
て
台
木
に
く
く
り
つ
け
て
穂

木
を
ひ
た
し
て
い
る
（
図
1）
（
こ
れ
は
び
ん
継
ぎ
と
い
い
、

成
功
率
の
高
い
接
ぎ
木
の
方
法
と
い
う。
）
（
註
1
)

と
い
う
具

合
に、

ツ
バ
キ
を
愛
好
し
新
た
な
品
種
を
殖
す
さ
ま
が
具
体

的
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る。

江
戸
時
代
初
期
に
は
ツ
バ
キ
の

実
を
ま
い
て
育
て
る
実
生
も
有
力
な
栽
培
方
法
と
し
て
あ
っ

た
よ
う
だ
が、

花
を
咲
か
せ
る
ま
で
に
は
年
月
が
か
か
る
の

で、

新
し
い
品
種
を
作
り
出
す
の
に
有
効
な
接
ぎ
木
に
よ
る

増
殖
が
す
で
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た。

名
の
あ
る
ツ
バ
キ

の
優
れ
た
接
ぎ
穂
を
入
手
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。

台
木

を
買
っ
た
り
掘
っ
た
り
し
て
吟
味
の
上
用
意
を
し、

こ
れ
を

差
し
出
し
て
接
い
で
も
ら
っ
た
り
し
た
ら
し
い
。

本
図
に
は

青
磁
の
立
派
な
鉢
に
活
着
し
た
状
態
の
ツ
バ
キ
も
描
か
れ
て

お
り、

日
記
な
ど
の
古
記
録
に
し
ば
し
ば
記
さ
れ
る
鉢
物
の

一

方、

左
隻
の
ツ
バ

キ
は
い
ず
れ
も
生
け
ら
れ
た
姿
だ

が、

そ
の
花
生
が
座
敷
飾
り
に
用
い
る
よ
う
な
豪
華
な
唐
物

な
ど
で、

文
様
な
ど
細
部
ま
で
念
入
り
に
描
か
れ
て
い
る
こ

と
に
も
目
を
ひ
か
れ
る。

向
か
っ
て
右
か
ら、

雷
文
つ
な
ぎ

な
ど
の
文
様
が
刻
ま
れ
環
耳
の
つ
い
た
古
銅
の
花
瓶、

青
白

磁
の
よ
う
な
色
合
い
で
口
が
五
弁
花
形
の
下
蕪
面
取
長
頸
花

瓶、

や
は
り
文
様
が
あ
り
環
耳
の
つ
い
た
古
銅
の
花
瓶、

ロ

が
大
き
く
ラ
ッ
パ
の
よ
う
に
開
い
た
瀬
戸
か
朝
鮮
唐
津
の
よ

う
な
花
入、

環
の
つ
い
た
伊
賀
の
よ
う
な
茶
陶、

細
い
頸
の

唐
物
の
染
付
を
表
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る。
一

図
以
外
は

三
具
足
を
載
せ
る
よ
う
な
立
派
な
花
台
や
薄
板
に
の
せ
ら
れ

て
お
り、

環
の
つ
い
た
花
入
は、

桃
山
時
代
に
例
が
多
い
と

い
う
床
に
掛
け
る
掛
花
入
な
の
で
花
台
を
敷
い
て
い
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に、

本
図
に
は
ツ
バ
キ
の
名
称
が
記
さ
れ
た
貼
札
が

あ
っ
て
（
三
枚
は
失
わ
れ
た
跡
が
あ
る）
、
一
二
十
種
の
ツ
バ
キ

の
名
前
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る。

各
札
は
打
曇
り

の
厚
い
料
紙
を
切
っ
た
も
の
で、

同
一

人
に
よ
り
書
か
れ
て

い
る。

こ
れ
だ
け
の
品
種
名
を
制
作
者
と
全
く
離
れ
た
環
境

で
名
付
け
が
で
き
る
の
か
と
思
う
一

方、

札
の
貼
ら
れ
て
い

な
い
数
種
も
あ
り
剥
落
し
た
形
跡
も
な
い
こ
と
な
ど
も
あ
っ

て、

全
く
同
時
期
の
も
の
と
断
言
は
し
づ
ら
い
が、

時
代
が

下
が
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ。

贈
答
の
様
子
ま
で
も
初
彿
と
さ
せ
る
こ
と
は
大
変
興
味
深

し
（
註
2
)

ツ
バ
キ
の
育
成
に
関
し
て
の
研
究
を
た
ど
る
と
し
ば
し
ば

記
さ
れ
る
よ
う
に、

江
戸
時
代
初
期、

寛
永
期
を
中
心
に
椿

ブ
ー
ム
と
も
い
う
べ
き
状
態
が
あ
り、

そ
れ
は
京
都
に
お
け

る
御
所
を
は
じ
め、

江
戸
に
お
け
る
将
軍
秀
忠
の
周
辺
な
ど

広
範
囲
に
及
ぶ
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る。

し
か
し、

そ
の

状
況
を
目
で
た
ど
れ
る
資
料
で
表
現
に
も
優
れ
た
絵
画、

博

物
学
的
に
も
有
用
な
ほ
ど
花
や
葉
の
形
が
明
快
に
描
か
れ
て

い
て、

し
か
も
当
時
の
呼
称
も
わ
か
る
と
い
う
条
件
を
揃
え

た
文
献
や
作
品
は、

実
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る。

本
図
は

そ
の
稀
少
な
一

例
と
考
え
る
の
で、

は
じ
め
に
こ
の
点
か
ら

検
討
し
た
い
。

二
、
江
戸
時
代
初
期
の
椿
ブ
ー
ム
と
絵
画

日
本
に
自
生
す
る
ツ
バ
キ
属
は、

ヤ
ブ
ツ
バ
キ、

ユ
キ
ッ

バ
キ、

サ
ザ
ン
カ、

ヒ
メ
サ
ザ
ン
カ
の
四
種
で、

い
ず
れ
も

日
本
の
固
有
種
で
あ
る
が、

そ
れ
ら
は、

花
の
色
（
紅、

桃、

淡
桃、

白、

深
紅、

紫
紅、

し
ぼ
り、

斑
入、

咲
分
な
ど）

や
形
（
大
輪、

中
輪、

小
輪、
一

重、

半
八
重、

唐
子
咲、

矢
倉
咲、

狂
咲
な
ど）
に
変
異
が
お
び
た
だ
し
く
多
い
ば
か

り
で
な
く、

葉
の
形
に
も
異
形
や
多
様
な
文
様
（
長
卵、

楕

円
形、

角
葉、

大
葉、

長
葉、

小
葉、

斑
入、

金
魚
葉、

鋸

葉
な
ど）

が
出
て
面
白
い
う
え
に、

強
靭
で
栽
培
が
比
較
的

楽
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で、

江
戸
時
代
も
早
々
に
本
格
的
に
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）
う
し
た
状
況
を
反
映
し
て、

寛
永
期
に
相
次
い
で
『
百

園
芸
品
種
が
育
成
さ
れ
た。

日
本
の
園
芸
史
に
お
い
て
最
初

に
取
り
組
ま
れ
た
の
が
ツ
バ
キ
だ
っ
た
の
で
あ
る。

江
戸
時
代
に
お
け
る
椿
愛
好
の
第
一

次
ブ
ー
ム
と
も
い
う

さ
ま
は、

日
野
資
勝(
-

五
七
七
S
一

六――一
九）
の
『
資
勝
卿

記』

や
鳳
林
承
章
(
-

五
九
三
s
一

六
六
八）
の
『
隔
莫
記』

な
ど
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る。

後
水
尾
上
皇
の
仙
洞
御
所

に
は
椿
の
花
壇
も
あ
り、

立
花
で
見
た
椿
が
欲
し
い
と
早
速

接
い
で
差
し
出
す
よ
う
求
め
た
り、

逆
に
上
皇
か
ら
椿
を
賜

っ
た
者
も
い
る（
註
3
)。

椿
園
を
持
っ
て
い
た
公
家
衆
も
あ

り、

寛
永
の
末
年
に
は
京
都
に
は
接
ぎ
木
を
職
業
と
す
る
者

や、

椿
を
売
る
椿
屋
も
出
現
し
た
ら
し
い。

儒
学
者
朝
山
意

林
庵
(
-

五
八
九
S
一

六
六
四）
の
仮
名
草
子
『
清
水
物
語』

（
寛
永
十
五
・
一

六
三
八
年
刊）
に
も、
「
こ
の
ご
ろ
椿
の
花
は

や
る」

と、

都
に
各
地
か
ら
見
事
な
ツ
バ
キ
が
集
め
ら
れ
た

こ
と
を
記
し
て
い
る。

江
戸
に
お
い
て
も
特
に一
一
代
将
軍
秀
忠
は
「
花
癖」

が
あ

っ
た
と
さ
れ、

各
国
よ
り
種
々
の
珍
品
の
献
上
を
受
け
た
こ

と
や、
「
広
島
し
ぼ
り」

と
い
う
ツ
バ
キ
を
接
木
に
し
て
献

じ
る
者
が
あ
り、

後
園
に
植
え、

い
つ
咲
く
か
と
月
日
を
数

え
て
待
っ
て
い
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る（
註
4
)。

国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
蔵
《
江
戸
図
屏
風》

に
は
江
戸
城
内
に
囲
い

を
設
け
た
花
畠
が
描
か
れ
て
お
り、

植
栽
の
半
分
は
椿
で
あ

る
よ
う
な
の
も
将
軍
家
の
好
み
を
反
映
し
た
も
の
と
さ
れ
る

゜

（
註
5
)

椿
図』

と
称
す
る
著
作
が
成
立
し
て
い
る
（
註
6
)

が、

残
念

な
が
ら
誓
願
寺
法
主
安
楽
庵
策
伝
(
-

五
五
四
S
一

六
四

二）

の
『
百
椿
集』
（
寛
永
七
・
一

六――-
0
年）
（
註
7
)

以
外
そ

の
内
容
が
知
ら
れ
ず、

図
も
伴
わ
な
い
た
め
姿
は
確
認
で
き

な
い。

策
伝
は
文
禄――一
年(
-

五
九
四）
に
堺
の
正
法
寺
に
入

山
し
て
以
来
長
き
に
わ
た
り
椿
を
収
集
し
て
百
種
に
至
っ
た

と
い
う
が、

京
都
へ
入
り
元
和
初
年
以
降
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が

加
速
し
て
い
る
よ
う
で、

こ
の
頃
の
愛
好
熱
の
広
が
り
が
う

か
が
え
る。

策
伝
は
そ
れ
を
白
玉、

赤
椿、

雑、

薄
色、

紫

椿、

替
物
と
分
類
し
て
記
し
て
い
る。

そ
の
名
称
に
は
ユ
ー

モ
ア
が
あ
っ
て、

既
存
の
銘
椿
だ
け
で
な
い、

策
伝
の
命
名

に
な
る
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る。

近
年
紹
介
さ
れ
た
《
百
椿
図
巻
》
（
二
巻、

根
津
美
術
館

蔵）
（
註
さ
は、

絵
も
描
か
れ
た
も
の
で、

篠
山
城
主
松
平
山

城
守
忠
国
が
出
来
上
が
っ
た
図
に
当
時
の
文
化
人
に
賛
を
求

め、

長
男
松
平
日
向
守
信
が
遺
志
を
継
い
で
成
っ
た
と
さ
れ

る。

六
十
八
図、

四
十
九
人
五
十
二
首
の
画
賛
が
あ
り、

椿

花
の
様
々
な
あ
し
ら
い
と
そ
の
雅
名
に
寄
せ
た
歌
を
集
め
る

と
い
う
趣
向
の
面
白
さ
と
と
も
に、

そ
れ
ぞ
れ
の
ツ
バ
キ
の

名
前
が
知
ら
れ
る
点
も、

大
変
貴
重
で
あ
る。

絵
は
謹
直
で

図
式
的
な
表
現
で
は
あ
る
が、

寛
永
十
年
（
一

六
三――-)
頃
ま

で
に
完
成
し
た
か
と
み
ら
れ
て
い
る。

こ
の
図
巻
に
賛
を
寄

せ
た
一

人、

鳳
林
承
章
に
よ
れ
ば、

当
時
こ
の
図
は
「
狩

野
三
（
山）

楽
筆
の
由」

と
言
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
（
註
9
)
0

一

方、
『
椿
花
図
譜」
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵）
は、

ほ
ぼ
原
寸

六
曲
一

双

妙
心
寺
麟
祥
院
蔵

大
の
椿
花
が
七
百
二
十
図、

重
複
す
る
図
や
サ
ザ
ン
カ
を
除

く
と
ツ
バ
キ
の
品
種
と
し
て
は
六
百
十
八
種
と
い
う
多
数
の

図
が
収
め
ら
れ、

各
図
に
名
称
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
画
帖
で

あ
る。

名
前
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と、

描
写
が
精
密
な
こ

と、

品
種
が
多
い
こ
と
で、

類
書
中
随
一

の
存
在
で
あ
る。

葉
は
描
か
れ
ず、

折
枝
状
に
花
の
み
で
あ
る
が、

ツ
バ
キ
の

多
様
な
種
類
の
う
ち
ほ
と
ん
ど
の
花
形、

花
色
を
既
に
こ
こ

に
見
る
こ
と
が
で
き
る。

江
戸
時
代
前
期、

ま
た
は
元
禄
頃

の
も
の
か
と
さ
れ
て
い
る
（
註
10
)。

同
じ
頃
ま
で
の
絵
画
作
品
と
し
て
は、

ま
る
で
こ
の
図
譜

中
の
図
を
屏
風
に
張
り
込
ん
だ
よ
う
な
趣
の
色
紙
貼
交
屏
風

が、

左
記
の
よ
う
に
複
数
知
ら
れ
て
い
る。
（
名
称
等
は
紹

介
時
の
通
り
記
す。）

（
一
）
《
百
椿
図
屏
風》

江
戸
時
代
前
期
（
註
11
)

片
隻
に
丸
く
切
り
抜
い
た
図
が
各
扇
六
図
ず
つ
で一
二
十
六

図、

も
う
片
隻
に
長
方
形
の
図
が
各
扇
五
図
ず
つ
で一―-
+

図、
一

双
で
合
計
六
十
六
図
が
貼
り
付
け
ら
れ
た
屏
風。

花

名
は
記
さ
れ
な
い。

(-
―)
《
椿
図
屏
風》

六
曲
一

双

松
山
市・
平
山
徳
雄
氏
蔵

江
戸
時
代
初
期
（
翡）

枝
葉、

i雷
も
描
か
れ
た
ツ
バ
キ
の
図
が、
一

扇
に
五
図
ず

つ、
一

双
で
計
六
十
図
貼
り
付
け
ら
れ、

花
名
が
記
さ
れ

る。

狩
野
永
徳
筆
の
伝
承
が
あ
る
が、
「
元
和」

の
銘
も
あ

る
の
で
永
徳
以
後
の
狩
野
派
の
筆
と
紹
介
さ
れ
る。
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(-―-)
《
椿
花
貼
合
屏
風》

六
曲
一

双

蔵

江
戸
時
代
中
期
ま
た
は
元
禄
期
頃
か
（
註
13
)

各
扇
に
六
図
ず
つ、
一

双
で
計
七
十
二
図
が
貼
り
付
け
ら

れ、

花
名
が
記
さ
れ
る。

枝
葉
が
描
か
れ
て
お
り、

中
に
は

一

枝
に
色
違
い
の
も
の
や
一

重
と
八
重
の
も
の
が
つ
い
て
い

る
も
の
も
あ
る。

根
津
本
《
百
椿
図
巻
》

に
は
狩
野
伊
川
院
の
「
山
楽
筆」

と
の
極
書
が
付
属
す
る
が、

こ
の
ほ
か
の
屏
風
に
も
「
狩
野

山
楽
筆」

の
伝
承
を
伴
う
も
の
が
あ
る
（
註
14
)。

い
ず
れ
も
そ

こ
ま
で
は
時
代
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る。

こ
の
ほ
か
絵
画
で
は、

花
鳥
図
屏
風
な
ど
に
ツ
バ
キ
の
姿

は
散
見
さ
れ
る
が、

主
役
と
し
て
大
き
く
描
か
れ
た
作
品
は

見
い
だ
せ
な
い。

伝
尾
形
光
琳
《
梅
椿
図
屏
風》（
仁
和
寺

蔵）（
註
15
)

は
ツ
バ
キ
を
主
役
級
に
描
い
た
少
な
い
例
で
あ
る

が、
一

双
の
う
ち
右
隻
に
高
接
ぎ
を
し
た
様
子
の
ツ
バ
キ
が

数
種
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
注
目
さ
れ
る。

幹
に
施
さ
れ
た

た
ら
し
込
み
の
彩
色
な
ど
確
か
に
琳
派
風
で
は
あ
る
が、

光

琳
前
後
の
周
辺
作
家
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か。

一

方、

画
家
の
ス
ケ
ッ
チ
の
中
に、

実
際
の
ツ
バ
キ
を
写

生
し
花
銘
も
写
生
の
日
付
も
明
ら
か
な
も
の
が
あ
っ
て、

図

譜
の
少
な
い
十
七
世
紀
で
は、

博
物
学
上
も
大
変
貴
重
な
資

料
と
な
っ
て
い
る。

狩
野
探
幽
画
《
草
木
花
写
生
》（
東
京
国

立
博
物
館
蔵）（
註
琶

や、

狩
野
重
賢
画
《
草
木
写
生
》（
国
会

図
書
館
蔵）（
註
17
)、

狩
野
常
信
画
《
草
花
魚
貝
虫
類
写
生
図》

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵）
（
註
18
)

が
そ
れ
で
あ
る。

重
賢
の

岸
川
慎
一

郎
氏

《
草
木
写
生
》

に
は、

美
濃
の
加
納
の
地
で
写
生
さ
れ
た
ツ

バ
キ
が
見
ら
れ、

ガ
治―
-、
-―一
年
（
一

六
五
九、

六
0)

と

写
生
の
年
月
日
が
判
明
し
て
貴
重
で
あ
る
（
註
19
)。

常
信
の
ス

ケ
ッ
チ
は、

第
二
十
五
巻
に
ツ
バ
キ
の
図
ば
か
り
が
集
め
ら

れ
て
お
り、

元
禄
期
前
後
の
写
生
日
と
と
も
に
「
上
野」

と

記
さ
れ
た
も
の
が
多
く、

写
生
地
と
考
え
ら
れ
る
の
は
大
変

興
味
深
い
（
註
20
)

0

こ
れ
に
続
く
時
代
は、

江
戸
を
中
心
に
ツ
バ
キ
の
第
二
次

ブ
ー
ム
と
い
わ
れ、

園
芸
品
種
も
格
段
に
増
え、

そ
れ
を
記

し
た
園
芸
書
も
刊
行
さ
れ
て
い
く。

延
宝
九
年
（
一

六
八

-
)

刊
の
水
野
正
勝
『
花
壇
綱
目』

は、

図
は
な
い
が
そ
の

喘
矢
で、

ツ
バ
キ
の
名
前
が
六
十
六
種
記
さ
れ
て
い
る
（
註
21
)。

そ
し
て
伊
藤
伊
兵
衛
三
之
丞
著
『
花
壇
地
錦
抄』

と
そ
れ
に

引
き
続
く
増
補、

広
益、

附
録
と
い
う
一

連
の
『
地
錦
抄』

シ
リ
ー
ズ
が
あ
る。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
全
体
で
は
ツ
バ
キ
の
名

称
も
二
百
二
十
九
種
が
あ
げ
ら
れ
る
な
ど、

江
戸
時
代
か
ら

現
代
へ
系
統
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
う
え
で
最
も
重
要
な
資
料
で

あ
る
（
註
22
)。

こ
の
よ
う
に
ツ
バ
キ
関
係
史
料
の
遺
存
状
況
を
概
蜆
し
て

み
る
と、

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に、

本
図
が
ツ
バ
キ
の
様
々

な
品
種
の
色
や
形
の
ほ
か
栽
培
さ
れ
愛
玩
さ
れ
る
姿
も
描
き

留
め、

し
か
も
そ
れ
ら
の
古
名
も
わ
か
り、

絵
画
と
し
て
の

表
現
に
も
優
れ
て
い
る
と
い
う、

他
に
類
例
の
な
い
屏
風
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る。

問
題
は
そ
の
制
作
年
代

で
あ
る
が、

こ
れ
ら
の
史
料
の
中
で
最
も
描
写
に
親
近
性
が

あ
る
の
が、

狩
野
興
以
《
花
鳥
図
屏
風》（
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館

蔵）

や
妙
心
寺
天
球
院
障
壁
画
に
見
ら
れ
る
丸
み
を
帯
び
た

椿
花
や
葉
の
表
現
で
あ
り、

そ
の
筆
者
と
し
て
は
江
戸
時
代

初
期
の
京
都
の
狩
野
派
に
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

ツ
バ
キ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
品
種
に、

知
ら
な
け
れ
ば
と
て

も
植
物
名
と
は
気
づ
か
な
い
よ
う
な
風
雅
な
名
前
が
与
え
ら

れ
て
き
た。

そ
の
よ
う
な
名
前
は
現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て

も
い
る
が、

品
種
の
源
を
た
ど
っ
て
い
く
こ
と
は
難
し
く、

そ
れ
が
確
認
で
き
る
品
種
は
多
く
な
い
と
い
う。
一

度
明
治

時
代
に
栽
培
の
糸
が
切
れ
た
こ
と、

そ
し
て
『
地
錦
抄』

以

前
の
江
戸
時
代
初
期
ま
で
と
な
る
と
画
像
を
伴
う
資
料
が
少

な
い
た
め
で
あ
る。

本
図
に
記
さ
れ
た
文
字
は
右
か
ら
順
に
次
の
通
り
で
あ

る。
（
図
2
の
番
号
を
参
照。）

①
「
ち
ゃ
せ
ん
箱」、

®
「
八
重
ひ
と
へ
」、

③
「
大
む
ら

と
ひ
人」、

④
「
狸

」々、

⑥
「
石
山
寺」、

⑥
「
ひ
こ
三
か

い
」、

⑦
「
大
薄
色」、

⑧
「
鷲
御
山」、

⑨
「
い
さ
は
い
」、

⑩
「
ひ
ら
き」、

⑪
「
と
ん
た
物
狂」、

⑫
「
く
し
け」、

⑱

「
ゑ
ぼ
し
犀」、

⑭
「
鶴
の
こ」、

⑮
「
金
□
口」、

⑯
「
嵯

峨」、

⑰
「
お
そ
ら
く」、

⑱
「
し
し」、

⑲
「
わ
し
れ
ん

け」、

⑳
「
白
め
い

月」、

⑪
「
一

せ
き」、

＠
「
ま
つ
か

さ」、

⑳
「
か
ら」、

函）
「
あ
め
か
し
た」、

⑮
「
も
ん
し

、

本
図
に
描
か
れ
た
ツ
バ
キ
に
つ
い
て
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ゅ」、

⑯
「

へ
に

ち
よ
く」、

＠
「

羅
生
門」、

⑱
「

お
さ
ら

く」、

⑲
「

茸
駄
天」、

⑳
「

大
は
ん
に
や」

で
は、

本
屏
風
に
描
か
れ
た
こ
れ
ら
の
ツ
バ
キ
は
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
の
か。

以
下、
一

種
ず
つ
確
認
を
試
み

①
「

ち
ゃ
せ
ん
箱」

は、

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
椿
花
図

譜』
（
以
下
『
図
譜』

と
記
す）

の
104
番
（
以
下、
『
図
譜』

の
図
の
数
字
は
註
10
文
献
の
索
引
で
各
図
に
ふ
ら
れ
た
番
号

を
記
し
た）

に
あ
り、

図
を
見
て
も
こ
れ
と
同
形
で
あ
る。

な
お、
「

茶
笑」

と
い
う
品
種
が
日
野
資
勝
の
庭
に
早
く
か

ら
あ
っ
た
よ
う
だ。

®
「

八
重
ひ
と
へ
」

は、

岸
川
氏
蔵
《
椿
花
貼
合
屏
風》

に
見
る
こ
と
が
で
き
る。

⑧
「

大
む
ら
と
ひ
入」

と
は、
「

大
村
飛
入」

で
あ
ろ
う。

寛
永
期
か
ら
名
高
い
「

大
村」

と
い
う
ツ
バ
キ
に
飛
入
の
入

っ
た
種
だ
ろ
う
か。
「

飛
入」

と
は、

ま
ば
ら
に
か
す
り
模

様
が
あ
り、

少
し
ず
つ
節
の
あ
る
も
の
を
い
う。

絵
で
は
白

い
玉
の
模
様
が
入
っ
て
い
る
が、
『
図
譜』

4
の
「

大
村」

は、

こ
れ
に
姿
は
そ
っ

く
り
で
あ
る（
『
図
譜』

692
の
「
大

村」

に
は
筋
が
入
っ
て
い
な
い
）
。
『
隔
冥
記』

に
よ
れ
ば、

鳳
林
承
章
は
寛
永
十
六
年
三
月
八
日、

こ
の
「

大
村」

と
い

う
椿
を
他
の
二
種
の
椿
と
と
も
に
買
っ
て
い
る。

そ
の
前

日、

上
皇
よ
り
椿
花
の
図
を
描
く
た
め、

珍
し
い
椿
花
が
あ

れ
ば
進
上
す
る
よ
う
に
と
の
仰
せ
を
書
き
留
め
て
い
る
こ
と

に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
が、

関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か。

こ
。
f
 

④
「

狸

」々

は、
『
図
譜』

112、

370
に
掲
載
さ
れ
る
が、

370
の
方
は
蕊
の
形
が
違
い、

112
の
方
が
よ
り
近
い
。

本
図
に

描
か
れ
た
姿
は、

ひ
と
き
わ
立
派
な
大
輪
の
真
っ
赤
な
花
で

あ
る。

ま
た、

狩
野
常
信
は
元
禄
十
七
年一
二
月
二
十
三
日、

上
野
で
こ
れ
を
写
生
し
て
い
る。
『
花
壇
地
錦
抄』

に
は、

「

く
れ
な
い
。

せ
ん
よ。

白
ほ
し
少
有。

大
り
ん。

も
り
あ

げ。
（
花
は
紅
色
で
千
重
咲
き。

白
い
斑
が
少
し
入
っ
て
い

る。

大
輪。

盛
り
上
が
る
よ
う
に
咲
く。）
」

と
記
さ
れ
て
お

り、

常
信
の
ス
ケ
ッ
チ
の
方
が
こ
れ
に
合
致
す
る
姿
で
あ
る

よ
う
だ。

⑥
「

石
山
寺」

は、

安
楽
庵
策
伝
の
『
百
椿
集』

の
「

紫

椿
之
分」

に
記
さ
れ
て
い
る。

策
伝
は
こ
の
花
に
つ
い
て、

一

輪
の
う
ち
に
は
二
つ
ほ
ど
花
一

葉
が
二
重
に
畳
み
重
な
っ

て
咲
く
と
記
し、

紫
と
い
う
こ
と
と
近
江
の
方
よ
り
出
た
椿

と
い
う
こ
と
で、

紫
式
部
が
石
山
寺
で
物
寂
し
く
衣
裳
を
畳

ん
だ
り
す
る
風
情
を
思
い
比
べ
て
そ
の
名
と
す
る、

と
記
し

て
い
る
の
も
面
白
い。
『
図
譜』

630
に
み
ら
れ
る
も
の
は、

赤
味
が
強
い
が、

形
は
似
る。

ほ
か
に、
「

石
山」

と
い
う

椿
が
根
津
本
《
百
椿
図
巻
》

に
描
か
れ
て
お
り、

寛
永
期
ま

で
に
近
江
か
ら
到
来
し
た
と
さ
れ
る
名
高
い
椿
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う。

⑥
「

ひ
こ
三
か
い
」

は、
「

肥
後一
二
階」

で
あ
ろ
う
（
図

3
)。

日
野
資
勝
の
庭
に
は、

寛
永
十
四
年
三
月
に
六
条
の

狂
言
師
山
脇
石
見
守
か
ら
寄
接
を
貰
っ
た
と
い
う
「

肥
後
三

階」

が
あ
り、

の
ち
の
肥
後
椿
の
品
種
の
は
し
り
か
と
も
み



⑦
「
大
薄
色」

は、

安
楽
庵
策
伝
の
『
百
椿
集』
「
薄
色
之

分」

に
あ
げ
ら
れ
て
い
る。

策
伝
が
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る

と、

こ
れ
は、

若
い
頃
か
ら
花
を
愛
し、

千
里
の
距
離
も
も

の
と
も
せ
ず
に
花
を
求
め
て
歩
い
た
と
い
う
安
芸
の
町
人
薄

屋
宗
善
が
育
て、

京
都
に
入
っ
て
広
ま
っ
た
薄
色
椿
の
稀
品

な
の
だ
と
い
う。

日
野
資
勝
も
寛
永
九
年
に
五
条
少
納
言
為

適
か
ら
「
広
島
大
薄
色」

を
贈
ら
れ
て
い
る。

岸
川
氏
蔵

《
椿
花
貼
合
屏
風》

に
も
見
ら
れ
る。

⑧
「
鷲
御
山」

に
つ
い
て
は、

他
例
を
見
い
だ
せ
な
い

が、
『
日
本
椿
集』

に
現
存
す
る
「
鷲
の
山」

と
い
う
品
種

が
紹
介
さ
れ
て
お
り、

そ
の
姿
に
似
て
い
る。

こ
の
「
庶
の

山」

の
現
存
種
は、

古
く
よ
り
植
木
生
産
地
と
し
て
有
名
で

椿
品
種
の
保
存
に
も
大
き
な
功
績
の
あ
っ
た
埼
玉
県
川
口
市

図3：肥後三階

ら
れ
て
注
目
さ
れ
る
が、

本
図
は
そ
れ
を
絵
で
確
認
で
き
る

唯
一

の
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
り
貴
重
で
あ
る。

肥
後
の
地

は
園
芸
が
盛
ん
で、

椿
に
つ
い
て
は
排
他
的
に
し
て
種
を
守

っ
て
き
た
伝
説
が
様
々
に
伝
わ
っ
て
い
る。

安
行
の
地
に
あ
る
花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
の
展
示
園
内
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
ら
し
い。
（
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る。）

ち
な
み
に
「
鵞
の
山」

と
は
釈
迦
が
説
法
し
た

天
竺
の
「
霊
鷲
山」

の
こ
と
で
あ
り、

古
歌
に
は
し
ば
し
ば

月
の
語
と
と
も
に
詠
ま
れ
て
き
た。

こ
の
椿
の
名
は
京
都
の

地
名
（
高
台
寺
の
南
に
あ
る
霊
山
の
別
名
で、

鷲
の
山
ま
た

は
鷲
の
尾
山
と
も
い
う。）
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う。

と
す

れ
ば、
『
日
本
椿
集』

で
は
『
椿
名
寄』

第
三
部
(
-

八
七
九

年
刊）
に
初
め
て
そ
の
名
が
あ
ら
わ
れ
「
白
地
紅
立
絞
小
輪」

と
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
が、

本
図
に
描
か
れ
た
「
鷲
御

山」

は
そ
れ
を
は
る
か
に
さ
か
の
ぼ
る
原
種
の
姿
を
表
し
た

も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い。

⑨
「
い
さ
は
い
」

は、
「
諫
早」

で
あ
ろ
う
（
図
4
)。

椿

の
品
種
に
は、

到
来
し
た
土
地
の
名
を
つ
け
た
も
の
も
多
い

が、

こ
の
「
諫
早」

は、

寛
永
九
年、

佐
賀
の
鍋
島
勝
茂
が

後
水
尾
天
皇
に
献
上
し
た
と
い
う
こ
と
で
著
名
な
品
種
で
あ

っ
た
ら
し
い
（
註
23
)。

鳳
林
承
章
は
寛
永
十
三
年
八
月
十
六
日

に
仙
洞
御
所
か
ら
こ
の
椿
の
寄
木
を
拝
領
し
て
い
る。

そ
の

後
十
九
年
七
月
九
日
に
森
八
郎
兵
衛
よ
り
接
穂
を
所
望
さ
れ

七
色
の
椿
を
遣
わ
し
た
が、

そ
の
中
に
こ
の
「
諫
早」

も
含

ま
れ
て
い
た。

日
野
資
勝
も
寛
永
十
四
年
三
月
に
屋
敷
の
後

園
に
垣
を
設
け
る
な
ど
手
入
れ
し
て
邸
内
に
分
散
し
て
い
た

椿
を
集
め
た
と
き、

最
初
に
こ
の
「
諫
早」

を
花
壇
か
ら
移

し
植
え
て
い
る。

こ
の
よ
う
に
献
上
さ
れ
た
「
諫
早」

は
早

速
愛
好
者
の
間
で
分
け
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る。

根
津
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本
《
百
椿
図
巻
》

に
も
描
か
れ、
『
図
譜』

319
に
も
見
ら
れ

る
ほ
か、

狩
野
常
信
は
大
輪
の
諫
早
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い

る。

と
こ
ろ
が
の
ち
の
江
戸
に
お
け
る
園
芸
書
『
花
埴
地
錦

抄』

に
あ
げ
ら
れ
る
二
百
六
種
の
な
か
に
そ
の
名
は
見
い
だ

せ
ず、

流
通
の
圏
内
と
い
う
も
の
を
想
定
さ
せ
ら
れ
る
例
で

あ
る。⑩

「
ひ
ら
き」

と
読
め
る
が、

そ
の
細
く
ギ
ザ
ギ
ザ
の
葉

が
特
徴
的
な
の
で、
「
柊
椿」

で
あ
ろ
う
か
（
図
5
)。
「
柊

椿」

は
『
図
譜』

716
に
掲
載
さ
れ
て
お
り、
『
増
補
地
錦
抄』

（
宝
永
七・
一

七
一

0
年）

に
も
図
が
載
る。
『
地
錦
抄
附
録』

（
享
保
十
八・
一

七
三――一
年）

に
は、

延
宝
年
中
に
渡
る
品
々

の
中
で
「
柊
椿」

を
あ
げ
て
い
る
が、

ど
こ
か
ら
来
た
か
は

書
い
て
お
ら
ず、

こ
れ
は
江
戸
に
入
っ
た
と
い
う
意
味
か
と

解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
も、

本
図
に
と
っ
て
は
注
目
さ
れ
る

内
容
で
あ
る
（
註
24
)。

こ
の
時
代
か
ら
絶
え
る
こ
と
な
く
今
日

ま
で
伝
え
ら
れ
る
強
健
な
柊
葉
椿
は、

筒
咲
き
の
小
輪
で、

葉
変
わ
り
の
代
表
種
で
あ
る。

本
図
の
そ
れ
は、

現
在
の
柊

葉
椿
よ
り
葉
の
幅
が
広
く、

椀
S
平
開
咲
き
の
鋸
葉
椿
と
い

う
品
種
に
近
い
姿
を
し
て
い
る
よ
う
だ。

⑪
「
と
ん
た
物
狂」
（
図
6
)。

か
わ
っ
た
名
前
だ
が、
「
O

〇
物
狂」

と
つ
け
た
椿
も
い
く
つ
か
あ
り、
『
図
譜』

66
に

「
冨
田
物
狂」

い
う
品
種
が
あ
る
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
よ
う

だ。

唐
子
咲
き
と
呼
ぶ
蕊
の
形
が
特
徴
的
で
あ
る。

⑫
「

く
し
げ」

と
読
め
る
が、
「
櫛
笥」

で
あ
ろ
う
か。

こ
の
名
は
他
書
に
は
み
ら
れ
な
い。

持
ち
主
あ
る
い
は
育
て

図6：営田物狂 図5：柊椿 図4：諫早

た
人
の
名
を
つ
け
た
椿
も
多
い
の
で、

椿
の
接
木
を
日
野
家

に
所
望
す
る
な
ど
椿
好
き
だ
っ
た
ら
し
い
公
家
の
櫛
笥
隆
朝

（
一

六
0
七
S
一

六
四
八）

に
由
来
す
る
の
か
も
し
れ
な
い。

⑱
「
ゑ
ぼ
し
屋」

は、
『
図
譜』

694
に
「
烏
帽
子
屋」、

25

に
「
恵
帽
子
屋」

と
二
図
み
ら
れ
る
が、

花
形
か
ら
は
前
者

の
方
と
同
種
と
見
ら
れ
る。

⑭
「
鶴
の
こ」

も、
『
図
譜』

に
114
と
346
の
二
図
見
ら
れ

る
が
両
者
は
全
く
異
な
る
形
を
し
て
お
り、

本
図
の
そ
れ
は

114
の
方
に
近
い。

左
隻
⑮
「
金
□
口」

の
貼
り
札
は
表
面
が
削
れ
て
文
字
が

不
分
明、

さ
ら
に
こ
の
貼
り
札
は
花
の
上
に
大
き
く
重
ね
て

あ
る
と
こ
ろ
が
他
と
違
い、

そ
れ
は
屏
風
の
縁
の
下
に
も
隠

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る。

平
開
咲
き
で
輪
芯
の
蕊
が
特
徴
的

⑯
「
嵯
峨」

は、

他
書
に
み
ら
れ
な
い
が、

角
倉
与
一

も

ま
た
椿
の
愛
好
者
で
あ
り、

そ
の
名
を
つ
け
た
「
角
倉
椿」

ま
た
の
名
を
「
与
一

椿」

に
関
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
の

で、

そ
の
邸
の
あ
っ
た
嵯
峨
の
地
名
に
由
来
す
る
も
の
か
も

し
れ
な
い
。

関
西
の
古
い
椿
品
種
を
示
す
例
に、

地
唄
の

「
椿
づ
く
し」

と
い
う
尽
く
し
も
の
が
知
ら
れ
る
が、

こ
の

中
に
「
角
の
倉」

に
加
え
て
別
に
「
嵯
峨」

と
い
う
品
種
名

が
見
出
せ
る
（
註
25
)。

⑰
「
お
そ
ら
く」

は、
『
図
譜」

301
の
そ
れ
同
じ
と
見
て

よ
い
だ
ろ
う。

現
在
は
「
長
楽
（
お
さ
ら
く）
」

と
い
う
品

種
が
あ
り、
『
日
本
椿
集』（
註
l
)

で
は、

肥
後
の
植
木
犀
に

で
あ
る。
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よ
る
文
政
十――一
年
の
記
録
に
「
恐
ら
く」

と
あ
る
肥
後
系
の

品
種
（
極
淡
い
桃
色
平
開
咲
き、

梅
芯、

中
輪
と
さ
れ
る。）

が
そ
の
原
種
か
と
し
て
い
る
が、

ほ
ん
の
り
桃
色
に
塗
ら

れ、

平
開
咲
き
に
描
か
れ
た
本
図
の
も
の
は
そ
の
さ
ら
に
原

種
で
あ
ろ
う
か。

本
図
に
は
別
に
⑱
「
お
さ
ら
く」

と
い
う

品
種
も
描
か
れ
て
お
り、

全
く
花
形
が
異
な
る
の
で、

両
者

は
区
別
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ。

⑱
「
し
し」

と
読
み、
「
獅
子」

で
あ
ろ
う。
『
図
譜』

376

に
掲
載
さ
れ
る
「
獅
子」

に
は
白
い
斑
が
入
っ
て
い
る。

狩

野
探
幽、

軍
賢
も
ス
ケ
ッ
チ
を
残
し
て
い
る
が、

探
幽
の
ス

ケ
ッ
チ
で
「
し
し」

に
同
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
も
赤
地
に

白
の
ふ
が
入
り、

重
賢
の
ス
ケ
ッ
チ
で
は
白
い
縦
絞
り
が
入

る
な
ど、

本
図
の
そ
れ
と
は
ま
た
様
子
が
違
っ
て
い
る。

し

か
し
「
獅
子」

と
い
う
語
は、
「
獅
子
咲
き」

と
い
う
表
現

も
あ
る
な
ど、

椿
に
は
馴
染
み
深
い
名
称
で
あ
る。

京
都
鹿

ヶ
谷
の
円
成
山
霊
鑑
寺
（
後
水
尾
上
皇
が
創
立
の
尼
門
跡
寺

院
で、

京
都
に
数
あ
る
椿
寺
の
中
で
も
銘
椿
が
多
い
こ
と
で

随
一
。）
に
唯
一

古
木
が
現
存
す
る
と
い
う。

日
野
資
勝
は
寛

永
十
四
年
（
一

六
三
七）
、
「
獅
子
椿」

を
買
っ
て
内
儀
の
庭

に
植
え
て
お
り、

永
井
信
濃
守
尚
政
(
-

五
八
七
S
一

六
六

八）
は
後
水
尾
上
皇
に
こ
の
「
獅
子
椿」

や
「
八
重
獅
子」

「
一

重
獅
子」

を
含
む
十
種
の
椿
を
進
上
し
た。

仙
洞
御
所

よ
り
こ
れ
を
拝
見
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
鳳
林
承
章
は
「
驚

凡
眼
也」

と
記
し
て
い
る
（
註
26
)。

⑲
「
わ
し
れ
ん
け」

は、

他
書
に
は
見
ら
れ
な
い
品
種
名

⑳
「
白
め
い
月」

も
他
書
に
は
見
ら
れ
な
い
品
種
名
で
あ

る。
「
名
月」

と
い
う
品
種
は
『
図
譜』

に
見
ら
れ
る
が
形

は
全
く
違
う。

⑪
「
一

せ
き」

は、
「
一

跡」

か。
『
図
譜』

に
355、

492
と

二
図
載
る
が、

355
の
方
は
や
や
似
る。
『
花
壇
綱
目』

に
は、

「
赤
き
千
重
に
白
飛
人」

と
あ
る。

＠
「
ま
つ
か
さ」

は、
「
松
笠」。
『
図
譜』

31
に
あ
る
も

の
は
少
し
形
が
違
う。
《
椿
花
貼
合
屏
風》

に
も
見
ら
れ
る。

『
花
壇
綱
目』

に
は、
「
し
ぼ
り
の
大
輪
な
り」

と
あ
る。

松

笠
の
よ
う
に
咲
く
現
存
品
種
が
あ
り、

そ
れ
と
同
じ
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（『
日
本
椿
集』）。

⑳
「
か
ら」

は、
「
唐
椿」

の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
（
図
7

)

。

『
図
譜』

41
の
「
唐
椿」

を
見
る
と、

形
は
ま
さ
し
く
等
し

い。
「
唐
椿」
（
か
ら
つ
ば
き、

と
う
つ
ば
き）
と
い
う
の
は
総

称
で
も
あ
る。

ト
ウ
ツ
バ
キ
(

11

八
重
大
輪
緋
紅
色）
は、

中

国
名
雲
南
山
茶
花、

延
宝
年
間
に
中
国
か
ら
導
入
さ
れ
た
と

『
増
補
地
錦
抄』
（
宝
永
七
·
一

七
一

0
年）
に
あ
っ
て、

こ
れ

が
描
か
れ
て
い
る
『
図
譜』

の
制
作
年
代
の
指
標
と
も
さ
れ

て
い
る。

し
か
し
本
図
は、

そ
の
描
写
を
見
る
限
り、
『
図

譜』

と
同
時
代
の
も
の
と
も
思
え
ず、

と
う
つ
ば
き
の
渡
来

自
体
は
さ
ら
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る

（
註
27
)。

は
た
し
て、

こ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ

き
か
考
え
ど
こ
ろ
で
あ
る。

な
お
常
信
の
ス
ケ
ッ
チ
に
も

で
あ
る。
「
0
0
蓮
花」

と
い
う
品
種
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る。

「
か
ら
椿」

が
見
ら
れ
る
が、

花
形
（
特
に
蕊）

は
異
な
る

よ
う
で
あ
る。

⑳
「
あ
め
か
し
た」

『
図
譜』

に
は
1、

246、

604
の一
二
図

「
天
下」

が
載
っ
て
い
る
が、

1
の
図
に
近
い。

重
賢
の
ス

ケ
ッ
チ
に
は
筒
S
ラ
ッ
パ
咲
き
の
桃
色
の
「
雨
ヶ
下」

が
見

ら
れ
る。
『
花
壇
綱
目』

で
は、
「
雨
が
下」

の
説
明
と
し
て

「
白
八
重
の
大
輪
赤
飛
入
り」

と
あ
っ
て、

現
存
の
品
種
で

あ
る
「
夭
が
下」

と
は
異
な
る
よ
う
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（『
日
本
椿
集』）。

現
在
の
「
夭
が
下」

は
濃
紅
地
に
大
小
の

白
斑
が
鮮
明
に
入
る。

⑮
「
も
ん
し
ゅ」

は、
『
図
譜』

268
に
「
文
殊」

が
あ
る

が、

姿
は
一

致
し
な
い。

⑯
「
へ
に
ち
よ
く」

と
読
む
よ
う
だ
が、

他
書
に
例
を
見

図7:から（唐椿）
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な
い。＠

「
羅
生
門」

も、

他
に
見
な
い
名
前
で
あ
る。

⑱
「
お
さ
ら
く」

で
あ
ろ
う
か。

⑰
の
「
お
そ
ら
く」

と

は
全
く
別
品
種
の
よ
う
で、
「
長
楽」

か。

⑲
「
茸
駄
天」

『
花
壇
綱
目』

で
は、
「
白
き
八
重
也
早

咲」

と
あ
っ
て、

現
存
の
品
種
と
同
じ
も
の
で
あ
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
る（『
日
本
椿
集』）
。
『
花
壇
地
錦
抄』

に
も
載

っ
て
お
り、
「
白
花。
一
二
重。

花
丸
ク、

中
少
け
し。（
花
の

中
に
少
し
芥
子
状
の
お
し
べ
が
あ
る。）

九
月
時
分
よ
り
咲゚

大
り
ん。
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る。

描
か
れ
て
い
る
の
は、

白
い
八
重
咲
き
の
花
で、

他
に
比
べ
て
小
輪
で
あ
る。
『
図

譜』

に
は
「
太
秦
蔀
駄
天」

397
と
い
う
品
種
が
載
る
が、

こ

れ
に
も
少
し
近
い。

®
「
大
は
ん
に
や」

は、
『
図
譜』

213、

550
に
「
大
般
若」

と
い
う
品
種
が
載
る
が、

両
図
と
も
白
い
花
で、

形
も
全
く

違
う。
「
大
坂
大
般
若」

589
と
い
う
種
も
載
る
が、

こ
れ
も

白
で
全
く
違
う。

以
上、

本
図
に
描
か
れ
た
椿
の
品
種
を
探
っ
て
み
る
と、

他
書
に
見
ら
れ
な
い
品
種
名
が
新
た
に
知
ら
れ、

こ
れ
ま
で

名
前
の
み
文
献
に
記
さ
れ
て
い
た
が
新
た
に
花
の
姿
も
わ
か

っ
た
品
種
も
あ
っ
た。

個
々
の
品
種
の
系
統
な
ど
詳
し
い
検

討
は
専
門
家
に
ゆ
だ
ね
る
ほ
か
な
い
が、

概
し
て
『
図
譜』

に
掲
載
さ
れ
た
ツ
バ
キ
に
一

致
す
る
数
が
多
く、

そ
れ
は
三

十
種
中
十
六
種
と
過
半
数
に
の
ぼ
る。
『
図
譜』

に
は
六
百

十
八
種
も
載
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
当
然
の
よ
う
で
も
あ
る

が、

他
の
ツ
バ
キ
関
係
史
料
と
『
図
譜』

と
の
関
係
を
鑑
み

れ
ば、

比
較
的
密
な
関
係
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ

る
（
註
28
)。

ま
た、
『
図
譜』

に
は、

他
書
に
は
見
出
せ
な
い

と
い
う
品
種
が
な
お
半
数
弱
あ
っ
た
が、

本
図
に
は
そ
の
う

ち
「
茶
笑
箱」
「
石
山
寺」
「
鶴
子」

が
確
認
さ
れ
た。

た
だ

し、

本
図
と
『
図
譜』

と
の
関
係
は、

先
に
記
し
た
（
三）

《
椿
花
貼
合
屏
風
》

の
よ
う
に
七
十
二
図
の
う
ち
六
十――一
種

が
『
図
譜』

と
一

致
す
る
う
え
絵
も
似
て
い
る
と
い
う
よ
う

な
特
に
濃
厚
で
直
接
的
な
関
係
で
は
な
い。
『
地
錦
抄』

シ

リ
ー
ズ
が
多
数
の
品
種
名
を
載
せ
な
が
ら
『
図
譜』

の
そ
れ

と
一

致
す
る
数
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は、
『
図
譜』

の

制
作
環
境
と
掲
載
の
ツ
バ
キ
の
流
通
の
範
囲
を、

江
戸
の
園

芸
家
と
は
違
う、

京
都
の
公
家
な
ど
の
高
貴
の
者
に
見
よ
う

と
す
る
解
釈
が
あ
る
（
註
29
)

が、

本
図
の
場
合
も
同
様
に
考

え
れ
ば、

絵
同
士
の
直
接
的
な
関
連
で
は
な
く、

ツ
バ
キ
の

品
種
の
流
通
圏
が
近
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か。

本
図
に

描
か
れ
た
品
種
で
『
地
錦
抄』

に
載
る
も
の
は一一一
種
の
み
で

少
な
く、

狩
野
常
信
が
元
禄
期
頃
に
上
野
な
ど
で
実
際
に
ス

ケ
ッ
チ
し
た
多
数
の
ツ
バ
キ
と
も
違
う
傾
向
を
示
し
て
お

り、

同
様
に
考
え
て、

こ
れ
ら
と
は
違
う
時
代
お
よ
び
制
作

環
境
が
本
図
に
は
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

図8

本
図
の
左
隻
の
よ
う
に
屏
風
の
各
扇
に
花
を
生
け
た
様
子

を
並
べ
て
描
く
と
い
う
構
成
は、

先
に
あ
げ
た
椿
図
の
諸
例

よ
り
も、

江
戸
時
代
前
期
に
い
く
つ
か
の
例
が
あ
る
《
立
花

図
屏
風
》（
註
30
)

と
形
式
上
は
関
連
が
深
い
と
見
ら
れ
る
だ
ろ

う。

し
か
し
立
花
図
は、

立
花
の
記
録
と
し
て
の
性
格
が
強

く
さ
ま
ざ
ま
な
花
の
ア
レ
ン
ジ
を
描
く
た
め
か、

こ
の
よ
う

に
同
じ
種
類
の
花
ば
か
り
を
多
数
生
け
た
図
の
例
を
見
る
こ

と
が
な
い。

本
図
は、

立
花
を（
そ
の
腕
前
を）
描
く
と
い
う
こ
と
よ
り

明
ら
か
に
ツ
バ
キ
の
品
種
を
描
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る。

そ
れ
も、

接
ぎ
木
を
し
た
り
鉢
入
り
の
台
木
が
あ
る
な
ど、

今
ま
た
新
た
に
品
種
を
人
手
し
た
（
あ
る
い
は
分
け
て
差
し

上
げ
る）
と
か、

自
分
の
も
と
で
増
え
育
っ
て
い
る
と
い
う

事
柄
が
描
か
れ
て
い
る。

び
ん
接
ぎ
の
ひ
も
の
掛
け
方
（
図

8
)

や
竹
の
皮
の
く
る
み
方
な
ど
描
写
は
具
体
的
で
あ
り、

四、

意
図
と
機
能
に
つ
い
て
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右
隻
に
見
ら
れ
る
ラ
イ
ブ
感
覚
や
左
隻
の
花
入
の
詳
細
な

表
現
は、

こ
の
よ
う
な
光
景
も
現
実
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
て
し
ま
う。

椿
好
き
の
者
は
立
花
の
会
で
各
種
各
色
の

椿
を
一

瓶
に
複
数
（
し
ば
し
ば
青
磁
花
入
な
ど
に）
生
け
た
こ

と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
し、

前
述
の
よ
う
に
一

疫
に
二
十

五
種
の
椿
を
仙
洞
御
所
か
ら
賜
っ
た
と
い
う
よ
う
な
記
録
も

あ
る（
註
2、
3
)

が、

そ
れ
ら
は
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
こ
の
よ
う

な
状
態
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か。

あ
る
い
は
本
当
に
そ
の

よ
う
な
誇
ら
し
い
記
録
と
し
て
の
絵
画
で
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
が、

少
な
く
と
も
本
図
に
は、

多
種
の
由
緒
あ
る
椿

が
ひ
と
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
事
柄
を
表
す
こ
と

に
主
眼
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る。

し
か
も
本
図
が
目
指
す
の

は
知
り
得
た
椿
の
品
種
を
網
羅
的
に
描
き
た
め
る
と
い
う
図

譜
の
よ
う
な
機
能
で
は
な
い
。

椿
の
品
種
の
収
集
は、

有
力
な
椿
愛
好
者
と
の
交
流
な
し

に
は
果
た
せ
な
い
。

時
代
は
ま
だ
限
ら
れ
た
貴
顕
に
し
か
そ

の
楽
し
み
を
許
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る。

珍
し
い
椿
は、

そ
の
由
来、

所
有
者
な
ど
の
情
報
と
と
も
に
こ
の
範
囲
を
往

来
し
た。

椿
の
数
と
種
類
の
豊
富
さ
を
描
く
こ
と
は
す
な
わ

ち、

そ
う
し
た
交
流
の
証
を
描
き
留
め
る
こ
と
で
あ
り、

屏

風
と
い
う
一

目
瞭
然
の
絵
の
形
式
を
と
る
こ
と
は、

そ
れ
を

一

堂
に
披
露
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
ね
ら
い
が
あ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る。

そ
し
て
実
際
そ
の
よ
う
な
機
能
を
果
た

あ
る。

ま
さ
し
く
今
そ
れ
を
見
て
描
い
た
と
い
う
よ
う
な
現
実
感
が

五、

伝
来
に
つ
い
て

し、

そ
の
場
に
椿
を
め
ぐ
る
人
脈
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
た
だ
ろ
う
と
今
で
も
想
像
が
可
能
で
あ
る。

披
露
の
場
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
か。

こ
の
屏
風

が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
展
げ
ら
れ
た
の
か。

描
写
も
優
れ
て

見
所
の
多
い
本
図
は、

椿
愛
好
の
第
一

次
ブ
ー
ム
を
象
徴
す

る
貴
重
な
作
品
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う。

最
後
に、

本
図
の
伝
来
に
つ
い
て
新
た
に
知
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
の
で
紹
介
し
て
お
く。

こ
の
た
び
昭
和
九
年
十
一

月
十
二
日
東
京
美
術
倶
楽
部
に

て
行
わ
れ
た
入
札
の
目
録
「
故
小
堀
鞘
音
翁
遺
愛
品
並
某
家

蔵
品
展
観
入
札」

に
こ
の
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
出

し
た。

表
装
な
ど
は
現
状
と
同
じ
で
あ
る。

同
目
録
で
は
某

家
所
蔵
の
も
の
と
の
区
別
を
明
示
し
て
い
な
い
が、

後
ろ
の

棒
目
録
の
部
分
は
番
号
が
途
中
か
ら
振
り
直
し
て
あ
る
の

で、

そ
れ
よ
り
前
の
一

群
は
小
堀
家
の
売
り
立
て
と
判
断
で

き
る
だ
ろ
う。

と
い
う
の
も、

同
目
録
の
本
図
と
同
じ
部
分

に
図
版
が
掲
載
さ
れ
る
冷
泉
為
恭
筆
《
清
少
納
言
図
》

は、

小
堀
靭
音
の
最
大
の
遺
墨
集
『
弦
酒
舎
画
述』（
註
31
)

に
掲
載

さ
れ
る一
二
幅
対
《
清
少
納
言
・

伊
勢
・

紫
式
部
》

の
一

図
に

そ
の
ま
ま
姿
形
が
引
用
さ
れ
て
い
る。

小
堀
柄
音
が
所
蔵
の

古
画
を
自
作
に
大
い
に
利
用
し
て
い
る
さ
ま
が
さ
ら
に
知
ら

れ
る
と
と
も
に
（
註
包、

こ
れ
ら
の
点
か
ら、

同
じ
一

群
に
掲

載
さ
れ
る
本
図
は、

小
堀
柄
音
の
遺
愛
品
と
い
う
こ
と
に
な

る。「
近
代
歴
史
画
の
父」

と
敬
わ
れ
た
小
堀
鞘
音
が、

歴
史

画
を
描
く
為
に
必
要
な
有
職
故
実
を、

文
献
ば
か
り
で
な

く、

実
物
の
古
器
物
を
蒐
集
し
手
元
に
お
い
て
研
究
資
料
と

し
た
こ
と、

得
難
い
も
の
に
つ
い
て
は
模
造
を
し
た
こ
と、

特
に
武
具
甲
胄
類
が
多
数
で
あ
り
鎧
な
ど
の
復
元
に
も
熱
心

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る。

売

立
目
録
に
も、

古
仏
の
断
片
や
馬
具、

楽
器、

鎧
の
札、

関

連
の
金
具
な
ど
細
か
い
各
種
部
品
を
種
類
別
に
標
本
箱
の
よ

う
に
し
て
整
理
し
た
も
の
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
掲
載
さ
れ
て
お

り、

こ
の
売
立
て
は
話
題
に
も
な
っ
た
よ
う
だ（
註
33
)。

遺
愛

品
の
売
り
立
て
に
至
る
経
緯
は、

厳
島
神
社
所
蔵
の
大
鎧
の

修
理
と
復
元
の
助
手
も
つ
と
め
た
弟
子
の
棚
田
暁
山
の
回
想

文
な
ど
で
知
ら
れ
る
が、

関
心
が
鎧
関
連
に
集
中
す
る
た

め、

残
念
な
が
ら
絵
画
に

関
し
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ

る
（
註
34
)。

し
か
し、

冷
泉
為
恭、

田
中
訥
言、

浮
田

二
患

ら
の
絵
画
の
ほ
か、

伝
足
利
尊
氏
像、

柿
本
人
麻
呂
像
の

数

、々

酒
井
抱
一

《
弁
財
天
像
》、
《
源
氏
物
語
五
十
四
帖
屏

風
》、
《
年
中
行
事
図
屏
風
》

な
ど、

歴
史
画
家
が
い
か
に
も

関
心
を
寄
せ
そ
う
な
注
目
の
所
蔵
品
の
数
々
の
中
で、

本
図

が
果
た
し
て
い
た
役
割
を
想
像
す
る
と
興
味
深
い
も
の
が
あ

る。

晩
年
の
駒
沢
の
家
の
離
れ
座
敷
に
陳
列
場
ま
で
作
っ
て

い
た
と
い
う
が、

そ
の
場
に
広
げ
門
人
た
ち
に
語
る
こ
と
も

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か。

こ
の
屏
風
は
故
実
に
通
じ
た
そ
の
画
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註 家
の
関
心
を
惹
く
に
足
る
内
容
を
確
か
に
含
ん
で
い
た
の
だ

と
思
う。

以
下 、

椿
の
栽
培
な
ど
に
つ
い
て 、

概
要
は
主
に
左
記
の
文
献
を

参
照 。

桐
野
秋
豊
『

色
分
け
花
図
鑑

椿』

学
習
研
究
社

二
0
0
五
年

横
山――一
郎 、

桐
野
秋
豊
•

著 、

神
園
英
彦
・

写
真
r
日
本
の
椿
花

園
芸
品
種
1
0
0
0

』
（
新
装
版）

淡
交
社

―
1
0
0
五
年

『
安
達
瞳
子
の
世
界
の
名
花

椿
物
語
展
図
録』

株
式
会
社
サ
ン

オ
フ
ィ
ス

ニ
0
0
三
年

日
本
ツ
バ
キ
協
会
事
務
局
『

古
文
書
に
見
る
日
本
の
ツ
バ
キ
文
化

史』

一

九
九
九
年

柏
岡
精――- 、

荻
巣
樹
徳・
監
修
「

絵
で
見
る

伝
統
園
芸
植
物
と
文

化』

柏
岡
精―
二
発
行

一

九
九
七
年

渡
辺
武
『

椿

花
と
木
の
文
化』

家
の
光
協
会

一

九
八
0
年

肥
後
銘
花
保
存
会
編
『

肥
後
六
花
撰』

一

九
七
四
年

誠
文
堂
新

光
社
（
所
収
論
文
「

肥
後
武
士
の
園
芸
総
論」）

京
都
園
芸
倶
楽
部
・

編
r

椿

花
と
文
化』

誠
文
堂
新
光
社

一

九
六
九
年

（
右
に
所
収）

津
山
尚
「

椿
の
話」

渡
辺
武
「

ツ
バ
キ
を
さ
ぐ
る」

の
「

一

0 、

ツ
バ
キ
屏
風」

（
初
出
『

京
都
園
芸』

五
〇
輯
（
「

ツ
バ
キ
特
輯」

第
四
号）

一

九

六
＝一
年）

津
山
尚
・

文 、

二
口
善
雄
・

画
『
日
本
椿
集』

平
凡
社

一

九
六

六
年

以
下 、

近
世
初
期
の
椿
愛
好
に
つ
い
て
は 、

前
註
1
の
ほ
か
特
に

左
記
の
文
献
を
参
照
し
た 。

森
末
義
彰
「

近
世
初
頭
の
京
都
に
お
け
る
椿
愛
好」

『
白
百
合
女

子
大
学
研
究
紀
要』

六

一

九
七
0
年
（
再
録
�
『

植
物
と
文
化』

七
号

一

九
七
三
年）

10 ，

 

8
 

7
 

6
 

5 4 

こ
の
ほ
か 、

植
栽
に
つ
い
て
は 、

左
記
を
参
照 。

飛
田
範
夫
『
日
本
庭
園
の
植
裁
史」

京
都
大
学
出
版
会

二
年

『
隔
莫
記』

に
は 、

仙
洞
御
所
の
花
壇
を
拝
見
す
る
と
い
う
記
事

が
散
見
さ
れ
る
が 、

承
応
三
年
三
月
三
日
条
で
は
椿
の
花
壇
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る 。

ま
た 、
『

時
慶
卿
記』

に
よ
れ
ば 、

西
洞
院
時

慶
は 、

寛
永
十
五
年
三
月 、

仙
洞
御
所
か
ら
鉢
入
り
の
椿
を
拝
領

し
て
い
る 。

鉢
は
翌
日
返
し
て
い
る
の
で
こ
れ
は
切
り
花
ら
し
い 。

翌
十
六
年
に
は
二
十
五
種
も
一

度
に
拝
領
し
て
い
る 。

『
台
徳
院
殿
御
実
紀
付
録
巻
五
』 ‘
r

武
家
深
秘
録』

鈴
木
進
ほ
か
『

江
戸
図
屏
風』

平
凡
社

一

九
七
一

年

小
澤
弘 、

丸
山
伸
彦
・

編
『

図
説
江
戸
図
屏
風
を
よ
む
』

河
出
書

房
新
社

一

九
九
三
年

こ
の
ほ
か 、

徳
川一
二
代
将
軍
の
ツ
バ
キ
愛
好
に
つ
い
て
は 、

左
記

を
参
照 。

青
木
宏
一

郎
「

徳
川
三
代
の
将
軍
た
ち
は
「

花
癖」

将
軍
と
呼
ば

れ
た
」

『
歴
史
と
旅』
一
一
八
巻
三
号
（
特
集

江
戸
の
ガ
ー

デ
ニ

ン
グ）

秋
田
書
店

―
1
0
0
一

年

烏
丸
光
広
・

序
文
の
『

百
椿
図」
（
寛
永
十
一
・

一

六
三
四
年）

、

林

羅
山
・

序
文 、

松
平
忠
晴
•

愛
培
の
r

百
椿
図』
（
寛
永
十
ニ
・

一

六

＿
1

-

五
年）

と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
が 、

序
文
以
外
の
内
容
は

未
詳 。

『
続
群
書
類
従

第
三
十一
一
輯
上
』

所
収 。

関
山
和
夫
「

安
楽
庵
策
伝
『

百
椿
集」

に
つ
い
て」

『
大
谷
大

学
国
文
学
会
会
報』

十
ニ

―

九
六
六
年
（
再
録

関
山
和
夫

『
安
楽
庵
策
伝
和
尚
の
生
涯』

法
蔵
館

一

九
九
0
年）

以
前
よ
り
写
本
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
が
近
年
そ
の
原
本
で
あ

る
豪
華
絵
巻
物
の
存
在
が
確
認
さ
れ 、
「

安
達
瞳
子
の
世
界
の
名
花

椿
物
語
展」

に
出
品 、

図
録
（
註
1
参
照）
に
全
図
が
掲
載
さ
れ
て

い
る 。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は 、

詳
し
く
は
左
記
を
参
照 。

渡
邊
光
夫
「
『

百
椿
図』

に
み
る
寛
永
の
椿
ブ
ー

ム
—

篠
山
城
主
松

平
忠
国
が
残
し
た
絵
巻
物
ー」

『
紫
明』

八
号

二
0
0
一

年

「
隔
費ハ
記』

寛
文
三
年
十
月
＋―
二
日
条 。

ま
た 、

本
図
に
は 、

文
政

八
年 、

伊
川
院
に
よ
る
極
書
が
付
属
す
る 。

『
椿
花
図
譜

宮
内
庁
蔵
本』

講
談
社

一

九
六
九
年

（
別
冊
解
説）

渡
辺
武
「

宮
内
庁
蔵
『

椿
花
図
譜』

に
つ
い
て」

―
1
0
0
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中
国
雲
南
・

貴
州・

広
西
原
産
で 、

明
時
代
中
期
以
降
に
発
見
さ
れ

日
本
に
導
入
さ
れ
た
「

唐
椿」

が
描
か
れ
る
が 、
一

七
三
三
年
刊

『
地
錦
抄
附
録」

に
は 、
「

唐
椿」

は
延
宝
元
年
（
一

六
七
三）
に
伝

来
し
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら 、

こ
の
『

図
譜』

は
『

地
錦
抄』

成
立
前
後
の
元
禄
年
間
か 、

古
く
と
も
延
宝
元
年
以
降
の
成
立
か

と
推
測
さ
れ
て
い
る 。

前
註
10
渡
辺
武
氏
論
文
に
挿
図
が
あ
る 。

渡
辺
武
「

京
都
園
芸」

第一
一
号
（
つ
ば
き
特
輯） 、
『

椿・
花
と
文
化』

に
紹
介 。

も
と
今
治
の
旧
家
蔵
と
い
う 。

「
椿
物
語
展」

に
出
品 、

図
録
（
註
1
)

に
カ
ラ
ー

図
版
が
掲
載
さ
れ

て
い
る 。

ほ
か
に
『

古
文
書
に
見
る
日
本
の
ツ
バ
キ
文
化
史』

に

部
分
図
が
掲
載
さ
れ
る 。

大
正
六
年
二
月
五
日
東
京
美
術
倶
楽
部
に
お
け
る
売
立
目
録
「

当

市
木
下
家
所
蔵
品
第
一

回
人
札」

及
び
大
正
九
年―
一
月
十
三
日
京

都
美
術
倶
楽
部
に
お
け
る
売
立
目
録
「

当
市
某
iB
家・
江
州
某
大
家

所
蔵
品」

に
挿
図
入
り
で
掲
載
さ
れ
る
作
品
（
二
図
は
同
じ
作
品）

は 、

各
扇
五
図
合
計
六
十
図 、

椿
銘
の
入
っ
た
椿
図
色
紙
が
貼
り

付
け
ら
れ
て
い
る
同
種
の
屏
風
だ
が 、
「

松
花
堂
題
永
徳
椿
絵
色
紙

張
中
屏
風」

と
さ
れ
て
い
る 。

「
椿
物
語
展」

に
出
品 、

図
録
（
註
1
)

に
カ
ラ
ー

図
版
が
掲
載
さ
れ

る 。中
村
深
男
・

北
村
四
郎
r

狩
野
探
幽

草
木
花
写
生

東
京
国
立
博

物
館
蔵」
（
影
印
本）

紫
紅
社

一

九
七
七
年

ツ
バ
キ
に
つ
い
て
は 、

十
三
品
種
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る 。

磯
野
直
秀
「

狩
野
重
賢
画
『

草
木
写
生
」」

『
慶
応
義
撚
大
学
日
吉

紀
要

自
然
科
学』

三
十
六
号

―
1
0
0
四
年

本
図
は 、

国
会
図
書
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
の
「

和
漢
書
•

本
草」

に

全
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る 。

写
生
年
代
は
明
暦
三
年
（
一

六
五
七）

か
ら
元
禄
十
二
年
（
一

六
九
九）
に
わ
た
る
が 、

ツ
バ
キ
は
四
十
八

品
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ 、

う
ち
二
十一
一
品
に
花
銘
が
あ
り 、

大
半
が
万

治
二

、

三
年（
一

六
五
九 、

六
0)
の
写
生
に
な
る 。

磯
野
直
秀
「

博
物
誌
資
料
と
し
て
の
『

草
花
魚
貝
虫
類
写
生
図』
」

r
M
U
S
E
U
M
』

五
九
0
号

―
1
0
0
四
年

磯
野
氏
の
紹
介
に
よ
れ
ば 、

全―
―

十
九
巻
で 、

写
生
の
日
付
が
最

も
古
い
の
は
寛
文
元
年
（
一

六
六
一
）

、

遅
い
の
は
正
徳
二
年
(
-

七

ご
一
）

で
あ
り 、

常
信
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
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る 。安
楽
庵
策
伝
は
故
郷
の
美
濃
に
十
八
年
在
住
の
折
に
も
花
に
興
味

を
持
ち
続
け
て
「

近
国
遠
里
よ
り

様
々
草
木
を
あ
つ
め」

て
お
り 、

美
濃
に
知
行
地
を
持
つ
旗
本
岡
田
善
同
(
-

五
五
八
S

一

六――
二
）

が
熱
心
な
ツ
バ
キ
愛
好
者
で
あ
る
こ
と
を
『

百
椿
集
』

に
記
し
て

お
り 、

善
同
は
こ
の
ほ
か
日
野
家
と
も
ツ
バ
キ
の
や
り
取
り
を
繰

り
返
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
（『
資
勝
卿
記』）
の
で 、

そ
の
影

響
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か 。

こ
の
第
二
十
五
巻
は 、

や
は
り

何
年
に
も
わ
た
る
ス
ケ
ッ
チ
の
う

ち
ツ
バ
キ
の
も
の
だ
け
を
集
め
「

椿

一

巻」

と
し
て
後
世
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る 。
一

部
に
写
生
の
日
付
が
あ
り 、

そ
れ
ら

は
天
和
三
年 、

元
禄
九
年 、

十
七
年
の 、

い
ず
れ
も
三
月
で
あ
る 。

花
の
絵
は
六
十
九
図
あ
り 、

う
ち
四
十
一

図
に
は
花
銘
が
あ
る
（
重

複
も
あ
る） 。

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
な

い
の
で 、

左
に
記
し
て
お
く 。

か
ら
か
さ 、

ひ
く
る
ま（
火
の
車） 、

牡
丹
さ
し
め 、

て
う
花 、

乱
拍
子 、

野
千
鳥 、

水
引 、

け
し
椿 、

蜘
居 、

北
雪 、

と
も

ゑ 、

狸
々 、

あ
わ
ち
嶋 、

ひ
の
れ
ん
け 、

か
ら
い
と 、

赤
あ

す
か
川 、

消
恨 、

柴
垣 、

本
多
し
ぼ
り 、

乱
拍
子 、

御
所
車 、

平
野 、

し
も
つ
ま（
し
も
さ
ま
？） 、

か
ら
椿 、

も
の
か
わ 、

胡
蝶 、

十
輪 、

み
う
へ

、

大
し
ら
ひ
け 、

波
玉 、

あ
す
か
川 、

沖
の
波 、

い
さ
は
や

同
品
種
の
重
複
を
除
く
と 、

元
禄
期
ま
で
の
江
戸
で
実
際
に
見

ら
れ
た
ツ
バ
キ
の
名
前
が一―-
+――一
種
確
か
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る 。

な
お 、

作
品
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は 、

東
京
国
立
博
物
館
列
品
室

に
お
世
話
に
な
り 、

同
館
の
池
田
宏
氏 、

田
中
純
子
氏
に
は
資
料

の
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た 。

記
し
て
感
謝
し
ま
す 。

三
巻 。

草
稿
本
は
寛
文
四
年
序 。

国
会
図
書
館
蔵 。

ツ
バ
キ
の
品

種
が
他
の
園
芸
植
物
と
と
も
に
収
載
さ
れ
た
最
初
の
文
献
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
が 、

図
は
な
い 。

伊
藤
伊
兵
衛―
二
之
丞
著
r

花
埴
地
錦
抄
』

は 、

元
禄
八
年
（
一
六
九

五）
江
戸
志
村
孫
七
版
・

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
を
底
本
と
す

る
翻
刻
が
あ
り（『
花
壇
地
錦
抄
（
日
本
農
書
全
集
五
十
四

園
芸

-
)
』

農
山
漁
村
文
化
協
会

一

九
九
五
年） 、

ほ
か
に 、

京
都
版

が
底
本
の
翻
刻
も
あ
る
（
京
都
園
芸
倶
楽
部
刊 、
一

九
三
三
年 。

そ
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の
復
刻
本
は
八
坂
書
房
刊 、
一

九
八
三
年） 。

そ
の
子
政
武
に
よ
り

r
増
補
地
錦
抄
』

『
広
益
地
錦
抄」
r

地
錦
抄
附
録
』

な
ど
の
シ
リ
ー

ズ

が
あ
り 、

以
上
計――
十
六
冊
を
あ
わ
せ
て
『

地
錦
抄
』

と
呼
ば
れ 、

改
版
を
重
ね 、
『

増
補
花
壇
大
全
』

な
ど
と
改
題
し
て
十
九
世
紀
初

頭
ま
で
刊
行
が
続
い
た
た
め 、

現
存
種
の
出
発
点
と
し
て
用
い
ら

れ 、

品
種
変
遷
の
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
と
な
っ
て
い
る 。

ツ
バ
キ
に
関
し
て
は 、

二
百
六
の
品
種
名
が
載
り 、
『

地
錦
抄」

シ

リ
ー

ズ
全
部
を
あ
わ
せ
る
と
総
計
二
百―
―
十
九
種
の
名
が
知
ら
れ

る 。

う
ち
図
が
あ
る
の
は一
一
十
二
図
で
あ
る 。
（『
日
本
椿
集」

に

よ
る 。）

『
時
慶
卿
記』

寛
永
九
年
十
月
十
五
日
条 。

岩
崎
潮
園
の
『

本
草
図
譜
』（
文
政
十
一

年・
一

八
二
八
に
完
成）
「

巻

之
九
十
一

灌
木
類」

に 、

ツ
バ
キ
六
十
五
種
が
図
と
と
も
に
記
さ

れ
て
い
る
が 、

そ
の
中
に
「

ひ
ら
き
つ
ば
ぎ」

が
あ
り 、

本
図
と

同
じ
く

葉
に
特
徴
の
あ
る
ヒ
イ
ラ
ギ
ツ
バ
キ
と
同
定
さ
れ
て
い
る 。

『
地
錦
抄
附
録
』

の
記
述
の
解
釈
に
つ
い
て
は
左
記
の
解
説
を
参

照 。北
村
四
郎・
監
修
『

本
草
図
譜
総
合
解
説
』

第
四
巻

同
朋
舎

一

九
九
一

年

前
註
1
r
日
本
椿
集
』

所
収
の
津
山
尚
「

椿
の
話」

『
隔
莫
記
』

正
保―一
年一
二
月
十
日
条 。

柏
岡
精
三
『

絵
で
見
る

伝
統
園
芸
植
物
と
文
化
』（
註
1
)

先
に
列
挙
し
た
椿
の
古
文
献
や
作
品
で
は 、
（
二）

の
《
椿
図
屏

風》

は 、

描
か
れ
た
六
十
種
中
三
十
一

図
が
『

図
譜
』

と
一

致
す

る 。

以
下
同
様
に 、
(
-
1

-

)

の
《
椿
花
貼
合
屏
風》

は
描
か
れ
た
七

十
二
種
中 、

六
十
三
種
が
一

致 。

根
津
本
《
百
椿
図
巻》

は
五
十

―一
種
の
う
ち
十
七
品
種
が
一

致 。

策
伝
の
『

百
椿
集
』

は
百
種
の

う
ち
十
三
種
と
少
数 。
『

花
壇
綱
目
』

は
六
十
六
種
の
う
ち
二
十
七

種 。
『

地
錦
抄
』

は一
一
百
二
十
九
種
と
い
う
多
数
の
名
前
を
載
せ
る

が 、
『

図
譜
』

と
一

致
す
る
の
は
三
十
五
種 。
（
以
上
の
数
は 、

前

掲
註
10
渡
辺
武
氏
の
調
査
に
よ
る 。）

こ
れ
ら
を
ま
と
め
れ
ば 、
『

図
譜
』

と
一

致
す
る
の
は 、
（
二）

は

五
十
一
％ 、
（
三）

は
八
十
七
％ 、

根
津
本
三
十
二
％ 、

策
伝
『

百

椿
集
』

十
三
％ 、
『

花
壇
綱
目
』

四
十
一

％ 、
『

地
錦
抄』

十
五
％

と
い
う
具
合
に 、
『

図
譜
』

と
の
関
連
の
深
さ
が
わ
か
る 。

本
図
の

場
合
は 、

三
十
種
中
十
六
種
が
一

致
す
る
の
で
五
十
＝一
％
と
い
う

34 33 32 31 30 29 

こ
と
に
な
り 、

比
較
的
密
な
関
係
に
あ
る
と
言
え
よ
う 。

前
掲
註
10
渡
辺
武
氏
解
説 。

立
花
図
に
つ
い
て
は
左
記
文
献
な
ど
を
参
照 。

工
藤
昌
伸
『

江
戸
文
化
と
い
け
ば
な
の
展
開
』

同
朋
舎
出
版

九
九
三
年

革
丙
会（
代
表
・

棚
田
暁
山）
編 、
一

九――
言
年 、

巧
藝
社
刊 。

革
丙

会
は 、

門
人
た
ち
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
会
で 、

鞘
音
の
没
後
一

周
年
に
開
催
し
た
「

小
堀
輌
音
遺
作
展
覧
会」

の
全
出
品
作
品
を

収
め
た
も
の
で
あ
る 。

小
堀
柄
音
に
つ
い
て
は 、

主
と
し
て
左
記
の
図
録
を
参
照 。

r
近
代
歴
史
画
の
父

小
堀
柄
音
』

（
展
覧
会
図
録）

栃
木
県
立
美

術
館

一

九
八―
一
年

そ
の
他 、

同
目
録
に
は
ほ
か
に
複
数
の
柿
本
人
麻
呂
像
が
掲
載
さ

れ
る
が 、

こ
れ
ら
も 、

小
堀
柄
音
の
作
品
に
直
接
参
照
さ
れ
て
い

る 。な
お 、

小
堀
柄
音
が
古
画
を
下
敷
き
に
自
作
を
制
作
し
た
様
相
に

つ
い
て
は 、

左
記
文
献
に
《
恩
賜
の
御
衣》

や
《
管
公》

を
例
に

指
摘
さ
れ
て
き
た 。

山
梨
俊
夫
「「

描
か
れ
た
歴
史」
—

明
治
の
な
か
の
「

歴
史
画」

の

位
置」

r
描
か
れ
た
歴
史
』

（
展
覧
会
図
録）

兵
庫
県
立
近
代
美
術

館 、

神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館

一

九
九――一
年
九
月）

塩
谷
純
「

小
堀
柄
音

恩
賜
の
御
衣」

『
国
華
』

―
二
三
四
号

一

九
九
八
年
八
月

「
柄
音
画
伯
の
遺
品
三
百
点
の
売
立」

『
国
民
新
聞
』

一

九
三
四
年

十一

月
六
日

（
採
録

『
雙
杉
會
誌
』

―

|-

―

九
三
五
年）

棚
田
暁
山
「

故
鞘
音
先
生
蒐
集
品
大
掃
除
之
記」

『
美
之
國」

九
—

七

一

九
三――一
年
七
月
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Introducing Camellia Screens on Deposit at the Chiba City Museum of Art 

Matsuo Tomoko 

This article introduces Camellia Screens, a work that has been on deposit at the Chiba City Mu­

seum of Art since fiscal 2002. This pair of six-panel screens from a private collection was painted in 

full color on a gold ground on paper, with each screen measuring 64.4 X 233.3 cm. The screens were 

displayed in the autumn exhibition for fiscal year 2005, The Pleasures of Eda Period Painting. This 

introduction provides more information about the screens, fulfilling the wishes of visitors to the 

museum who thought that the exhibition did not touch on the rare importance of or sense of period 

style found in these screens. 

One screen of this medium-sized pair shows grafted camellia bushes, while the other screen de­

picts camellia branches arranged in splendid vases, with various types and colors of camellia blos­

soms all in full-bloom. The depiction reveals the characteristic shapes and colors of each individual 

blossom, and the subtle differences in blossom size suggests the possibility that the flowers were 

drawn in life-size. Clearly the painter intended his audience to be able to discern the specific camellia 

types of each blossom. Gold pigment and moriage built-up pigment techniques were used in the 

densely applied pigment areas, and judging from these methods and the splendid finishing of the 

camellia depictions, it can be surmised that these screens were painted by an artist related to the 

Kyoto Kano school during the mid 17th century. 

Several points are of particular interest in these screens. First, the painting depicts a fascination 

with camellias and their cultivation, including views of different propagation methods, such as high 

grafting and the unusual bintsugi grafting technique that involves setting branches in containers tied 

to the host tree, along with images of the grafted trees planted in celadon planters. The second point 

of note is the fact that one screen depicts camellia blossoms arranged in various types of elegant 

vases. The third point is that small paper cartouches are attached to the screen near the flowers, with 

the names of the flowers listed clearly on these papers. There are 30 old-style names for different 

types of camellias listed on these papers. 

Camellias grow wild in Japan and their rich variety in blossom color and shape combined with 

their relative ease of propagation has meant that camellias have been an extremely popular garden 

plant in Japan since the Edo period. The first "boom" in camellia cultivation came in the early Edo 

period, around the Kan'ei era. This trend began in the Kyoto Imperial Palace with the aristocrats and 

other nobility of Kyoto and then spread to the shogun's circles in Edo. The different varieties of 

camellias were judged and critiqued, camellias were used as gift items, and they were given names 

that indicated their origins. Paintings of camellias, as here, which provided detailed depictions of 

their visual appearance and clear indication of their traditional Japanese names, are rare. Comparison 

of the images in this painting with historical materials from the period, artist sketches, and early 

horticulture books indicate that each of the different types depicted can be confrrmed. W伍le materi­

als on this subject are few from that period, these documents provide a sense of the cultural milieu of 

Kyoto at the time. Rikka type flower ranging with its strictly vertical forms was also a popular trend 

of the period. Screens depicting rikka style flower arrangements were created during this period, and 

these screens focusing on camellias stand as proof of the popularity of camellias and their display 

amongst the upper classes of the day. Clearly a person who could acquire and raise this number of 

different camellia varieties occupied an important place within a wide circle of like-minded aficiona— 

dos. These screens with their many superb aspects are noteworthy and important examples symboliz­

ing the frrst boom in camellia appreciation in Japan. 

This study confirmed that these screens were formerly in the collection of Kobori Tomoto (1864-

1931), a painter known as the "father of modem history painting." As part of his reference materials 

for the creation of history paintings, Kobori collected samurai armor, helmets, weapons, decorative 

arts, paintings and calligraphies. He was also particularly known for his interest in the careful repro­

duction of full suits of armor. These screens were sold at the well-noted 1934 auction of Kobori's 

famous collection after his death. The specific subject of these screens would surely have fascinated 

this painter well versed in Japan's traditions. (Translated by Martha McClintock) 
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六
日
間
／
入
場
者
二
六、
四
九
四
人）

（
一
）

企
画
展
（
六
件）

平
成
十
七
年
度

一
、

展
覧
会

チラシ

千
葉
市
美
術
館
の
活
動

―
1
0
0
五
年
四
月
五
日（
火）
ー
五
月
十
五
H（
日）

七
・

八
階
展
示
室

「
義
経
展
S
源
氏
・

平
氏
・

奥
州
藤
原
氏
の
至
宝
S」
（
千
葉
市
美
術
館
開
館
十
周
年
記
念
・

N
H
K
放
送
開
始
八
十
周
年
記
念）

「
源
頼
朝
・

義
経
と
千
葉
介
常
胤」
（
千
葉
市
立
郷
士
博
物
館
・

千
葉
市
美
術
館
共
同
企
画
展）

※
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
義
経」

と
連
動
し、

源
氏
•
平
氏
・
奥
州
藤
原
氏
ゆ
か
り
の
名
宝
を、

幅
広
い

時
代・
分
野
か
ら、

国
宝
一

九
件、

重
要
文
化
財
二
八
件
を
含
む
約一
七
0
点
出
品。

同
時
開
催
と
し
て、

さ
や
堂
ホ
ー
ル
に
て、

郷
土
博
物
館
所
蔵
品
よ
り、

千
葉
介
常
胤
と
の
関
わ
り
を
示
す
関
連
展
覧
会
を
開

催。

六
月
二
十
八
日（
火）
I
七
月
十
日（
日）

「
千
葉
市
美
術
協
会
特
別
展
「
秀
作
展」
」

（
十
二
日
間
／
入
場
者一
、
五
五
二
人）

九
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

七
月
九
日（
土）
—
八
月
二
十
八
日（
日）

七
階
展
示
室

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
—
広
が
る
絵
本
世
界」

※
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
に
お
け
る
国
際
絵
本
原
画
展
の
第
十
九
回
展
受
賞
作
品
と、

日

本
人
作
家
の
作
品、

歴
代
受
賞
作
家
た
ち
の
造
形
世
界
を
紹
介。

（
四
四
日
間
／
入
場
者一

0、

七
九
二
人）

「義経展」開会式・内覧会
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「ブラティスラヴァ世界絵本原画展」会場

7’ラティスラヴi'世界絵本原画員
～たガ3終本せ＂ ,.,,.7,9 8"28 

疇
XIX.,'li�n�le. ;;;- ••一••ご＝・ ニ

ilustra•.i'... · . 一
�,atislava'" _―• �-

S1over>sko'.'屯"'鱈

チラシ

「ミラノ展」会場 チラシ

十
月
二
十
五
日（
火）

十
二
月
四
日（
日）

七
階
展
示
室

「
ミ
ラ
ノ
展

都
市
の
芸
術
と
歴
史」
（
千
葉
市
美
術
館
開
館
十
周
年
記
念）

※
ミ
ラ
ノ
市
の
全
面
協
力
を
得
て、

ミ
ラ
ノ
市
に
所
在
の
美
術
館
・
博
物
館
の
所
蔵
作
品
よ
り、

ロ
ー
マ

帝
国
時
代
の
初
期
キ
リ
ス
ト
教
芙
術
か
ら、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
名
画、

近
現
代
美
術
ま
で
六
八
点
を
展
示。

（
三
六
日
間
／
入
場
者一
八‘――1
0
0
人）

五
月
二
十
一

日（
土）
I
七
月
三
日（
日）

七
・

八
階
展
示
室

「
近
・

現
代
日
本
美
術
の
あ
ゆ
み」

※
当
館
の
所
蔵
作
品
一
―
二
四
点
を、

七
つ
の
パ
ー
ト
に
分
け、

近
現
代
日
本
美
術
の
特
質
を
紹
介。

（
三
八
日
間
／
入
場
者―-‘一
二
四
三
人）

（
二
）

所
蔵
品
を
中
心
と
し
た
テ
ー
マ
展
（
五
件）

三
月
四
B
（
土）
I
三
月
二
十
四
B
（
金）

七
・

八
階
展
示
室

十
二
月
十
七
日（
土）

二
0
0
六
年
二
月
二
十
六
日（
日）

「
ス
イ
ス
現
代
美
術
展

リ
ア
ル
・

ワ
ー
ル
ド

現
実
世
界」

※
シ
ル
ヴ
ィ
ー・
フ
ル
ー
リ、

フ
ァ
ブ
リ
ス
・
シ
ー
ジ、

モ
ゼ
ー
ル
＆
シ
ュ
ヴ
ィ
ン
ガ
ー、

シ
ャ
リ
ヤ
ー・

ナ
シ
ャ
ッ
ト、

ウ
ー
ゴ
・
ロ
ン
デ
ィ
ノ
ー
ネ
の
五
人
の
作
品
に
よ
り、

ス
イ
ス
の
現
代
芙
術
の
一

側
面
を

紹
介。

一

階
さ
や
堂
ホ
ー
ル、

七
・

八
階
展
示
室、

九

階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
第
三
十
七
回
千
葉
市
民
美
術
展
覧
会」

※
市
民
芸
術
祭
の
一

環
と
し
て、

千
葉
市
美
術
協
会
会
員
お
よ
び
公
募
入
選
作
品
約
千
点
を、

七
部
門
に

分
け
て
展
示。

（
一
八
日
間
／
入
場
者一
四、
八
―
二
人）

“スr""·

氾世咄’ド
―-""一工 -------. 

（
五
七
日
間
／
入
場
者
四、
四
七
六
人）

チラシ
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七
月
九
日（
土）I

八
月
二
十
八
日（
日）

ー

・

畠ーー

八
階
展
示
室

「
画
人
た
ち
と
千
葉」

※
石
井
林
轡
と
大
網
白
里、

椿
貞
雄
と
船
橋、

浜
口
陽
三
と
銚
子
な
ど、
土
地
と
画
人
た
ち
と
の
関
わ
り

を、

彼
ら
が
残
し
た
言
葉
や
エ
ビ
ソ
ー
ド

と
と
も
に
紹
介。

（
四
四
日
間
／
入
場
者
六、
五
二
六
人）

七
階
展
示
室

九
月
三
H（
土）—

+
月
十
六
日

(

H
)

「
写
楽
・

歌
麿
と
黄
金
期
の
浮
世
絵」

※
天
明・
寛
政
期
(-
七
八一
S一
八
01
)
の
浮
世
絵
の
全
貌
と
魅
力
を、
所
蔵
品
を
中
心
に
紹
介。

「
黄
金
期
の
美
人
画」「
黄
金
期
の
役
者
絵」「
絵
入
版
本
の
世
界」「
肉
筆
画
の
世
界」
と
し
て、

鳥
居
清
長、

東
洲
斎
写
楽、

喜
多
川
歌
麿
な
ど
の
作
品
九
四
点
を
展
示。

（
三
八
日
間
／
入
場
者
五、
六
九
三
人）

「近 ・ 現代日本美術のあゆみ」展会湯

「写楽・歌麿と黄金期の浮世絵」展会場

-
"­

’r
b-
,
t
.

 

チラシ

| ‘ヽf楽 ・ 歌原と
黄金期の浮世絵 I

'05ヽ999399● IO991699● 
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八
階
展
示
室

「硲末明治の浮世絵」展会湯 チラシ

九
月
三

日（
土）
I
十
月
十
六
日（
日）

「
幕
末
明
治
の
浮
世
絵
S
青
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る」

※
日
本
橋
魚
河
岸
の
魚
商
が
そ
の
当
時
に
集
め
た
と
い
う、

時
代
の
息
吹
を
伝
え
る
当
館
寄
託
の
青
木
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り、
一
五
三
点
を
展
示。

（
三
八
日
間
／
入
場
者
五、
九
四
五
人）
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四
月
二
日（
土）

「
義
経
展」

関
連
講
演
会
（
共
催
：

N
H
K
千
葉
放
送
局）

「
義
経
展
—
史
実
と
伝
説
と
美
術」

講
師
こ

浅
野
秀
剛
（
当
館
学
芸
課
長）

三
月
二
十
七
日（
日）

―
一

階
講
堂

葛
飾
区
・

郷
士
と
天
文
の
博
物
館

二
、

講
演
会
等
（
六
件
一

五
回）

「江戸絵画のたのしみ」展会場

八
階
展
示
室

（
参
加
者

十
月
二
十
五
日（
火）

十
二
月
四
日（
日）

「
江
戸
絵
画
の
た
の
し
み」

※
「
さ
ま
ざ
ま
な
形」
「
筆
暴
の
技
を
味
わ
う」
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
ろ
こ
び」
「
身
の
回
り
の
小
さ
な
情
景

を
描
く」「
月
光
に
心
研
ぎ
澄
ま
す」
「
愉
快
な
動
物
た
ち」

の
六
つ
の
テ
ー
マ
で、

所
蔵
作
品
と
新
た
に
寄

託
を
受
け
た
作
品
計
五
三
点
を
紹
介。

（
三
六
日
間
／
入
場
者一
三、
八
0
五
人）

計一
、
五
0
0
人）

四
月
十
三
日（
水）

四
月
二
十
二
日（
金）

四
月
二
十
三
日（
土）

四
月
二
十
四
日（
日）

義経展特別講演会

成
田
市
・

成
田
市
役
所
六
階
会
議
室

市
川
市
・

行
徳
文
化
ホ
ー
ル

新
宿
区
・

新
宿
歴
史
博
物
館

銚
子
市
・

銚
子
市
民
セ
ン
タ
ー

（
参
加
者
五
0
0
人）

「
義
経
の
時
代
の
文
化
と
美
術
ー
平
家
納
経
と
金
光
明
最
勝
王
経
金
字
宝
塔
曼
陀
羅」

四
月
十
七
日（
日）

―
一

階
講
堂

（
参
加
者一
七
二
人）

講
師

二
付
賀
祥
隆
（
東
北
大
学
名
誉
教
授）

「
義
経
展
特
別
講
演
会」

五
月
十
日（
火）

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

講
師

二
呂
尾
登
美
子
（
作
家
／
大
河
ド
ラ
マ
「
義
経」

原
作
者）
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第一一
回

「
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
公
爵
家
お
よ
び
ス
フ
ォ
ル
ツ
ア
公
爵
家
の
ミ
ラ
ノ
美
術
ー
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン

ニ
ー
ノ
・
デ・
グ
ラ
ッ
シ
か
ら
レ
オ
ナ
ル
ド・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
ま
で
—」

十一
月
十
二
日（
土）

―
一
階
講
堂

講
師＂
小
佐
野
重
利
（
東
京
大
学
教
授）

―
一
階
講
堂

「
ミ
ラ
ノ
展
レ
ク
チ
ャ
ー」

十
月
二
十
六
日（
水）、

十
二
月
三
日（
土）

講
師こ
新
保
淳
乃（
川
村
学
園
女
子
大
学
・
千
葉
大
学
非
常
勤
講
師）

十一
月
十
六
日（
水）、

十一
月
二
十
六
日（
土）、

十一
月一
二
十
日（
水）

講
師：
伊
藤
紫
織
（
当
館
学
芸
員）

「
現
代
ス
イ
ス
ア
ー
ト
の
展
開」

一
月
十
五
日（
日）

講
師
了
小
倉
正
史
（
美
術
評
論
家）

※―1
0
世
紀
後
半
の
美
術
シ
リ
ー
ズ

七
月
二
日（
土）

―
一
階
講
堂

三、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
理
解
の
た
め
の
市
民
美
術
講
座
（
計
九
回）

第一
回

―
一
階
講
堂

「
日
本
美
術
の
近
代
と
は
な
に
か、

現
代
と
は
な
に
か」

講
師こ
原
田
光
（
横
須
賀
市
美
術
館
開
設
準
備
室
長）

（
参
加
者
二
五
人）

（
参
加
者―1-
0
人）

七
月
二
十―
二
日（
土）

―
一
階
講
堂

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
性
格
を
め
ぐ
っ
て
1
1
9
4
0
年
代
S
5
0
年
代
—」

（
参
加
者
六
0
人）

（
計
五
回
／
参
加
者
計
二
五
七
人）

（
参
加
者一
九
0
人）

第
八
回

二
月――
十
五
日（
土）

「
千
葉
ゆ
か
り
の
日
本
画
家・
石
井
林
輯」

講
師

二藁
科
英
也
（
当
館
学
芸
員）

第
五
回

八
月
二
十
七
日（
土）

第一
二
回

―
一
階
講
堂

「『
こ
う
な
っ
た
ら
や
け
く
そ
だ
！』
I
「
反
芸
術」
の
1
9
6
0
年
代
1」

第
四
回

九
月
二
十
五
日（
日）

―
一
階
講
堂

「
概
念
と
物
質
—
1
9
6
0
年
代
末
S
7
0
年
代
初
め
の
動
向
—」

講
師
ぶ
松
本
透
（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
企
画
課
長）

十
月――-
+
B(
B)

―
一
階
講
堂

「
さ
よ
な
ら
ア
メ
リ
カ
ー
1
9
7
0
年
代
の
日
本
—」

―
一
階
講
堂

第
六
回

十
二
月
二
十
五
日（
日）

「『
美
術』
は
終
わ
っ
た
か
？
ー
多
様
化
の
1
9
8
0
年
代
以
降
—」

講
師�
水
沼
啓
和
（
当
館
学
芸
員）

※
房
総
ゆ
か
り
の
作
家・
作
品
シ
リ
ー
ズ

第
七
回

二
0
0
六
年一
月
十
四
日（
土）

「
安
房
出
身
の
浮
世
絵
師
・
菱
川
師
宣」

講
師こ
浅
野
秀
剛
（
当
館
学
芸
課
長）

講
師�
水
沼
啓
和
（
当
館
学
芸
員）

講
師

二藁
科
英
也
（
当
館
学
芸
員）

（
参
加
者――――一
人）

（
参
加
者―1
0
人）

―
一
階
講
堂

―
一
階
講
堂

（
参
加
者
四
0
人）

（
参
加
者
三
0
人）

（
参
加
者
二
五
人）

（
参
加
者―一
五
人）
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ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト」

―
一

階
講
堂

第
九
回

「
椿
貞
雄
の
周
辺」

講
師
＂

藁
科
英
也
（
当
館
学
芸
員）

三
月
十
八
日（
土）

七
月
三
十
日（
土）

「
ミ
ラ
ノ
展
関
連

十
一

月
二
十
七
日（
日）

（
参
加
者
七
五
人）

―
一

階
講
堂

「
糸
あ
や
つ
り
人
形
と
お
は
な
し
に
よ
る
『
赤
ず
き
ん
』」

一

階
さ
や
堂
ホ
ー
ル

人
形
と
お
は
な
し
＂

ア
セ
フ
ァ
ル
／
結
城
一

糸
•

他

※
「
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん」

が
日
本
の
伝
統
的
な
糸
あ
や
つ
り
人
形
と
な
っ
て
登
場。

人
形
は
絵
本
作
家
飯

野
和
好
氏
の
デ
ザ
イ
ン。

作
品
鑑
賞
と
制
作
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
な
が
S
い
も
の、

な
S
ん
だ
？」

八
月
六
日（
土）

他

※
仕
掛
け
絵
本
の
し
く
み
を
使
っ
た
工
作。

小
学
校
低
学
年
の
児
童
と
保
護
者
対
象。

―
一

階
講
堂

（
参
加
者
四――一
人）

講
師
＂

浅
野
秀
剛
（
当
館
学
芸
課
長）

（
参
加
者
ニ―
―
一

人）

（
参
加
者
一
―

二
人）

（
参
加
者
三
0
人）

四、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ、

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
等
（
七
件
一

八
回）

「
義
経
も
の
が
た
り
に
ふ
れ
て
み
よ
う」

四
月
二
十
三
日（
土）

―
一

階
講
堂

講
師
�
一

龍
斎
貞
友
（
講
談
師）

／
金
井
ひ
ろ
み
（
造
形
作
家）

※
義
経
の
昔
話
を
聞
い
た
り
実
際
に
語
っ
た
り
し
た
あ
と、

扇
面
の
作
品
づ
く
り
に
挑
戦。

小
学
生
対
象。

糸あやつり人形とおはなしによる 「赤ずきん」 義経ものがたりにふれてみよう

なが～いもの、な～んだ？
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堂

（
計
三
回
上
映
／
参
加
者
計
一

三
0
人）

出
油
＂

ダ
リ
オ
・

ポ
ニ
ッ
ス
イ
（
俳
優、

浪
出
家）

※
音
楽
を
交
え
て
北
イ
タ
リ
ア
の
文
化
を
紹
介。

―
一

階
講
堂

ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
と
タ
ヴ
ィ
ア
ー
ニ
兄
弟

（
共
催
：

イ
タ
リ
ア
文
化
会
館）

「
サ
ン
＊
ロ
レ
ン
ツ
ォ
の
夜」
「
夏
の
嵐」
「
父

パ
ー
ド
レ
・
パ
ド
ロ
ー
ネ」
「
家
族
の
肖
像」

十
月
二
十
九
日（
土）
、

十
一

月
十
三
日（
日）

「
夏
の
嵐」

十
一

月
六
日（
日）
、

十
一

月
二
十
日（
日）
、

十
二
月
四
日（
日）

「
家
族
の
肖
像」

（
計
八
回
上
映
／
参
加
者
計
五
四
九
人）

「
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
の
タ
ベ
」

―
一

階
か
ぼ
ち
ゃ
わ
い
ん
美
術
館
店

十
月
二
十
八
日（
金）
、

十
一

月
十
一

日（
金）
、

十
一

月
二
十
五
日（
金）

（
計一
二
回
開
催
／
参
加
者
計
一

九
人）

ヴ
ィ
デ
オ
ア
ー
ト
上
映
会
「
ス
イ
ス
・

ヴ
ィ
デ
オ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・

ト
ゥ
デ
イ」

―
1
0
0
六
年
一

月
八
日
（
日）
、
一

月
二
十一
一
日
（
日）
、

二
月
十
九
日
（
日）

ピ
ピ
ロ
ッ
テ
ィ
・

リ
ス
ト
「
私
は
こ
の
歌
の
犠
牲
者」

ほ
か

※
ス
イ
ス
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
―
一
作
家
に
よ
る
シ
ン
グ
ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
ヴ
ィ
デ
オ
十
三
作
品
を
上
映。

イ
タ
リ
ア
映
画
上
映
会

十
一

月
十
九
日（
土）
、

二
十
日（
日）

―
一

階
講

五、

コ
ン
サ
ー
ト

四
月
三
十
日（
上）

十
一

月
十
九
日（
土）

現代スイス ・ 音の風景

一

階
さ
や
堂
ホ
ー
ル

「
風
の
伝
説
『
薄
墨』

ー
義
経
の
笛
S」

出
演

こ
亦
尾
三
千
子
（
横
笛
演
奏
家）

※
「
義
経
展」

出
品
作
で
「
薄
星」

の
銘
を
持
つ
義
経
ゆ
か
り
の
龍
笛
を
演
奏。

一

階
さ
や
堂
ホ
ー
ル

三
浦
章
宏
／
藤
村
政
芳
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ

「
東
京
フ
ィ
ル
・

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
＼
イ
タ
リ
ア
音
楽
の
調
べ
S」
（
主
催
二

千
葉

市
文
化
振
興
財
団）

出
演
こ

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

ン）
、

高
平
純
（
ビ
オ
ラ）
、

服
部
誠
（
チ
ェ
ロ
）

（
参
加
者―
1
0
0
人）

（
参
加
者―
――
―
五
人）
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（
一
）

学
校
団
体
の
受
け
入
れ

「
ミ
ラ
／
展」

「
江
戸
絵
画
の
た
の
し
み」

一

回

「
義
経
展」

「
画
人
た
ち
と
千
葉」

「
写
楽
・

歌
麿
と
黄
金
期
の
浮
世
絵」

「
幕
末
明
治
の
浮
世
絵」

七、

学
校
と
の
連
携
事
業

二
回

一

回

一

回

一

回

六、

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

一

回
一

回

―
一

階
講
堂

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展」

（
参
加
者
八
五
人）

―
1
0
0
六
年
二
月
十
二
日（
日）

「
現
代
ス
イ
ス
・

音
の
風
景」

出
油
＂

河
村
典
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン）、

白
土
文
雄
（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス）、

中
根
康
美
（
ギ
タ
ー）

※
チ
ュ
ー
リ
ヒ
を
拠
点
に
活
動
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
河
村
典
子
を
中
心
と
し
た
ト
リ
オ
に
よ
る
ス

イ
ス
現
代
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト。

①
児
童
•

生
徒
の
団
体
鑑
賞

※
学
校
側
の
希
望
に
応
じ
て、

学
芸
員
ま
た
は
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
対
応。

※
特
に
遠
隔
校
の
来
館
を
促
す
た
め、
「
小
中
学
生
鑑
賞
教
育
推
進
事
業」

を
設
け、

美
術
館
が
無
料
送

迎
バ
ス
を
用
意。

（
三）
「
町
探
検」

学
習

一

校
一
――一
人

十
一

月
十
九
日
（
土）

（
五）

千
葉
市
教
育
研
究
会
造
形
部
会

美
術
館
連
携
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携

※
「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展」
に
あ
わ
せ
て、

絵
本
を
制
作、

展
示。

市
内
の
中
学
校
六

校
が
部
活
動
単
位
で
参
加。

（
四）
「
図
エ
・

美
術
科
等
教
職
員
に
よ
る
美
術
館
見
学
会」

（
二）
「
職
場
体
験」

学
習

一

四
校
四
六
人

一

件
五
一

人

「
義
経
展」

六
校
二
七
五
人

「
近
・

現
代
日
本
美
術
の
あ
ゆ
み」

一

校
二
九
人

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展」
「
画
人
た
ち
と
千
葉」

「
写
楽
・

歌
麿
と
黄
金
期
の
浮
世
絵」
「
幕
末
明
治
の
浮
世
絵」

「
ミ
ラ
ノ
展」

二
校
七
七
人

「
ス
イ
ス
現
代
美
術
展」

三
校一
――
――
一
人

合
計
二
五
校
一
、
0
三
四
人
（
う
ち
「
小
中
学
生
鑑
賞
教
育
推
進
事
業」

で
の
来
館
は
一
―
―

校
七
八
一

人）

（
参
加
者――1
0
人）

®
教
職
員
の
団
体
鑑
賞
（
研
修、

研
究
会
に
よ
る
利
用）

―

二
校
三
0
五
人

一

校
一
―
一
六
人
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墨をつかって、身近なものを描いてみよう

「
わ
た
し
の
顔、

手
型、

足
型
を
石
膏
に
写
し
取
ろ
う」

八
月
二
十
三
日（
火）
、

二
十
四
日（
水）
、

二
十
五
日（
木）

千
薬
市
教
育
セ
ン
タ
ー

（
参
加
児
童

「
写
真
を
つ
か
っ
て
ポ
ス
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う」

七
月
二
十
日（
水）
、

二
十
一

日（
木）
、

二
十
二
日（
金）

花
の
美
術
館、

磯
辺
第
二
中
学
校

の
べ
五
九
人）

第一
一
回

（
参
加
児
童

第
一

回

「
子
ど
も
美
術
講
座」

※
千
葉
市
民
美
術
協
会
と
の
連
携
に
よ
る。

八、

文
部
科
学
省

地
域
教
育
力
再
生
プ
ラ
ン

の
べ
四
二
人）

美術館デートのすすめ

文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
事
業

噂
の
特
別
捜
査
本
部

2
0
0
5
」

千
菓
市
美
術
館
支
部

「
ぼ
く
の、

わ
た
し
の
お
茶
碗
づ
く
り
教
室」

十
月
一

日（
土）
、

十
六
日（
日）
、

二
十
九
日（
土）

清
野
陶
房「

分
色
版
画
に
よ
る
絵
ハ
ガ
キ
づ
く
り」

十
二
月
十
一

B（
日）
、

十
七
B（
土）
、

十
八
日(
B)

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
な
げ

第
六
回

「
墨
を
つ
か
っ
て、

身
近
な
も
の
を
描
い
て
み
よ
う」

―
1
0
0
六
年
三
月
四
日（
土）
、

五
日（
日）
、

十
一

日（
上）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
な
げ

九、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム

※
千
葉
大
学
や
地
域
N
P
O
と
の
連
携
事
業
で
あ
る
「
千
葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・
プ
ロ
ジェ
ク
ト
(
W
i
,

C
AN)」
を
実
施。

学
生
メ
ン
バ
ー
と
各
サ
イ
ト
（
美
術
館•
N
P
O
等）
の
協
力
に
よ
り、
サ
イ
ト
ご
と

に
プ
ロ
ジェ
ク
ト
を
企
画・
展
開。
そ
の
う
ち
千
葉
市
美
術
館
を
会
場
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
み
を
記
載。

平
成
十
七
年
度
文
化
庁
「
文
化
芸
術
に
よ
る
創
造
の
ま
ち」
支
援
事
業。
詳
細
は、

報
告
書
を
参
照。

十
二
月
三
日（
上）
I
二
十
二
日（
木）

「
噂
と
し
て
の
U
F
o

第
五
回

（
参
加
児
童

第
四
回

第
三
回

「
象
形
文
字
を
使
っ
て、

凧
（
た
こ）

な
ど
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
作
品
を
つ
く
ろ
う」

八
月
二
十
四
日（
水）
、

二
十
五
日（
木）
、

二
十
六
日（
金）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
な
げ

の
べ
三
九
人）

（
参
加
児
童

（
参
加
児
童

（
参
加
児
童

の
べ
四
五
人）

の
ぺ
三
九
人）

の
べ
三
0
人）
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+、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

「
義
経
展
」

「
近
・

現
代
日
本
美
術
の
あ
ゆ
み
」

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
」

「
画
人
た
ち
と
千
葉
」

六
回

「
写
楽
・

歌
麿
と
黄
金
期
の
浮
世
絵
」

「
幕
末
明
治
の
浮
世
絵
」

九
回

「
ミ
ラ
ノ
展
」

（
二
）

鑑
賞
リ
ー

ダ
ー

※
児
童•
生
徒
の
団
体
鑑
賞
（
七
ー(
-
)

①）
へ
の
協
力
活
動。

学
校
側
の
希
望
に
応
じ
て、

少
人
数
グ

ル
ー
プ
で
の
鑑
賞
を
行
う。

対
応
し
た
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
の
べ
人
数
を
記
載。

「
義
経
展
」

三
校
―

二
人

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
」
「
画
人
た
ち
と
千
葉
」

(

-

)
 

1

0
回

一

四
回

一

六
回

―
一

回
二
回

※
展
覧
会
の
会
期
中、

不
定
期
に
実
施
す
る
自
主
活
動。

―
1
0
0
六
年
二
月
二
十
五
日（
土）
、

二
十
六
日（
日）

「
美
術
館
デ
ー
ト
の
す
す
め
S
ふ
た
り
で
ア
ー
ト
を
楽
し
む
十
の
方
法
S
」

※
「
ゴ
1

目k
you
@
rt
の
日」

参
加
イ
ベ
ン
ト
・
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
参
加
者
八
組一
六
人）

※
今
年
度
は
一
七
人
（
女
性一
三、

男
性
四）

が
活
動
を
継
続。

秋
に
二
期
生
二
0
人
を
新
た
に
募
集。

六
九
人
応
募。

研
修
を
経
て、

計
三
五
人
と
な
り、

新
年
度
の
活
動
へ。

四
校
一

四
人

編
集
�
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

合
計

二
人

「
写
楽
・

歌
麿
と
黄
金
期
の
浮
世
絵
」
「
幕
末
明
治
の
浮
世
絵
」

「
ミ
ラ
ノ
展
」

一

校
四
人

「
ス
イ
ス
現
代
美
術
展」

三
校
二
六
人

―

二
校
の
べ
六
二
人

(-―-)

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
運
営
補
助

「
糸
あ
や
つ
り
人
形
と
お
は
な
し
に
よ
る
『
赤
ず
き
ん
』
」

「
な
が
＼
い
も
の、

な
ー
ん
だ
？
」

（
四）

そ
の
他

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
絵
本
原
画
展
」

へ
の
協
力

「
絵
本
を
楽
し
む
ひ
と
と
き
」

七
階
展
示
室
ロ
ビ
ー
（
映
像
コ
ー
ナ
ー）

※
原
画
が
出
品
さ
れ
て
い
る
絵
本
を
実
際
に
読
み
な
が
ら、

絵
本
の
楽
し
さ
を
紹
介。

主
に
小
学
生
対
象。

七
月
二
十
一

日
（
木）
、

二
十
八
日
（
木）
、

八
月
二
日
（
火）
、

八
月
四
日
（
木）
、

十
八
日

（
木）
、

二
十
三
日
（
火）
、

二
十
五
日
（
木）

計
七
回
―

二
人
（
参
加
者
一

八
六
人）

十
一
、

出
版
活
動

（
一
）

展
覧
会
図
録
（
五
冊）

『
義
経
展
S
源
氏
・

平
氏
・

奥
州
藤
原
氏
の
至
宝
S』

発
行
�
N
H
k
/
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

七
人 一

校
六
人
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、

9

経木明治の浮世絵

編
集
ニ
エ
莱
市
美
循
館

発
行る
青
木
元
治

r
青
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る

『
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
ー
広
が
る
絵
本
世
界』

編
集ょ
森
田一

／
山
根
佳
奈
／
関
沢
明
子
／
板
東
悠
美
子
／
本
多
慶
子

発
行�
う
ら
わ
美
術
館、

千
葉
市
美
術
館、
奈
良
県
立
美
術
館、

美
術
館
連
絡
協
議
会

幕
末
明
治
の
浮
世
絵』

『
ミ
ラ
ノ
展

『
ス
イ
ス
現
代
美
術
展

リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ドー

現
実
世
界」

Talk
in
g
 Abou
t
 

the
 Real
 
Wo
rld

ら。
n
te
mpo
ra
ry
S
w
iss
 A
rt
 

編
集•
発
行こ
千
葉
市
美
術
館

（
二）

展
覧
会
の
作
品
目
録
・

鑑
賞
補
助
の
た
め
の
小
冊
子

※
企
画
展・
所
蔵
作
品
展
ご
と
に、

作
品
目
録
ま
た
は
解
説
付
き
小
冊
子
を
発
行。

（
三）

定
期
刊
行
物

①
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
「
C"n」

②
千
葉
市
美
術
館
研
究
紀
要
『
採
蓮』

第
九
号

第
三
四
S
三
七
号（
四
回
発
行）

都
市
の
芸
術
と
歴
史』

編
集；
千
葉
市
美
術
館
／
大
阪
市
立
美
術
館

発
行�
読
売
新
聞
社
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（一
）

購
入

一
件

東
洲
斎
写
楽
〈
三
代
目
大
谷
鬼
次
の
江
戸
兵
衛〉

十
三、

作
品
の
収
集

計
五
九
六、
七
九
八
件
（一
二
月
三
十一
日
ま
で）

十
二、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開

※
平
成
十
八
年
二
月
よ
り
サ
ー
バ
ー
を
新
た
に
し、

三
月
よ
り
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
ペ
ー
ジ
を
公
開。

ア
ク
セ
ス
件
数

（
二）
寄
贈

八
四
件

石
井
雙
石
《

飲
且
食
分
寿
而
康》、
《

無
量
寿》、
《

山
峯
水
渇
知
己》、
《

我
忘
西》、
《

寿》、

《

福
如
雲》、
《

喫
茶
去》、
《

楽
哉
無一
事》、
《

白
雲
万
里》、
《

朱
印
『一
笑』
尽
し》

（
以
上、

伊
藤
清
夫
氏
寄
贈）

深
澤
幸
雄
《

廃
墟
の
貌》、
《

夜
の
耳》、
《

風
化》、
《

た
ば
こ》、
《

残
涙》、
《

軍
金
属
の
鳥》、

《

さ
い
こ
ろ》‘
《

I
君
の
像》、
《

餓
鬼》、
《

風
見
鶏》、
《

夜
の
貌》、
《

男》、
《

母
子
像
A》‘

《

骨
疾
A》ヽ
《

骨
疾
B》‘
《

骨
疾
c》ヽ
《

骨
疾
D》ヽ
《

骨
疾
E》ヽ
《

骨
疾
F》‘
《

十
六
時》、

《

睡
眠
周
波》、
《

眠
り
の
前》、
《

少
女》、
《

ひ
も》、
《

母
子
像》

深
澤
幸
雄

ダ
ン
テ
「
神
曲』「
地
獄
篇」

よ
り
《

チ
ェ
ン
タ
ウ
ロ
》、
《

ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ

ツ》、
《

ベ
ル
ト
ラ
ム
・
ダ
ル
・
ボ
ル
ニ
オ》、
《

チ
ェ
ル
ベ
ロ
》、
《

ウ
ゴ
リ
ー
ノ》、
《

ル
チ
フ

ェ
ロ
》、
《

カ
ポ
ッ
キ
オ》、
《

分
裂
の
悔
恨》

（
以
上、

深
澤
幸
雄
氏
寄
贈）

若
林
奮
《

2
1

·
 34
ー

V
ALE
N
C
E》

（
若
林
彩
子
氏、

山
領
ま
り
氏
寄
贈）

春
村
た
ゞ
を
《

自
画
像》、
《

ア
ナ
ナ
ス》

川
上
澄
生
『

画
集
ゑ
げ
れ
す
い
ろ
は』

川
西
英
『

曲
馬
帖』、
《

題
名
不
詳
（
神
戸
港）
》

（
以
上、

多
田
晶
子
氏
寄
贈）

石
川
寅
治
《

阿
蘇
山》、
《――一
保
よ
り
見
た
る
春
の
富
士》、
《

課
雨一
過》、
《

蘇
州
河
の
遡

帆》、
《

雨
後
の
港》、
《

琉
球
の
市
場》、
《〈
裸
女
十
種〉
よ
り

青
春》
《〈
裸
女
十
種〉
よ
り

朝》
《〈
裸
女
十
種〉
よ
り

浴
室
に
て》、
《

瀬
戸
内
海》
版
木
七
枚
及
び
校
正
摺

（
以
上、

石
井
智
宏
氏
寄
贈）

八
木
正
《

W
O
RK
T
RI
LO
G
Y》、
《

LO
ST
W
O
RDS》、
《（
作
品
名
不
詳）
》ヽ
《

U
N
T
ITLE
D》、

《

U
N

TITLE
D》、
《

U

NTITLE
D》ヽ
《（
作
品
名
不
詳）
》、
《（
作
品
名
不
詳）
》

（
以
上、

八
木
明
氏
寄
贈）

松
田
正
平
《

坐
る
裸
婦
A》‘
《

坐
る
裸
婦
B》‘
《

横
た
わ
る
裸
婦》、
《

頭
に
手
を
置
く
裸
婦

半
身》、
《

ふ
り
む
く
裸
婦

半
身》

（
以
上、

深
澤
幸
雄
氏
寄
贈）

遠
藤
健
郎
《

老
婆
と
娘》、
《

ミ
ル
ク
を
飲
む
子
供
達》、
《

街
頭
の
光
景》、
《

広
告
塔》

遠
藤
健
郎
『

白
描
戯
画』
よ
り
《
靴
磨
き》、
《

勇
士
の
再
会》、
《

ス
ウ
ー
ベ
ニ
ャ》、
《

日
本

の
中
の
ア
メ
リ
カ》、
《

不
死
の
猿》、
《

場
末
の
街》

（
以
上、

遠
藤
健
郎
氏
寄
贈）
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(
-
)
作
品
の
貸
し
出
し

（
二
）

所
蔵
作
品
の
マ
ッ
ト

装

東
洲
斎
写
楽
〈
三
代
目
大
谷
鬼
次
の
江
戸
兵
衛〉

（
三）

写
真
撮
影

九
〇
カ
ッ
ト

東
洲
斎
写
楽
〈
三
代
目
大
谷
鬼
次
の
江
戸
兵
衛〉

十
五 、

所
蔵
作
品
の
特
別
利
用

※
平
成
十
七
年
度
開
催
展
に
つ
い
て
記
載

①
「

曾
我
蒲
白」

展
（
京
都
国
立
博
物
館 、

二
0
0
五
年
四
S

五
月）

曾
我
蒲
白
《
獅
子
虎
図
屏
風》

他

（
一
）

修
復

「
芝
翫
帖』

二
三
件 、

一

件

山
折
部
分
の
分
離

十
四 、

所
蔵
作
品
の
修
復
·

保
存
等

(-―-)

寄
託

九
七
件

郭
徳
俊
《
フ
ォ
ー
ド
と
郭
(

B

)

》

（
郭
徳
俊
氏
寄
贈）

点

二――
―

点

二
点

他 他

®
「

東
山
魁
夷
展」
（
長
野
県
信
濃
美
術
館 、

四
S

五
月）

東
山
魁
夷
《
深
秋》（
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン）

一

点

⑧
「

高
田
敬
輔
と
小
泉
斐」
（
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館 、

四
＼

五
月）

月
岡
雪
鼎
『

女
武
勇
粧
鏡』

他

一

点

④
「

い
ず
れ
菖
蒲
か
杜
若」
（
千
葉
県
立
大
利
根
博
物
館 、

五
S

六
月）

鈴
木
春
信
『

絵
本
千
代
松』

一

点

⑥
「

小
倉
遊
亀
展」
（
日
本
橋一
二
越
他、

五
s1

1
0
0
六
年
一

月）

小
倉
遊
亀
《
古
九
谷
台
鉢》（
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン）

一

点

⑥
「

光
琳
デ
ザ
イ
ン
11」
(
M
O
A
美
術
館 、

六
＼

七
月）

中
村
芳
中
《
白
梅
図》

他

一
一
点

⑦
「

山
田
正
亮」
（
府
中
市
美
術
館 、

六
S

八
月）

山
田
正
亮
《
Wor
k
B .
1
69》

他

二
点

⑧
「

大
坂
歌
舞
伎
展」
（
大
英
博
物
館
他、

六
S

一

月）

歌
川
豊
国
《
七
代
目
仁
左
右
衛
門
の
伊
予
の
太
郎》

他

八
点

⑨
「

前
衛
の
女
性1
95
0
|1

975」
（
栃
木
県
立
美
術
館 、

七
S

九
月）

福
島
秀
子
《
作
品
5

》

―

点

⑩
「

楽
し
い
版
画」
（
笠
岡
市
竹
喬
美
術
館
他、

七
S

十
月）

山
本
鼎
《
漁
夫》

他

七
点

⑪
「

松
島
・

天
橋
立
・

厳
島

日
本――一
景
展」
（
広
島
県
立
美
箭
館
他、

八
月
S

十
一

月）

横
山
華
山
《
天
橋
立
・

富
士
三
保
松
原
図》

他

二
点

⑫
「

篠
原
有
司
男

ボ
ク
シ
ン
グ
・

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
と
オ
ー
ト

バ
イ
彫
刻」
（
神
奈
川
県
立

近
代
美
術
館 、

九
S

十
一

月）

篠
原
有
司
男
《
思
考
す
る
マ
ル
セ
ル
・

デ
ュ
シ
ャ
ン
》

他

一
一
点

⑱
「

東
京
府
美
術
館
の
時
代
1
9
2
6
S
1
9
7
0」

（
東
京
都
現
代
美
術
館 、

九
＼

十
二

月）
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（
二）
写
真
の
貸
し
出
し、

撮
影
お
よ
び
掲
載
申
請

五
月）

二
点

六
0
件、
一
八――一
点

公
開
日
数

利
用
人
数

六
七
日

、

0
八
九
人

河
口
龍
夫
《

陸
と
海》
他

⑭
「
浮
世
絵
モ
ダ
ー
ン」
（
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館、

十
S
十一
月）

四――一
点

エ
ミ
ー
ル
・
オ
ル
リ
ク
《

日
本
の
旅
人》
他

⑮
「
も
の
派

再
考」（
国
立
国
際
美
術
館、

十
S
十
二
月）

小
清
水
漸
《

作
業
台
ー
3
点
セ
ッ
ト》
他
一
二
点

⑯
「
Y
O

KAI
ー
日
本
の
お
化
け
図
鑑」（
パ
リ
日
本
文
化
会
館、

十
s11
0
0
六
年一
月）

歌
川
国
芳
《

相
馬
の
古
内
裏》
一
点

⑰
「
大
正
・
昭
和
の
風
景
版
画
家

川
瀬
巴
水
展」（
島
田
市
博
物
館、

十
＼
十
二
月）

川
瀬
巴
水
《

塩
原
し
ほ
が
ま》
一
点

⑱
「
北
斎
展」（
東
京
国
立
博
物
館、

十一
S
十
二
月）

葛
飾
北
斎
《

井
手
の
至
川》
他

三
点

⑲
「
18
世
紀
京
都
画
壇
の
革
新
者
た
ち」（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
他、

十
二

s-―
0
0
六
年
二
月）

長
澤
蓋
雪
《

花
鳥
贔
獣
図
巻》
一
点

⑳
「
日
本
橋
絵
巻
展」（
三
井
記
念
美
術
館、
一
ー
ニ
月）

菱
川
師
宣
《

江
戸
雀》
他

八
点

＠
「
東
京
—
ベ
ル
リ
ン
／
ベ
ル
リ
ン
ー
東
京
展」（
森
美
術
館、
一
S
五
月）

北
代
省―――
《

A
P
N
の
た
め
の
カ
ッ
ト》
他

三
二
点

＠
「
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
の
先
駆
者

山
口
勝
弘
展」（
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
他、
―
-
s

山
口
勝
弘
《

無
題》
他
――一
点

⑱
「
緩
嘔
展」（
福
井
県
立
美
術
館、
三
月）

緩
嘔
《

若
い
仲
間
た
ち》
他

二
点

（
三）
所
蔵
作
品
等
の
出
版、

放
映、

番
組
等
へ
の
協
力

①
「
迷
宮
美
術
館
ス
ペ
シ
ャ
ル」(
N
H
K
B
S
h
i、

B
S
2

七
月
三
十一
日
放
映）

®
『
週
刊
朝
日
百
科

日
本
の
美
術
館
を
楽
し
む』
四
九
号
（
朝
日
新
聞
社

九
月
発
行）

⑧
「
ア
ー
ト
の
さ
さ
や
き
・
美
術
館
の
あ
る
街
へ
S
葛
飾
北
斎
・
千
絵
の
海

総
州
銚
子」

(
B
S
ジ
ャ
パ
ン

ニ
0
0
六
年一
月
二
十一
日
放
映）

④
「
美
の
巨
人
＼
川
瀬
巴
水」
（
テ
レ
ビ
東
京
系

十
七、

博
物
館
実
習

八
月
二
十
二
日
S
二
十
四
日、
二
十
九
日
s-―-
+-
8
の
六
日
間

九
月
二
十
日
S-―
十
二
日、
二
十
六
日
S
二
十
八
日
の
六
日
間

二
期
に
分
け
て
実
施

一
三
大
学一
九
人

十
八、

図
書
室
の
運
営

会
員

十
六、

友
の
会

計

ニ
八
三
人
（
二
0
0
六
年
三
月
三
十一
日
現
在）

一
月
二
十
八
日
放
映）
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十
九、

施
設
の
利
用
（
利
用
日
数
）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

さ
や
堂
ホ
ー
ル

二
七
九
日
（
三
九
団
体

二
二、
九
一

八
人
）

一

六
六
日
（
一

般
四
一

日、

市
関
係
八―
＝
日、

美
術
館
四
二
日
）

ニ
―

八
日
（
一

般
一

六
六
日、

市
関
係
二
九
日、

美
術
館
二
三
日
）

一

七一
＝
日
（
一

般―
―
一

日、

市
関
係
八
八
日、

市
展
二
0
日、

美
術
館

十
一

月
八
日（
火）

S
十
二
月
二
十
H（
火
）

「
C
h
i

b
a

Art
 Fla
s
h'
0
5」

※
新
し
い
表
現
を
模
索
し
挑
戦
す
る
千
葉
市
出
身、
あ
る
い
は
千
葉
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

現
代
美
術
家
の
作
品
を
展
示。
今
年
度
は、
浅
見
貴
子、

岩
崎
龍
次、
江
本
創、
岡
本
真
枝、
坂
内
美
和

子、

推
名
久
夫、

高
梨
裕
理、

服
部
睦
美、

水
谷
恵、

柳
原
絵
夢
の一
0
人。

（
□-
日
間
／
入
場
者
八――――一
人）

二
0
0
六
年
二
月
十
四
日（
火
）

＼
一
十
六
日（
日
）

「
銅
版
画
の
宇
宙」

（
一
）

特
別
企
画
展

二
十、

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
な
げ

四
四
日
）

「
旧
神
谷
伝
兵
衛
稲
毛
別
荘」

「
ゆ
か
り
の
家
・
い
な
げ」

講
堂

講
座
室

展
示
室

一

四、
七
九
七
人

制
作
室

四、
七
―
二
人

※
美
術
館
主
催
の
展
覧
会
会
期
中
に
開
室。

七、
一
―

0
人

七、
二
九
八
人

※
戦
後
日
本
の
彫
刻
界
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
り、

同
時
に
数
多
く
の
版
画
作
品
を
制
作
し
た
若
林
奮

（一
九――
ヱハ
ー―1
0
0
三）
と、
一
九
八
0
年
代
の
日
本
の
版
画
界
に
登
場
し、

珠
玉
の
作
品
を
遺
し
た

清
原
啓
子
（一
九
五
五
1一
九
八
七）
の
作
品
全
五
0
点
を
展
示。

（
□-
日
間
／
入
場
者
五
五
五
人）

（
二
）

施
設
の
利
用
者
数

（
三
）

施
設
の
公
開
（
公
開
日
数
と
三
月
末
ま
で
の
見
学
者
数
）

二
九
四
日

二
九
四
日
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平成17年度利用者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

義経展 13,364 13,130 26,494 

ブうティスラヴァ世界絵本昴両展 3,575 7,217 10,792 

ミラノ展 2,216 12,712 3,372 18,300 

i 挺

スイス現代美術展 552 1,866 2,058 4,476 

第37回千葉市民美術展 14,812 14,812 

近・現代日本美術のあゆみ 547 1,554 242 2,343 

画人たちと千葉 2,257 4,269 6,526 

写楽・歌麿と黄金期の浮世絵 2,874 2,819 5,693 

幕末明治の浮世絵 3,061 2,884 5,945 

江戸絵画のたのしみ 1,787 9,619 2,399 13,805 

展覧会観覧者計 13,364 13,677 1,554 6,074 11,486 5,935 9,706 22,331 6,323 1,866 2,058 14,812 109,186 

岱用

ふ
由衛

註

で閾
者

市民ギャラリー 2,191 3,317 2,985 284 1,288 698 2,552 2,512 900 8,166 14,812 39,705 

講座室 191 230 190 184 176 250 873 300 241 280 30 196 3,141 

講堂 538 900 270 822 787 551 237 335 3,688 2,591 150 10,869 

さや堂ホール 100 8,000 100 2,190 6,173 450 3 463 3,678 3,151 20 24,328 

貸出施設利用者計 2,382 4,185 12,075 838 4,476 7,908 4,426 3,052 1,939 15,812 5,772 1,5178 78,043 

！ ぷ

図書室 240 235 261 255 389 219 180 500 143 253 304 110 3,089 

講座・講演会等 172 55 25 25 23 397 70 100 30 30 927 

コンサート・ワークショップ等 300 112 43 75 852 62 104 145 1,693 

学校プログラム・実習等 145 163 17 243 212 242 93 70 152 4 1,341 

その他利用者計 857 398 278 665 669 486 278 1,842 345 609 483 140 7,050 

美術館利用者総計 16,603 18,260 13,907 7,577 16,631 14,329 14,410 27,225 8,607 18,287 8,313 30,130 194,279 

Chiba Art F1ash'05 823 823 

偲［
げ

銅版画の宇宙 555 555 

こども美術講座 48 39 87 

展示室利用者 1,594 1,289 1,048 842 887 1,270 1,984 1,953 849 714 913 1,454 14,797 

制作室利用者 301 192 665 253 239 185 599 931 259 194 709 185 4,712 

旧神谷伝兵衛稲毛別荘 842 837 560 456 286 509 721 1,126 325 476 412 748 7,298 

ゆかりの家・いな
げ

992 784 435 422 225 443 684 896 358 676 490 705 7,110 

市民ギャラリーいなげ 利用者総計 3,729 3,102 2,708 1,973 1,637 2,407 3,988 5,729 1,839 2,060 3,079 3,131 35,382 
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